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　いよいよ、本格的に始まった夏休み。

　忙せわしなかった一学期を終え、ようやく束つかの間まの安息の時が訪れると思いきや、そんなことはまるでなし。

　俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆの夏休みは、尋常ではなく忙せわしなかった……。

　詰めに詰められた予定……今日は、その一つである図書室業務を無事に終えたところ。

　夏休みにもかかわらず大盛況の図書室。しかも、今日はいつも手伝ってくれる面々に用事があったため、俺と図書委員の二人だけでやるってんだから大変だ。

　どうにか無事に終わらせることはできたが、疲労はいつもの五倍増し。

　ほんと、仲間のありがたさが身に染しみて分かる一日だったよ……。

「ジョーロ君、お疲れ様。今日も手伝ってくれて、ありがとう」

「おう。パンジーもお疲れ」

　俺と労をねぎらい合うこの女は、西にし木き蔦づた高校の図書委員、三さん色しよく院いん菫すみれ子こ……通称『パンジー』。

　性格は、普段は静かで大人しい……が、心を開いた相手にはよく喋しやべる。

　ついでに、俺の発言を自分にとって都合のいい解釈を無理矢理にでも行い、ちょっと気に食わないことがあるとすぐに拗すねて、毒舌を放ってくるという中々……いや、かなり厄介な女だ。

　外見は、三つ編み眼鏡にペッタンコな胸部でまるで俺の好みの女の子ではないのだが、その姿は偽り。実際は、とんでもない巨乳美人という、摩ま訶か不ふ思し議ぎなスペックの女である。

「はい、どうぞ」

「ああ、サンキュー」

　読書スペースで休んでいる俺の前に、トンと置かれる紅茶。

　それを一口飲むと、あら不思議。それまでの疲れが、あっという間に吹き飛んだ。

「美お味いしい？」

「ああ。美う味まいよ」

「それはよかったわ。……ふふっ」

「…………」

　チョコンと隣に座るパンジーの、淡々としつつもどこか弾んだ声と、穏やかに微ほほ笑えむ横顔に思わず胸がドキッと昂たかぶる。三つ編み眼鏡状態のこいつに、俺がこんな感情を抱くことになろうとは、果たして誰が予想できたであろうか？

　……すでに隠すつもりもないので、素直に言わせてもらうが……、俺はこの三さん色しよく院いん菫すみれ子こという女が好きだ。好きな女の子の笑顔を見て、ときめかない男などそうはいないだろ？

「あら？　どうしたの？」

「……別に」

「ふふっ。相変わらず、素直じゃないのだから」

　そして、パンジーも俺に対して恋愛感情を抱いており、俺おれ達たちは両りよう想おもいという関係。

　……が、誤解しないように付け加えると、俺おれ達たちは相思相愛ではあるが恋人同士ではない。

　その事情はちょっとややこしいので、ここでは割愛しよう。まぁ、色々あるんだ……。

「今日はみんなが来られなくて、寂しかったわ」

「他の奴やつらには予定があったし、仕方ねぇだろ」

　とまぁ、ここまではいいのだが、ここからが問題だ。

　このパンジーという女。つい最近まで、かなり厄介なトラブルを抱えていたため元気がなかったのだが、それは過去のこと。現在は、見事なまでに完全復活を遂げている。

　そして、そこに加えて俺と両りよう想おもいと知ったことで……

「貴方あなたは大好きな私と二人きりでいられて、幸せだったのかもしれないけど……」

　以前と比べて、とても調子に乗り始めたのである。

「……俺は、んなことを一言も言ってねぇはずだが？」

「そんなことないわよ。『他の奴やつらには予定があったし、仕方ねぇだろ……ウヒヒ、大好きな菫すみれ子こたんと二人きり……。くんかくんか』と、性欲にまみれた発言をしていたじゃない？」

「なんで後半に、妙な脚色が加えられてんだよ!?」

「素直になれず、金魚の糞ふんのようにまとわりつく貴方あなたの気持ちを代弁してみたの。私は、両りよう想おもいの人の気持ちをしっかりと汲くみ取とれる素敵な女の子ですもの」

「おい、その余計な毒舌と無駄なドヤ顔を今すぐやめろ」

　この調子の乗りっぷり……。前々から、俺の発言を都合よく解釈するポジティブ力を所持していたが、ついに『発言の付け加え』まで行えるよう強化されるとは、本当に厄介だ。

　しかも、この女は俺の思考を読むという、エスパー能力まで保持している。

　そっちまで強化されていたらどうなってしまうのだろうとゾッとするが、今のところその兆候は見られないので、ホッと──

「そんなことないわよ。そっちもちゃんと成長しているのだから。……折角だし、今から教えてあげましょうか？」

　していいのか怪しそうだ……。何を教えるつもりかさっぱりだが、やけに張り切った様子でスススと俺のほうに体を寄せてきたので、ご定番のソソソという動きで撤退。

　真の姿のパンジーなら大歓迎だが、今の姿のパンジーはご遠慮願う。

「ふふふ。特別に、頑張っちゃうわね」

「いや、結構だ」

　普段なら、俺が嫌がる態度をするとふてくされるのだが、今日はなぜか上機嫌な様子。

　それが、やけに俺の不安を煽あおるが、どうしようもないことなので諦めよう。

「もう……。貴方あなたは、私のことが大好きすぎるわよ」

「そうだな。その件については、肯定しておこう」

「それはつまり、私と結婚したくてたまらないということね？」

「ちげぇよ！　なんで、そういう結論に至れるんだ!?」

「だって、私わたし達たちはもう恋人同士と言っても過言ではない関係でしょう？」

「調子のんな！　てめぇは、どこでその自信を調達してんだよ!?」

「貴方あなたを喜ばせることに関して、私の右に出る者はいないだろうという確信があるわ」

「なわけねぇだろ！　むしろ逆だ！」

「私と一緒にいるの……嫌？」

「今に関して言えば、首を全力で縦に振れる状況だ」

「……ふふっ。照れ隠しをしなくてもいいのに。ジョーロ君、貴方あなたは噓うそをついているわね？」

「素直にてめぇへの気持ちを、絶賛ぶつけてる最中だよ！」

「それなら、もっと私に大好きと言ってもいいのではないかしら？」

「やなこった。それとこれとは、話が別だろが」

「なら、今日の帰りは、手を繫つないで帰ってあげないわ」

「それは問題ねぇ。別に俺は、んなもんにまるで興味はねぇからな」

「……しばらく、あっちの姿を貴方あなたに見せてあげないけど、それも構わないわね？」

「うぐっ！　た、たまにはいいじゃねぇかよぅ……」

「そんなに発情ばかりせず、少しは我慢したらどうなのかしら？」

「し、仕方ねぇだろ！　その……、本当のてめぇは、かなり可愛かわい……ごにょごにょ」

「まぁ！　私の内面を愛してくれるなんて、幸せすぎてどうにかなっちゃいそうだわ……」

「そっちじゃねぇよ！　てめぇの評価ポイントは！」

「私のあっちの外見に興きよう味み津しん々しんということも、よく伝わってきたわ」

「当たり前だろ。俺のてめぇへの好意のほぼ全部が、そこだと言ってもいいぐらいだね」

「お菓子を作って持ってきたり、優しくしたりしているところは、好き？」

「前半に関しちゃ、感謝している。後半に関しちゃ、そもそもてめぇにんな要素は微み塵じんもねぇ」

「私のいじわると、捻ひねくれた性格は、迷惑？」

「かなりな。そこをどうにかしたくて、たまらないぐらいだ」

「つまり、もっと私とイチャイチャしたいということね……」

「ちげぇに決まってんだろ！　その結論に至る道筋が、まるで見えねぇよ！」

「私と離れ離れになりたいの？」

「それはいい提案だ。確認するまでもねぇことだがな」

「……私、貴方あなたと恋人らしいことをしてみたいわ」

「はぁ……。てめぇは、俺のことが大好きすぎるだろ……」

　俺がうんざりと言葉を漏らすと、パンジーがコクコクと紅茶を飲み、満足気に息を吐いた。

　そして、自信満々の顔で俺を見つめると、

「──とまぁ、こんな感じよ。……どう？　私も成長したでしょ？」

「は？　何言ってんだよ？」

「分からないの？　相変わらず、脳の構造がお粗末なのね……」

「知るか！　俺は、てめぇのそういうところが大嫌いなんだからな！」

「さっき、私のいじわるに感謝していると言っていたじゃない」

　そんなこと、一言たりとも漏らした記憶はないし、微み塵じんも思ってない。

「本当に分かっていないのね。はぁ……。仕方がないから、特別に教えてあげるわ」

「そりゃ、どーも」

「貴方あなたはとても天あまの邪じや鬼くな人。だから、全てを逆にとらえて会話をさかのぼればいいのよね？　もう、素直じゃないんだから」

　パンジーが、Ｈ・Ｇ・ウェルズの『タイム・マシン』をヒラヒラと俺に披露しながらそう言った。わざわざ原書をご持参とは。どうやらこいつは、読書のために英語も極めている模様だ。

　しかし、わけが分からん。逆に考えて会話をさかのぼるって……ん？

　逆にとらえて会話をさかのぼる……とな？

　…………はうわぁぁぁぁぁ!!

「て、てめぇ……っ！」

「ふふふ。ようやく理解してくれたみたいね。とても嬉うれしいわ」

　ま、まさか……、ここまでやるようになるとは……。

　マジで、エスパー能力までパワーアップしていやがる……。

　俺の心を読むだけに留とどまらず、発言まで完膚なきまでにコントロールするとは、いったいどれだけ恐ろしい存在になってしまったのだ？

　……意味の分からない人がいた時のため、パンジーが何をやったかを伝えさせてもらおう。

　俺とパンジーの先程のやけに長い会話。

『[image: やじるし]』から読むといつも通りのやり取りなのだが…………、『[image: やじるし]』から順に読むと、どえらいことになっちまってるんだ。

　まさか、俺がドＭ野郎になった上に、プロポーズまでさせられるとは思わなかった……。

「結ゆい納のうはいつにしましょうか？　あ・な・た」

　俺の肩にポフッと自らの頭部を預けて、上機嫌に微ほほ笑えむパンジー。

　そんなこいつに、俺が言うことなど一つしかない。

「もう……、本当に勘弁して下さい……」

　こうして、俺の波乱万丈な夏休みの幕開けに相応ふさわしい一日は、終わりを告げたのであった。
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「……雨あま露つゆ、……雨あま露つゆ」

「ん？　んん……」

　俺がベッドで昨日エスパー図書委員に刻み込まれたトラウマを忘れようと、惰だ眠みんを貪っていると響く声。目を開けると、一人の女性が俺のほっぺをツンツンと突いていた。

「あ、やっと起きた？」

　綺き麗れいに伸びたロングヘアー。長いまつ毛。少しだけ鋭い目。少し大きな胸の谷間が、ワンピースから確認でき、そこにはありったけの夢がかき集められているのかもしれない。

「もう、中々起きないから困っちゃったよ。おはよっ」

「…………」

　俺が目覚めたことを確認し、上機嫌に微ほほ笑えむ大人の色気が溢あふれる美女。

　だが、俺が目を開けても何も言わないことが気になったのか、少し眉をひそめている。

「あれ？　もしかして、寝ぼけてる？　なら、一緒にお風ふ呂ろに入ってあげよっか？　そうしたら、バッチリ目を覚ますよね？　……なんてね。ふふっ」

　さて、ここ最近よく起きる、美女から一緒にお風ふ呂ろに入ろう提案。

　了承すると強制聖母エンドへと連れて行かれる、負のスパイラルが発生する夢を見ているのではないかと疑いたくなるわけだが……、生あい憎にくとこれは夢ではないという確信がある。

「いや、大丈夫だ」

「あ。もしかして雨あま露つゆ、恥ずかしがってない？」

「いいえ、まったく」

「そんな強こわ張ばった顔をしなくてもいいのに。相変わらず、可愛かわいいんだから」

　この、やけに馴なれ馴なれしく俺の名前を呼ぶ美女。

　当然だが、俺はこの人が誰かを知っている。そして、どんなことがあろうと、俺はこの人にだけは絶対に、胸を昂たかぶらせるようなことはしない。

　では、そんなこの人が誰かという話だが……、みんなはパンジーが初めて俺の家に来た時、母ちゃんが言っていたとある発言を覚えているだろうか？

　忘れている人がいるかもしれないので、再度その言葉の一部を伝えさせてもらおう。

　それはこれだ。

『そうなの！　この子、すっごく優しいの！　昔ね、家族四人で旅行に行った時……』

　家族四人。それが、俺の目の前にいる女性の正体につながる。

　そう。この人は……

「久しぶりにお姉ちゃんに会えて、嬉うれしいんでしょ？」

　如月きさらぎ茉ま莉り花か。三歳年上の俺の実の姉なのだ……。

「姉ちゃん……。帰ってきてたんだな」

「うん。八月で大学も夏休みだし、雨あま露つゆの顔も見たかったからさ」

　姉ちゃんは、家から離れた場所にある大学に通っているため、普段は一人暮らしをしている。

　故に、夏休みと年末年始、そして春休みに、ある条件が満たされていると実家に帰ってくる。

　そして、正直に言ってしまうと…………、俺はこの姉がとてつもなく苦手だ。

　外見は、おしとやかな美女。性格は、人当たりの良いい純じゆん情じよう可か憐れんＧＩＲＬ。

　これだけなら、素晴らしい姉だと言えるだろう。

　……が、一つ忘れてはならないことがある。

　この人は、俺の姉なのだ。そして、実家に帰ってくるある条件とは……

「……また彼氏にフラれたのか？」

「ちげぇし！　私からフッてやったんだし！」

　はい。素が出ましたぁ～。やっぱ、彼氏と別れて暇ひまになって実家に帰ってきたんだな……。

「マジで信じらんねぇのよ、あいつ！　飯を食いに行くといっつも勝手に、唐揚げにレモンかけやがるし！　少しは確認とかできねぇのかっつーの！　この気持ち、てめぇに分かる!?」

　とまぁ、この乱暴な口調が本当の姉ちゃんだ。

　普段は男ウケが良いいように口調と性格を偽り、純じゆん情じよう可か憐れんＧＩＲＬを演じる女。

　実際の姉ちゃんは、結構……っていうか、かなり口が悪い。

　な？　さすが、俺の姉ちゃんだろ？

「正直、気持ちはさっぱり分かんねぇ。つか、相変わらず下らねぇ理由で別れてんだな……」

「雨あま露つゆ。男女の仲が壊れるのに、劇的な理由なんかねぇの。小さなズレの積み重ね。それが溜たまっていって、いつか爆発してしまうものなのよ……」

　哀愁を漂わせてなんか言っているが、ただの唐揚げレモンの話であると忘れないように。

　でも、口振りからするに、他にも不満があったらしい。どうでもいいけど。

「前の彼氏と別れた時は、『いちいち毎回私に確認なんてしねぇで、ガッと行動しろ！』って言ってたじゃねぇかよ。それと比べたら……」

「ふっ……。そんなこともあったわね。雨あま露つゆ、気をつけなさいよ？　男ってのは、付き合うまではやけに積極的なくせに、いざ付き合い始めるとやけに保守的になることが多いんだから」

　積極的な男は好きだけど、積極的に唐揚げにレモンをかける男はダメらしい。ややこしい。

「失う怖さを知った時、男は弱くなるの」

　なに、名言っぽいこと言ってんの、この人？

「まぁ、いいわ。つうわけで、雨あま露つゆ。さっさと起きて飯を食うわよ。……んで、それが終わったら買い物だから。荷物持ち、よろしく」

「はぁ!?　なんで、俺がんなことしなきゃなんねぇんだよ？」

　出たよ！　姉の横暴！　だから、俺はこの人が苦手なんだ！

　帰ってくる度に別れた彼氏のことを愚痴るは、人を都合よく利用するは、横暴の限りを尽くしやがって！　ちっとは、弟のことも考えろよな！

　今日はゆっくり休んで、明日からの怒ど涛とうのスケジュールに備えるつもりなんだ！

　それを潰されてたまるかっつーの！

「あ？　それが姉に対する口の利きき方かたなわけ？　てめぇ、さっき私の胸の谷間見たでしょ？　だから、荷物持ち！　当たり前のこと、言うなっつーの」

「んな当たり前、聞いたことねぇよ！　大体、姉ちゃんが勝手に見せてきたんだろが！　俺は姉ちゃんの胸になんて、これっぽっちも興味ねぇよ！」

「けっ！　私だっててめぇの股間になんて、これっぽっちも興味ねぇわよ！」

「興味持ってたら事件だよ！」

「茉ま莉り花か、雨あま露つゆ、うるさい！　ご飯できてるんだから、早く来なさい！」

「「うっ！」」

　やべぇ……。一階から、母ちゃんの怒鳴り声が聞こえてきた。

　今の口調は、かなり怒ってるやつだな。くそ……、仕方ねぇか……。

「ちっ。母ちゃんを怒らせるのはまずいわね……。雨あま露つゆ、今は休戦よ。いいわね？」

「ああ。けど、買い物には付き合わねぇからな」

「はん！　そのへらず口が、リビングに行っても続けられるか見み物ものね」

　どこまでも続けてやるわ。今日は、ぜってぇゆっくり過ごすって決めてんだ！

　いくら、姉ちゃんだろうとここは譲らねぇ。

　ま、とりあえずこの姉との不毛な争いはやめて、リビングで朝飯を食うとするか……。




「…………」

　午前九時。如月きさらぎ家リビングにあるダイニングテーブルで、黙々と食事を取る俺。

　今日の献立は、白いご飯にお味み噌そ汁しる、そこに焼き魚と納豆を加えた、素晴らしき和食である。

　ちなみに、我が家は四人家族だが、ダイニングテーブルは中々大きく六人まで使える。

　理由としては、よく俺の幼おさな馴な染じみ……ひまわりの一家と関わる機会があったから。沢山の人で使えるようにと、父ちゃんがワンサイズ大きい物を買い、それが今でも使われている。

「雨あま露つゆ、そこの──」

「ああ。醬しよう油ゆだろ？」

「ありがと。できる弟を持って、私は幸せね。ふふっ」

　俺の正面に座る姉ちゃんに、ポンと醬しよう油ゆを手渡す。

　尚なお、姉ちゃんの口調は本性ではなく、純じゆん情じよう可か憐れんＧＩＲＬのほうだ。

　なぜ、姉が自らを偽っているかだが……、多分もう少ししたら分かる。

「雨あま露つゆぅ～、ご飯のおかわり欲しくなったら、言ってほしいにゃぁ～☆」

「サンキュー、母ちゃん」

　さらに姉ちゃんの左隣には、今日も元気な猫声を放つ化粧の濃いパーマの主婦がいる。

　如月きさらぎ桂けい樹き、俺の母親だ。普段はこんな姿だが、水をかぶって化粧が落ちパーマが解けると、とんでもない聖母に変身する、これまた神秘的な母。

　そして、父親だが……、すでに出社したようなので今はいない。

　とまぁここまでなら、長期休暇限定の如月きさらぎ家の朝なのだが……

「あら？　ジョーロ君、ほっぺたにご飯粒がついているわよ？　おっちょこちょいね」

「んー！　桂けい樹きさんの朝ごはん、すっごく美お味いしい！　お魚ホクホクだね！」

「す、すみません、桂けい樹きさん！　私わたし達たちまで朝ご飯を頂いてしまって……」

　なんで、こいつらが俺んちで朝飯を食ってんだよ!?　ビックリしたわ！

　リビングに行ったら、三人揃そろってダイニングテーブルにスタンバイしてやがんだぜ!?

「平気よぉ～！　菫すみれ子こちゃんも葵あおいちゃんも桜さくらちゃんも遠慮しないで、沢山食べてね！」

「雨あま露つゆの高校のお友達が来るなんてビックリしたよ。初めまして。私は、雨あま露つゆの姉の如月きさらぎ茉ま莉り花かです。みんなからは、『茉莉花ジヤスミン』って呼ばれてるから、そう呼んでくれると嬉うれしいな」

　とまぁ、パンジー達たちが来ているから、姉ちゃんは自分を偽っているわけだ。

　ほんと、どうしてこうなってしまうのやら……。

「私は三さん色しよく院いん菫すみれ子こです。名前を略して、『三色菫パンジー』と呼んで下さい」

　俺の右隣に座り、姉ちゃんに対してペコリと頭を下げるパンジー。

　その格好だが、今日は真の姿に眼鏡のみを装着している。

　夏休み中、学校以外では真の姿で過ごすと聞いていたのであまり驚いてはいないが、やっぱりとても可愛かわいい。……が、やっていることのたちが悪すぎるため、あまり感激はない。

「あ、えと……、秋あき野の桜さくらです！　その、『秋桜コスモス』と呼んでいただけると……嬉うれしいです」

　続いて、俺の左隣に座る我が西にし木き蔦づた高校の生徒会長コスモスが、姉ちゃんへ挨拶を。

　かなり緊張しているようで、表情がカッチコチだ。

「わたし、日向ひなた葵あおい！　だから、並び替えて『向日葵ひまわり』だよ！　ジャスミンちゃん！」

　最後に、姉ちゃんの右隣に座る俺の幼おさな馴な染じみのひまわりが、なぜか自己紹介を。

　多分、パンジーとコスモスがしたから、自分も便乗したんだと思う。

「ひまは知ってるよ。いつも一緒に遊んでたじゃん。ふふっ。今日も元気いっぱいだね」

「うん！　元気いっぱいなの！」

　ちなみに、姉ちゃんはひまわりのことをメチャクチャ気に入っている。

　まぁ、それもそうだろう。

　実を言うと、ひまわりのとある特性は先天的なものではなく、後天的なものなのだ。

　そして、それを植えつけたのが、うちの姉である如月きさらぎ茉ま莉り花か。

　では、それが何かと言うとだ……

「わたし、ちゃんとジャスミンちゃんに教えてもらった通り、男の子と仲良くする時はギュッてしてるよ！　偉いでしょ？」

「うん、偉い！　ひまは、立派だね！」

　そう。ひまわりの天然系ビッチは、うちの養殖系ビッチによって創り出されたものなのだ。

　アレはまだ俺が幼かった小学生の頃……、突如中学生の姉ちゃんが、『私は意図してあざとくやってっからダメなんだ！　なら、自然にできる理想の女を創り出す！』と、わけの分からんことを言い始め、ひまわりを天然系ビッチに育てあげた。

　その結果が、現在のひまわり。まぁ、正直この点に関してはとても感謝している。

「……で、てめぇらは、なんで俺んちで朝飯を食ってんだよ？」

「だって、今日は図書室もジョーロ君のバイトもお休み。私とひまわりとコスモス先輩も、偶然何も予定が入っていなかったわ。ツバキはお店があって、あすなろは新聞部があるけど……」

「だから？」

「えへへ！　ジョーロがお暇ひまだと思って、遊びに来てあげたの！」

「ありがた迷惑極まりねぇよ！」

「え!?　め、迷惑だったのかい!?　そ、そんな……っ！　私は楽しみにしていたのに……」

　そこで、女の涙は卑ひ怯きようだろ！　コスモスの奴やつ、目を潤ませてシュンと落ち込みやがって！

「分かったよ……。迷惑をかけてしまってすまない……。なら、ご飯を食べ終わったら……、ジョーロ君のお部屋でゴロゴロして、すぐに帰らせてもらうよ……」

　飯だけにしろや。

　なにちゃっかり、ゴロゴロを導入してやがる？

「雨あま露つゆ、ダメでしょ？　コスモスちゃん、落ち込んでるわよ？」

「うっせぇな。姉ちゃんは黙っ──」

「雨あま露つゆ、桜さくらちゃんに謝りなさい」

　ちっくしょぉぉぉ！　母ちゃんはずるいだろ！　母ちゃんは！

「ごめんなさい。……コスモス会長。その……、迷惑じゃないですよ……」

「本当かい!?　わぁぁぁぁ！　やったぁ！　じゃあ、私がいても平気なのかい？」

「ええ……。ゆっくりしてって下さい」

「はい！　ゆっくりしていきます！」

　乙女チックな笑顔で喜んでくれて何よりですよ。はぁ……、マジで最悪だ……。

「あ、そうだ。ねぇ、パンジーちゃん、コスモスちゃん、ひま。三人は今日、お暇ひまなんだよね？」

「うん！　お暇ひまだよ！」

　なんだ、姉ちゃんの奴やつ？　何かを企たくらむような顔で俺を見やがって……。

「それなら、私と一緒にお買い物に行かない？　ショッピングモールに、新しいお洋服を買いに行こうと思ってたんだ」

　このクソ姉貴！　だから、さっき自信たっぷりにへらず口がどうとか言ってたのか！

　こいつらを買い物に誘って、俺を荷物持ちとして無理矢理付き合わせるつもりだな！

「お洋服！　楽しそう！　わたし、行きたい！」

「私もご一緒させてもらいます。ジャスミンさん」

「あ、あの……もちろん私も！　私も行きます！」

「やった！　じゃあ、決まりだね！　雨あま露つゆも、もちろん一緒に──」

「悪い。俺はやることがあるから、遠慮しとくよ」

　はっ！　そっちは純じゆん情じよう可か憐れんＧＩＲＬを演じなきゃなんねぇだろうが、俺は本性でいける。

　だから、しっかりと断ればその意志を押し通せるってわけよ！

「そっか。じゃあ、仕方ないね。……うん。雨あま露つゆはお留守番でいいよ！」

　ふはは！　ざまぁみろ！　買い物だけならまだしも、荷物持ちなんざ付き合ってたまるか！

　……にしても、やけにあっさりと引き下がりやがったな……。

「それじゃ、ショッピングモールで色々なお洋服をみんなで見ようね。あ、せっかくだし雨あま露つゆが学校でどんな風に過ごしているか教えてほしいな！　代わりに、私も昔の雨あま露つゆの話を教えてあげちゃうからさ！」

　待とうか。昔の俺の話ですと？

「昔のジョーロのお話ぃ？」

「うん。ひまも知らない、雨あま露つゆの昔のちょっと恥ずかしい話だよ！」

　これ、絶対に『ちょっと』じゃないヤツだよね……。

「あれぇ～？　どうしたの、雨あま露つゆ？」

「姉ちゃん、きたねぇぞ……」

　この確信犯が！　だから、あっさりと引き下がりやがったのか！

「なにがぁ？　茉ま莉り花か、分かんなぁい☆」

　まずい。まずいぞ……。

　姉ちゃんが知っていてひまわりが知らねぇこと……、当然だがとても沢山ある。

　その中でも特にクリティカルでやべぇのは、俺が中学時代にひっそりとノートへ書かき溜ためていた痛々しいポエムだが……

「そうそう、雨あま露つゆって中学生の時、色々なポエ──」

「あのさぁ！　雨あま露つゆ、買い物行きたぁい☆」

「そう？　なら、最初から素直にそう言えばいいのに。雨あま露つゆ、ひねくれ過ぎだよ？」

　てめぇには負けるよ、こんちくしょう！

「さすが、ジョーロ君のお姉さんね」

　パンジー、ぜってぇうちの姉ちゃんの本性に気づいてるよね。





※






　その後、朝食を済ませてリビングで歓談をした後、俺おれ達たちは駅を三つ越えた先にあるショッピングモールへ。結局、出発までの間はリビングで話をしていたので、俺の部屋でゴロゴロを目もく論ろんでいたコスモスは、その目的を達成することはできなかったのだが……

「わぁ！　ここがショッピングモールかぁ！　色々なお店があるんだね！　すごいすごい！」

　別の楽しみを見つけたからか、とても元気そうで何よりだ。

　愛用のノートを抱きしめながら、瞳をキラキラと輝かせて周囲を見渡している。

「コスモスちゃんは、あまりこういう場所に来たことがないの？」

「はい！　普段、中々来る機会がなくて……、感動してます！」

　そういや、コスモスって密ひそかに実家が金持ちだったよな。箱入り娘ってことか。

「ふふふ。色々なお店があるから、きっと楽しいよ。あ、私はちょっと雨あま露つゆと話したいことがあるから、三人で先に行ってもらってもいい？」

「分かりました！　それじゃあパンジーさん、ひまわりさん！　早く早く！」

「あはは！　コスモスさん、すっごく楽しそう！　レッツ・ダッシュだね！」

「それじゃあ、ジョーロ君、ジャスミンさん。お先に行かせてもらいます」

「うん。いってらっしゃ～い」

　俺も一緒に……って、ダメだな。

　可か憐れんな笑顔とは裏腹に、とんでもねぇ握力で俺の腕を握ってる人がいるわ。

　なので、俺は姉ちゃんと共に、先頭ではしゃぐコスモスに続いて、パンジーとひまわりがショッピングモールの奥へと姿を消していくのを見送るのであった。

「さてと……」

　そして、三人の姿が完全に見えなくなると……うぎっ！

「ちょっと雨あま露つゆ！　てめぇ、どういうことよ!?」

　いきなりヘッドロックをかけてきやがった！　切り替えはやすぎんだろ！

「なんで、てめぇがあんな可愛かわいい女の子達たちと仲良くなってんの！」

「姉ちゃん、離せ！　ぐ、ぐるじい……」

「ひまは分かるわよ！　幼おさな馴な染じみだからね！　けど、他の二人はなに!?　パンジーちゃんもコスモスちゃんも、とんでもねぇ美人じゃねぇの！」

「ご、ごだえるがら……、離じで……」

「ちっ。仕方ないわね……」

　そこでようやく、姉ちゃんが俺の体を解放。あー、苦しかった！

　ったく、これだからこの姉は……

「さっ！　早くその催眠術の使い方を、私にも教えなさい！」

　断定の仕方が、ひどすぎではないだろうか？

「んなことしてねぇよ……。大体、んなことできたら、もっと色々やってるっつーの」

「確かにてめぇだったら、んなもん使えたらそれはもうエッチなことをやるわね……」

　姉ちゃん、俺のことをよく分かってるな。その通りだから、否定しないよ。

　とりあえず、三人から告白されたことは隠しつつ事情を説明しよう。

　アレを知られたら、絶対余計なことをされるだろうし……、色々言われかねん。

「なら、どうして!?　あんな痛々しいポエムを書いていた雨あま露つゆがモテるなんて……」

「やかましいわ！　マジであのポエムの話はすんなよ!?　ほんと、マジで!!」

「ふん。それは、これからのてめぇの態度次第ね」

　なんで俺は時限爆弾を抱えた状態で、ショッピングモールにいなきゃなんねぇんだよ！

「催眠術じゃないってことは、他に何か原因があるのよね？　さっさとその方法を教えなさい！　そうすれば、私も運命の人と……、ぐへへへ……」

「姉ちゃん、ヨダレでてんぞ」

「……はっ！　つい、うっかり！　てへ☆」

　うっかりで済ませられるレベルじゃなかったけどね。

「う、うーん……、一応、きっかけみたいのならあるけど……」

「それよ！　それを言いなさい！　ほら、さっき顔に胸を当ててあげたでしょ！」

　さすが、養殖系ビッチ。自らの目的のために、女としての尊厳を軽く捨てていたようだ。

　が、根本的に苦しみが勝っていてそんな感触は記憶にないし、あったらあったですごく嫌だ。

　なぜ、俺が実の姉からのお色気サービスに喜ぶと思えるのか？　甚はなはだ疑問である。

「その……、姉ちゃんも知ってるだろうけど、俺って前は本性を隠してただろ？」

「そうね。てめぇにお似合いの、大して特徴のない平凡な奴やつを演じてたわね」

　事実なんだけど、その言い方すっげぇむかつく。

「それをやめたら、こうなったんだ」

「なるほど！　つまり、私もありのままの自分でいけばいいってことね！」

　自分で言っておいてなんだけど、絶対ダメだと思う。

「……って、有り得ないわね。私のこっちの性格だと、すぐに男達たちは逃げていくし……」

　あ、すでに実践済でしたか。そして、逃げられちゃっていましたか。

「なんか思い出したら腹が立ってきた……。ほんと、なんでてめぇはそれで成功してんのよ!?」

「んなこと言われても……。俺だって、よく分かってねぇんだって……」

「ったく……。雨あま露つゆは通用しても、私がやってもダメってことか……。せっかく、運命の男の人と出会えるチャンスが手に入ると思ったのに……」

「姉ちゃん、大学で人気ねぇのか？　高校時代は、結構人気あったじゃねぇかよ」

「あのね、雨あま露つゆ。私はモテてぇんじゃねぇの。自分の好きな人に好きになってもらいてぇの」

　おや、意外とまともなことを…………なんてな。そう簡単に、騙だまされるかっつーの。

「……それって、どんな奴やつなんだ？」

「本当の私を受け入れてくれる……、イケメンでスポーツ万能で、性格が良くて頭のキレも良くて、レディーファーストで、将来年収が二〇〇〇万円以上の男の人。そんな運命の人と、中々出会えなくてね……」

　運命に、色々と詰め込みすぎである。

　哀愁を漂わせて、何を言ってんだか……。

「いや、少しは妥協しろよ……。んな条件に合う奴やつなんて、そうそういねぇぞ……」

「妥協？　するわけないでしょ！　雨あま露つゆ、地球上に男が何人いると思ってんの？」

「へ？　えっと、それは……」

「……35億」

　とってもブルゾンである。35億人の中から、理想の男を見つける気満々らしい。

「ま、いいわ！　雨あま露つゆ、私わたし達たちもそろそろ行くわよ！　あ、もしてめぇの高校に、本当の私を受け入れてくれて、イケメンでスポーツ万能で、性格が良くて頭のキレも良くて、レディーファーストで、将来年収が二〇〇〇万円以上になりそうな人がいたら紹介してね！　できれば、お金に執着がない人！　ほら、稼ぎはいいけどお金に細かい人ってアレじゃない？」

　本当の姉ちゃんを受け入れるねぇ～……。そりゃ、また難しい条件なことで。

「んな奴やつ、誰も……」

『なぁ、ジョーロ！　俺は将来、メジャーリーガーになってバシバシ活躍するぜ！　目指せ、年俸五〇〇〇万ドルだ！　ま、金なんてどうでもいいんだけどな！　ははっ！』

「…………いねぇよ」

「あはは！　そりゃ、そうよね！」

　うん。なんとなくだけど、『彼』のことを告げるのはやめておこう。




　それから、俺おれ達たちも色々な服を楽しそうに見ているパンジー達たちに合流。

　と言っても、ここは女物の服しか売ってないので、俺が買う物はないが……。

「パンジーちゃんには、このスカートが似合うと思うよ」

「これですか？　けど、少し短すぎるような……」

「平気だよ、夏なんだし少しは開放的にならないと。それに、雨あま露つゆもこういうの好きだよ」

「ジョーロ君が？　……分かりました。なら、着てみます」

　姉ちゃん。俺をダシに、真の姿に眼鏡のみを装着したパンジーに色々な服を着せるのはいいんだが、別に俺はパンジーのミニスカート姿なんて……興味しかない！　ありがとう！

「ど、どうかしら？　ジョーロ君？」

　試着を済ませたパンジーが、ノースリーブの水色のカットソーに、フリルのついた白のミニスカートで登場。顔を真っ赤にして、モジモジしている姿がこれまた可愛かわいい。
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「まぁ……、いいんじゃねぇの？」

「…………はぁ。相変わらず、語ご彙いが壊滅的にひどいわね……」

「そりゃ、どうもすみませんね」

　褒めたと思ったら、毒舌が飛んできた。そして、そのままプイと顔をそらされる始末である。

　相変わらず、こいつの考えていることはよく分からない。

「ねね、ジョーロ！　私は私は!?　ジャスミンちゃんに選んでもらったの！　可愛かわいい？」

　続いて隣で試着をしていたひまわりが、ショートパンツにダボッとしたＴシャツで登場。

　普段が元気なひまわりに、あえてだらしない格好をさせるとは……、ついてきてよかった！

「ああ。いつもと雰囲気が違って、可愛かわいいぞ」

「やったぁ！　えへへ～！　ありがと！」

「……ジョーロ君のバカ……」

　なぜ、パンジーが不平を漏らす？　てめぇの格好だって、さっきちゃんと褒めたじゃねぇか。

「ふふっ。ひまもパンジーちゃんも可愛かわいいから、楽しいなぁ」

　とまぁ、ここまではいいのだが、実を言うと俺は一つのトラブルに見舞われている。

　すでにお気づきだと思うが、現在洋服を色々と試着しているのは、パンジー、ひまわりであり、着る服を選んでいるのが姉ちゃんだ。

　となると、一人足りないわけだが……

「ジョーロ君！　これなんて、どうかな!?」

　ウキウキとしながら、一着のＴシャツを持ってくるその女……秋あき野の桜さくら、通称『コスモス』。

　初めてのショッピングモールにテンションが上がったようで、姉ちゃんに服を選んでもらう前に、まずは自分で色々と探してみると言って店内で物色をしていたようなのだが、その手に持つＴシャツはすごい。

「ふふふ！　可愛かわいいだろう？　私は、このＴシャツがいいと思うんだ！」

　なんというか、このコスモスという女は……

「あの……その中心部に書いてある、死んだ目で舌を垂らしているネズミはいったい？」

　ファッションセンスが、なんだかおかしいのだ。

「ははは！　ゲコリーナちゃんに決まっているじゃないか！」

　ネズミなのに蛙かえるみてぇな名前だな、ゲコリーナちゃん。しかも、雌かよ。

「あの、コスモス会長。一ついいですか？」

「ん？　何かな？　……もしかして、君はゲコリーナちゃんを知らないのか!?」

　知らねぇよ。なんだその衝撃面は？

「いや、そうではなく……」

「違う？　となると……、まさか！　君は、ゲコリーナちゃん溺死バージョンのＴシャツを発見したのかい!?　……あの幻の!!」

　どの幻だよ、それ。

「それも違います」

「うぅ……、残念だ……」

　シュンとしていらっしゃる。

　よっぽど、溺死バージョンのゲコリーナちゃんが欲しかったようだ。

「それで、どうしたんだい？」

「えっとですね。コスモス会長って、普段服を買う時ってどうしていますか？」

「そうだね。大抵は家族と行きつけのお店に行って、店員さんに選んでもらっているよ。なぜか知らないが、私が自分で選ぼうとすると止められてね。それに行きつけのお店には、私の趣味に合う服は中々ないし、ゲコリーナちゃんもいないし……」

　なるほどな。箱入り娘ではあったが、入っていた箱はどうやらパンドラの箱だったらしい。

　解き放たれた結果、この世の災厄があふれ出しているぜ……。

「あの……、もっと色んな服を選んでみたら……」

「私は、ゲコリーナちゃんがいい！」

　あ、ダメだわ。断固拒否の姿勢だわ。まるで、幼児がスーパーで親からお菓子を元の場所に戻せって言われた時みたいに、駄々をこねるポーズになってやがる。

「ほら！　こっちのズボンも素敵だろう？」

　うん。パッと見は普通の白いズボンだから、それはいいとしよう。

　だが、両膝にちゃっかりあるワンポイントお洒落しやれのゲコリーナちゃん。てめぇはダメだ。

　……仕方がない。オブラートに包んで言っても伝わらないだろうし、他の奴やつは気を遣って言えない可能性が高い。なら、ここは俺がコスモスの将来のためにも心を鬼にして……

「コスモス会長……、一つ言わせて下さい」

「どうしたんだい？　あ！　分かったぞ！　さては、君もゲコリーナちゃんに興味が……」

「貴女あなたはダサい」

「ダ、ダサっ!?　そんなはずはないさ！」

　自信満々に否定しちゃったよ、この人。

「は、ははは！　ジョーロ君は冗談が上う手まいなぁ。あ、アリアリアリ……アリヴェないね」

　有り得ないな。アリヴェないってなんだ？　アリーヴェデルチさよならしないの略語か？

「受け入れて下さい。現実です」

「……っ!!　ぐ、具体的にどこがダサ……こほん。そうなのか、言ってもらえるかな？」

　プルプルと震える手でノートを構えつつ、俺に尋ねるコスモス。

　自分の口から『ダサい』と言いたくなかったようで、微妙に言葉を濁している。

「全体的に、何もかも。……特に、ゲコリーナちゃんが」

「なぜ!?　こんなに可愛かわいいのに！　ほら、よく見てくれ！　そうすれば、きっと君にもゲコリーナちゃんの魅力が分かるはずだ！」

　やめて。そんなズズイと俺の顔面に、舌をデロンと出した死んだ目のネズミを近づけないで。

「ゲコリーナちゃんは可愛かわいいですが、子供っぽすぎてコスモス会長には似合いません」

「なっ！　つまり、私に原因があると!?」

「その、どちらも素敵なんですが、組み合わせると合わないというか……、コスモス会長は、大人っぽい風貌なので、そういう子供っぽいものはちょっと……」

　っていうか、ひまわりが着ててもアウトなレベルで子供っぽいよ、それ。

「そ、そんな……っ！　こんなに可愛かわいいゲコリーナちゃんが私のせいで……。うぅ！　今日こそは、店員さんではなく、自分で選んでお洋服を買いたかったのに……」

　パンドラ会長は、普段店員さんに大人っぽい服ばかり提供されるのが、不満だった模様だ。

「それだったら、自分だけで決めるんじゃなくて、姉ちゃんに相談してみるといいですよ。コスモス会長の趣味も含めて、きっと考えてくれますから」

「そ、そうかい？　……でも、自分で選んでみたいなぁ～……」

　不安げな涙目で、何かをねだるように俺を見るコスモス。

　こういう時のコスモスって、年上に思えねぇんだよなぁ。

「それなら、相談して決めてみたらどうですか？　今まで一人で選んだことがなかったのなら、まずは誰かと協力して練習するんですよ。姉ちゃんなら、コスモス会長の希望もきっと汲くみ取とってくれますから」

「そ、そうか！　じゃあ、相談してみる！　ありがとう、ジョーロ君！」

　パッと明るい表情に切り替わり、足取り軽く姉ちゃんのもとへ。

　これで、多分大丈夫なはずだよな……。

「ジャスミンさん。あの……」

「ん？　どうしたの、コスモスちゃん？」

「私にもお洋服を……、選んでもらえないでしょうか？」

「もちろんだよ！　パンジーちゃんとひまの分は選び終わったし、次はコスモスちゃんのを考えようって、ちょうど思ってたところだもん！　……どんなお洋服がいい？」

「あ、えと、その……、ジョーロ君に可愛かわいいって言ってもらえるお洋服が……いいです……」

　はうっ！　そんな嬉うれしいことをポソッと言わないでくれよ！　くそう！　可愛かわいいなぁ～！

「ふふっ。コスモスちゃん、可愛かわいいね。任せてよ。他に何か希望はある？」

「はい！　ゲコリーナちゃんのお洋服がいいです！」

　あ、そこは譲れないのね。相当好きなんだな……、ゲコリーナちゃん……。

「ゲ、ゲコ!?　そ、そっかぁ～……。うん、それじゃあ一緒に探してみよっか……」

　あとは任せたぞ、姉ちゃん。





※






　コスモスのゲコリーナの対応を姉ちゃんにパスした俺は、一度店から撤退。

　暇ひま潰つぶしに、男物の服を売っている店へと入って、店内を物色中だ。

　あ、このシャツいいかも。せっかくだし買って…………ん？　あれは……

「サザンカ。どれにするか、決まったぁ～？」

　まずい！　隠れろ！

「べ、別にどれも買うつもりなんてないし！　ただ、見てるだけだし！」

　なんで、こんな所にサザンカとカリスマ群Ｅ子さんがいんだよ!?

　ここ、女物じゃなくて、男物が売ってる店だぞ！

　いや、しかしサザンカなら、男物のアイテムを所持していてもあまり違和感はないな……。

「ただ、偶然無性にこのお店に入りたくなって、偶然男物の商品を見てみたくなっただけで、プレゼントなんて何も買うつもりないし！　ほんと、何もかも全部偶然なんだから！」

　偶然の使者、サザンカこと真ま山やま亜あ茶さ花かが、顔を真っ赤にしてＥ子さんへ弁論を放っている。

　へぇ～、あれがサザンカの私服かぁ～。ギャルの時は、真ま山やまのおっさん曰いわくド派手で見るに堪たえない物だったらしいが、今は全然違うな。

　白と紺を基調にした清せい楚そな洋服。

　制服でも十分に清せい楚そなのだが、私服だとそこに儚はかなさが混ざり、より俺好みの格好だ。

　だけどあの子、怒るとすぐはしゃいで覇者るから、とっても怖いんだよね。

「え～！　でも、もう入ってから三十分も経たってるよ？　昨日言ってたじゃん。ジョ──」

「わぁぁぁ！　し、静かにしなさいよ！　誰かに聞かれたら、どうするつもり!?」

「あはは！　心配しすぎだってぇ！　そんな都合よく誰かがいるわけないじゃん！」

　それがね、都合悪くいるんですわ。

「ね、念のためよ！　念のため！　もし、こんなところをあいつに見られたら、不本意だけど記憶がなくなるまで虐殺ジエノサイドしなきゃいけなくなるし……」

　虐殺ジエノサイドされるほうが、不本意極まりないと思います。

『あいつ』が誰を指すかは憶測の域を出ないが、ぜってぇ見つからねぇようにしとこ……。

「……あ、この帽子いいかも……。あいつに、似合うかな？」

　何やら気に入った帽子を見つけたらしく、それを手に取り幸せそうな笑顔を浮かべている。

　先程の発言からも推測するに、誰かへのプレゼントを探しに来ているようだ。

「似合うと思うよ！　それに、サザンカから渡してもらえたら、きっと喜ぶよ！」

「ほんと!?　あいつ、喜んでくれるかな？」

「もっちろん！　絶対、嬉うれしいって！」

「よかったぁ～……。うん……そうよね！　喜んでくれるわよね！　それに、喜ばなかったら笑顔になるよう、拳で顔面の形状をお手軽に変えればいいだけだもんね！」

　それ、お手軽にできなくない？

　あの子のウキウキとした表情を見ると、戦慄しか走らないよ俺は。

　けど、俺には恐らく微み塵じんも関係ないよな！　だって、『あいつ』って父親のことだろうし！

　まったく……、実の父親を『あいつ』呼ばわりするとは、相変わらず外見は清せい楚そだが、口調と行動は乱暴な奴やつだな！　困った困った！　はっはっは！

「き、決めたわ！　偶然、この帽子が買いたくなったから、買ってくる！」

「はぁ～い！　じゃ、私はここで待ってるね！」

「ごめんね！　こんなに長く付き合ってもらっちゃって……」

「平気平気！　私、サザンカ応援してるから！　頑張ってるもんね！」

「べ、別に、何も頑張ってないもん！」

　うん。これ以上、この店にいるのは危険だな。姿を見られた瞬間、虐殺ジエノサイドの未来が見えた。

　ならば、可及的速やかに撤退する以外、選択肢はあるまい。さらばだ、サザンカ。

　さて……、念のため……、ほんっとぉぉぉに念のためだけど！

　誰かからプレゼントをもらった時、喜ぶ練習をしておくかぁ！

　はぁ……。本当は気に入った服があったから、買いたかったのに……。




　というわけで、再び最初に訪れた女物の服屋へ。

　パンジーとひまわりは買い物を終えたようで、姉ちゃんと一緒に袋を持って試着室の前に立っている。……となると、あのカーテンが閉まっている試着室の向こうにコスモスが……お、ちょうど出てきたじゃねぇか。

「わぁ～！　コスモスさん、可愛かわいい！　すっごくよく似合ってるよ！」

「本当ですね。普段のイメージとは違っていて、とても素敵ですよ」

「うん！　コスモスちゃんには、これが似合うと思った私の目に狂いはなかったね！」

　ふむ。ここからだと見えないし、俺も近くに行って見てみるか。

　どれどれ……。コスモスはいったいどんな格好を……

「そ、そうかい？　ありがとう。……あ！　ジョーロ君！」

「…………」

「ど、どうかな？」

　さて、コスモスの格好だが、いつもの大人びた服装ではなく、ボーイッシュな格好だ。

　太ふと股ももがほぼ全て見える、短いジーパン。

　そこにシンプルな白色のＴシャツ。下のほうに、ちんまりと描かれたゲコリーナちゃん。

　コスモスの好みを取り入れつつ、子供っぽくならないように見える洋服を選んだ模様。

　そして、極め付けに体のラインがよく分かる黒のサスペンダーを身につけていて…………これは、あかんでしょう！　めっちゃエロいじゃねぇか！

　へそが！　本来のコスモスのサイズより一回り小さいＴシャツなのか、へそが、見えちまってるぞ！　そこに加えてサスペンダーですよ！　めっちゃギュッて胸を圧迫してる！

　俺の知ってるサスペンダーと、使い方が全然違う！

「ぜんっぜんですね！　んな服、まるで似合ってませんよ！」

　右手の親指と人差し指をすり合わせつつ、全力で俺はそう言った。

　どんだけ似合ってようが、こんな格好、コスモスがしていいわけねぇだろ！　絶対ダメだね！

「……そうかい？　うぅっ！　そうだよね……」

「当たり前です！　はっきり言って論外ですね！　今すぐ、元の格好に戻るべきです！」

「ろ、論外！　そこまでっ!!」

　やべっ！　強く言いすぎた。本気で落ち込ませちまったぞ……。

「ジョーロ君、言いすぎではないかしら？」

「ジョーロ、ひどい！　コスモスさん、かわいそう！」

　いや、そうじゃなくてだな……

「い、いいんだ。パンジーさん、ひまわりさん！　私が、その……少しはしゃぎすぎたのがいけないんだ。……すまないね、ジョーロ君。気分を害してしまって……」

「いえ……、大丈夫です」

「ジャスミンさん、すみません。やっぱり私には、こういう格好は似合わないみたいです……」

「うーん。私はそう思わないけど……、雨あま露つゆがダメって言ってるし、他のお洋服にしよっか」

「はい……。お手数をかけてしまって、本当に申し訳ないです……」

「平気だよ。コスモスちゃんの服を選ぶの楽しいもん！」

「じゃあ、一度着替えますね……。はぁ……、ジョーロ君に褒めてもらいたかったな……」

　試着室のカーテンを閉じて、シュンと着替えに向かうコスモス。

　すると、やけにピリピリした表情の姉ちゃんがこっちに近づいてきて、ボソボソと……

「雨あま露つゆ、噓うそついたでしょ？　他の男にコスモスちゃんのさっきの格好を見られたくねぇからって、あの言い方はダメなんじゃねぇの？」

「べ、別にそんなんじゃねぇし！　本当に似合ってなかっただけで……」

「へいへい。んじゃ、そういうことにしといてやるわよ。……けど、お灸きゆうはすえないとね」

「……へ？」

「どんな理由があろうが、てめぇは女の子を傷つけた。その罰よ」

　いや、それは事実だから何も言い返せないのだが、『お灸きゆうをすえる』とはいったい何をするつもりだ？　姉ちゃんが本性を隠している以上、大したことはできなさそうだが……

「ジャスミンさん、お待たせしました」

「うん。また一緒に選ぼうか。あ、けどその前にさ、三人ともちょっとこっちに来て……」

　ん？　なにやら姉ちゃんが、コスモスを含めた三人を集めてボソボソと何かを言い始めたぞ。

「さっ。雨あま露つゆに伝えてあげて。きっと、喜ぶから」

　あれ？　もう会話は終わったのか。つか、俺に伝える？

　なんだ？　三人揃そろって俺のそばに寄ってきたのだが……

「「「ジョーロ（君）」」」

「な……、なんだ？」

　俺が尋ねると、なぜかひまわり、コスモス、パンジーの順で縦に並んだ。

　そして……

「形は無いけど摑つかめる物。それが、夢ってやつさ。─Dream can snap─」

「初恋は実らないなんて噓うそさ。だって君は、素敵な思い出を僕の胸に実らせてくれたから」

「僕は自然が好きだ。海が好き。山が好き。ありがとう、こんな素敵な星に僕を産んでくれて。─Congratulations 地球─」

　俺のポエムだぁぁぁぁぁ！　しかも、的確に恥ずかしいのを選抜してやがる！

　特に、パンジーが言った最後のがダメ！　なんだよ、コングラチュレーション地球って！

　中学生の俺が書いたやつだけどさ！

「て、てめぇら……、それが何か分かって……」

「んとね、ジョーロがこれを言ったら喜ぶってジャスミンちゃんが！」

「ぷ、ぷぷぷぷ……。ざまぁ……」

　クソ姉貴ぃぃぃぃ！　バラすなって言ったのに！　バラすなって言ったのにぃぃぃ！

「あの、嬉うれしくなかったかい？　その、素敵な思い出を君に実らせたかったのだが？」

　その言い方をやめろぉぉぉ！　俺の黒歴史をほじくり返すな！

「ジョーロ君、そんなに喜ばないでちょうだい。─Congratulations 地球─」

「う、うるせぇ！　最後のやつ、いらねぇだろ！」

　男の子には、そういう時期があるんだよ！　つい、間違ったロマンを出しちゃうんだよ！

「ポエ露つゆ、もうひどいことは言わないでよ？　私わたし達たち、楽しくお洋服選びたいんだから」

　姉ちゃんは、『てめぇ、次に女の子を傷つけたら、もっと色んなことをバラすぞ？　ポエマーは、大人しく荷物持ちだけしてろ』と言っています。

「……はい。分かりました」

「うん！　なら、よかった！　コスモスちゃん、それじゃ次のお洋服を選ぼうか」

「あ、はい！　よろしくお願いします！」

　その後、楽しそうに洋服を選ぶ四人を眺めながら、俺は放心状態で買い物が終わるのを待ち続けていたのであった。

　取り返したいのに、取り返せない。離れたはずなのに、傍そばにいる。そいつの名前は『過去』。─Unbelievable 自分─。





※






　その後、ショッピングモールでの買い物を終えた俺おれ達たちは、パンジーとコスモスと駅で別れ、ひまわりとはあいつの家の前で別れた。なので、今いるのは俺と姉ちゃんだけだ。

　姉ちゃんは小さな袋一つで、俺は大きな袋を四つ。

　圧倒的大差が、まるで俺と姉ちゃんの立場の差を表しているようで、悲しくなる。

「いやー！　雨あま露つゆのポエム、最高よねぇ！　他のも教えてあげればよかったかしら？」

「マジで最悪だ……。なんで俺がこんな目に……」

「はっ！　コスモスちゃんを傷つけた罰よ！　ちったぁ、反省することね」

　ほんと、姉ちゃんが帰ってくると、いつもひどい目にあうから嫌だ。

　しかも、学校で俺がどうしているかとか、パンジー達たちから根掘り葉掘り聞きやがって。

「まさか、てめぇが学校で浮いたり、三股疑惑をかけられるとはねぇ。正直、笑ったわ」

　弟の不幸を笑う姉とか、信じられん……。

「……で、あんたはどうすんの？」

　姉ちゃんは何を言ってんだ？　どうするも何も、あとは家に帰るだけじゃねぇか。

「何の話だよ？」

「分かってんでしょ？　あの三人の気持ち」

「……ちっ」

　さすが姉ちゃんだ。パンジー達たちの気持ちにも、バッチリ気づいてやがったか。

「まさか、てめぇがここまでモテるとはねぇ～！　しかも、全員美人で性格良いいとか奇跡だわ。一生分の運を全部使い切っちまったんじゃねぇの？」

　なぜ、いちいち罵倒を挟む。だから、俺は姉ちゃんが苦手なんだ。

　はぁ……。このまま茶化しがエスカレートしてったら、めんどくさいことこの上ないな。

「……けど、てめぇは、ちゃんと好きになった子に気持ちをぶつけなさいよ？」

「へ？」

「他の奴やつらに何を言われようが、なんの負い目も感じなくていい。義理とか人情とか、んなもんに縛られて、自分の本当の気持ちを伝えられないほうが最悪よ」

「えっと……」

「雨あま露つゆの性格だと、あんな美人達たちに言い寄られたら、誰かと付き合わねぇととか考えそうなのよ。もしくは、その逆かな？　全員と付き合わないで、誰も傷つけないようにすんじゃねぇの？　……でも、それはどっちも間違い。てめぇは、てめぇが惚ほれた女に真まっ直すぐ向かえばいいのよ。それが、あの子達たちの誰でもなくてもね。少なくとも、私はてめぇの味方でいてあげる」

「ね、姉ちゃん……」

「雨あま露つゆは自分をないがしろにして、他人の幸せを優先する傾向があるからねぇ～！　けど、知ってた？　付き合うってのは、お互いがお互いの幸せを満たすことなのよ？　好きな子の幸せを満たしながら、自分の幸せを満たせるなんて、最高じゃない？」

「そりゃま……、そうだな……」

「お！　ちゃんと分かってんじゃねぇの！　なら、よし！　……ま！　てめぇに彼女ができたとしても、やっぱりキモいから無理とか言われてフラれそうだけどね！　んで、そん時はちゃんと報告しなさいよ？　また、からかってやっから！」

「ぜってぇ、報告しねぇ……」

　ちょっと良いいことを言ったと思ったら、すぐこれだ。ほんと、この姉は……

「んだよ、ケチくさいわね！　……あ、そうだ！　袋一つ渡しなさい！　んで、代わりにこっちを持ちなさい！」

「はぁ？　家までだったら、そっちのほうが小せぇんだから、姉ちゃんがそっちで……」

「いいの！　これは、てめぇにあげるプレゼントなんだから！」

「へ？　俺へのプレゼント？」

「そ！　嫌がりながらもなんやかんやで付き合ってくれた弟へのプレゼント。姉なんだから、こんぐらいは当たり前でしょ？　ほれ、てめぇに似合いそうな服を選んでやったのよ」

　そう言って、姉ちゃんが小さな袋から一着の服を出す。

　それは、俺が寄った男物の店で買い損ねていたシャツだった。

「あ、ああ……。サンキューな、姉ちゃん」

「ふふっ。どういたしまして！　んじゃま、ささっと帰りますか！」

　俺が少しだけ笑うと、姉ちゃんも同様に笑顔になる。

　そして、上機嫌な足取りで少し早めに俺の前を歩き始めた。

　……俺は、姉ちゃんが苦手だ。

　帰ってくるなり、別れた彼氏のことは愚痴るし、横暴の限りは尽くすし、俺の恥ずかしい過去をバラすし、とにかく俺のことをおもちゃにしまくりやがる。

　ある意味、誰よりも厄介な存在だろう。

　が、そんな姉を、俺は……

「ほれ、雨あま露つゆ！　さっさとついてきなさい！　んで、帰ったら私が運命の人と出会う方法を考えんのを付き合いなさい！」

「へいへい。わーったよ」

　嫌いではない。














【俺に、その手伝いは結構しんどい】









　今日の予定は、新聞部の取材助手。なので、午前十時に駅前で、新聞部の敏腕部員であるあすなろこと羽はね立たち桧ひ菜なと合流し、指示に従ってせっせと手伝いをしようとしていたのだが……

「まったく、信じられません！　私を仲間外れにするなんて！」

　ポニーテールを揺らしながら、プンスカと怒りを口にするあすなろ。

　いつも見慣れている制服ではなく、チェックのシャツに膝まである白のスカート。

　ワンポイントお洒落しやれで身につけているりんごのブローチが、なんとなくあすなろの出身地である青森を彷ほう彿ふつさせる。

「ひまわりとパンジーとコスモス会長の三人だけ、ジョーロとジョーロのお姉さんとショッピングモールでお買い物とはどういうことですか!?　私も行きたかったです！」

　怒りの原因は、昨日俺おれ達たちが行った買い物。生あい憎にくとあすなろは、新聞部の活動があったため参加できなかったのだが、それが本人としてはかなり不服だったようだ。

「三日前になって、『今度、ジョーロ君のお家うちに遊びに行くから、一緒に行かない？』なんて言われても、そんな簡単に予定が空けられるわけがないじゃないですか！」

「そりゃ、残念だったな」

　三日前に教えてもらえるだけいいじゃねぇか。俺なんて、当日現地でお知らせパターンだ。

「明日、皆さんと行くカラオケで説教決定です！　まったく、もう！　……もぐもぐ」

　どうやら、パンジー達たちは明日みんなでカラオケに行くらしい。

　俺がバイトに精を出している間に、楽しんできてくれ。

「ところでよ……、あすなろ……」

「……ごくん。どうかしましたか、ジョーロ？」

　まぁ、ここまでならいい。ここまでなら、俺も何一つ文句を言わなかっただろう。

　だが、しかし……。だが、しかしだ！

「んふふ～！　桧ひ菜なちゃんは元気があっていいわねぇ～！　あ、おかわりいるかにゃ～？」

「はい！　いただきます！　ありがとうございます、桂けい樹きさん！」

「なんで、てめぇまで俺んちで朝飯食ってんだよ!?」

　まじで、なんなの!?　昨日に引き続き、今日もビックリしたよ！

　朝起きて、リビングに向かったら、ダイニングテーブルにあすなろがいやがるんだぜ？

「仕方ないではないですか。パンジーとひまわりとコスモス会長とツバキは、図書室の手伝い。サンちゃんは野球部があるので、私とジョーロ以外、予定が空いていなかったんですよ」

「そこじゃねぇよ！　そもそも、今日は十時に駅前で待ち合わせだっただろうが！　なのに、なんでてめぇが八時に俺んちに無断で来て、朝飯を食ってんだって聞いてんだよ！」

「無断？　ふっふっふ！　ジョーロ、私が事前許可を取っていないとお思いですか？　ちゃんと昨日のうちに、パンジー達たちと桂けい樹きさんの許可を取っているのです！　ですよね、桂けい樹きさん？」

「うん！　昨日菫すみれ子こちゃんから、『明日は羽はね立たち桧ひ菜なという子が朝に来ると思うので、歓迎してもらえると幸いです』って、お願いされたにゃ～☆」

「母ちゃん！　それ、俺にも一言ぐらい言っといてくれよ！」

「サ・プ・ラ・イ・ズ☆　雨あま露つゆ、ビックリしたでしょ？　んふふふふ☆」

　驚かせりゃ、何をしてもいいってわけじゃないでしょうが！

「私だけ仲間外れにしない優しさがとても嬉うれしかったです！　やはり、友達というのはいいですね！　これで、私も皆さんと一緒です！　……まぁ、それとお説教は別ですが！」

「ふふふ。昨日も楽しかったけど、今日も楽しみだなぁ。あすなろちゃん、ご飯の後、雨あま露つゆのことを色々と聞かせてもらってもいい？」

　はぁ……。せめて、本当にせめて、姉ちゃんさえいなければまだよかったよ……

　この人、既にあすなろへ照準を合わせて、俺が知られたくないことを知る気満々なんだぜ？

「えっと……、今日はこの後、ジョーロと二人きりで取材をする予定だったので……」

　おお！　まさかの展開だ！　いいぞ、あすなろ！

　俺から言っても何も聞かねぇクソ姉貴だが、てめぇが相手なら……

「そっか……、残念。あすなろちゃんにだけ、雨あま露つゆのアルバムとか、昔どんな風に私に甘えてきたかを教え──」

「是非、ゆっくりと話をしましょう！　大丈夫です！　時間に余裕はありますから！」

　あっさりと篭ろう絡らくされてんじゃねぇよ！　くそっ！　姉ちゃんめ！　限定に弱い日本人の特性を活いかした『だけ』という言葉で、あすなろを手玉に取りやがって！

「ほんと？　ありがとっ！　それじゃああすなろちゃん、ご飯が終わったら、私の部屋で一緒に話そっか」

「はい！　お願いします！」

　なぜ……、こんなことになってしまうのだ？




　その後、食事を終えた俺おれ達たちは姉ちゃんの部屋へ。一見すると、可愛かわいい女の子の部屋なのだが、俺にとっては地雷原となんら変わらない。いつ、どこで、なにが爆発するかと気が気ではない。

「わぁ！　これが小学生の頃のジョーロですか！　目付きが悪いですねぇ～」

　尚なお、現在は姉ちゃんの部屋にある昔のアルバムを、三人で一緒に見ている。

「うん。それは、雨あま露つゆが小学校一年生で、私が小学校四年生の頃の写真だね」

「ジャスミンさんと抱きしめ合っていて……、とても仲が良かったんですね！　ジョーロが恥ずかしがって、表情を強こわ張ばらせていて可愛かわいいです！」

「あはは、なんだか恥ずかしいなぁ～」

　それ、姉ちゃんがなぜかプロレスに興味を持って、俺にコブラツイストをかけてる写真ね。

　強こわ張ばってる理由は、生死の境をさまよってるからだね。

「あ！　こっちの写真ではジョーロが泣いています！　ソフトクリームを落っことしちゃって、ジャスミンさんに慰められてますね！」

「そんなこともあったなぁ。昔の雨あま露つゆ、すごく泣き虫だったんだ」

　それは、姉ちゃんの機嫌を損ねて、ケツにキックをお見舞いされた後の写真だね。

　ソフトクリームを落として泣いてるんじゃなくて、痛くて泣いてるんだわ。

「こうして見ていると、ジョーロの成長が……おや？　この子は誰ですか？」

　あすなろが、ポニーテールをピクリと揺らし、注目した写真。

　それは、小学生の俺がとある二人の女の子と、満面の笑みでピースをしている写真だ。

「一人はひまわりですが、もう一人の子は誰でしょう？　ジャスミンさんではないですよね？」

「あ、その子か。えーっと……、その子はね……」

　姉ちゃんがチラリと俺の表情を確認した後、あすなろのほうへと向き直りニコリと微ほほ笑えむと、

「近所に住んでた、ひまとは別の女の子。雨あま露つゆが中学生になる前に、札さつ幌ぽろのほうに引っ越しちゃったんだけどね……」

「そうなんですね！　なんだかこの写真のジョーロは、本当に嬉うれしそうな表情をしていて、とても気になります！　この子は、いったいどんな──」

「ねぇ、あすなろちゃん。そろそろ、雨あま露つゆの学校の話を教えてもらってもいいかな？　ほら、時間はあるけど、新聞部の取材もこの後にやるんでしょ？」

「おっと、そうでした！　時間があるとはいえ、限られていますからね！」

「だよね。続きは、また明日のカラオケでってことでいいかな？」

「はい！　もちろんです！」

　おい。いつの間に、姉ちゃんがカラオケに参加することになってんだ？

「では、私が知っているジョーロの情報をジャスミンさんにお伝えしたら、その後は取材に向かいましょう！　あ、ジョーロ！　そっちは二人きりですからね！　二人きり！」

　んな『二人きり』を連呼しなくても、ちゃんと分かってるっつーの……。





※






　その後、姉ちゃんとの語らいを終えた俺おれ達たちは、家を出発。

　現在は、あすなろと駅前に辿たどり着ついたところだ。

「それで、どこに向かうんだ？」

「はい！　今日は、二学期の最初に配布する特集号で、『恋人達たちに大人気の場所』という記事を載せるために、私とジョーロで様々なデートスポットを取材する予定ですよ！」

　地区大会の決勝戦の後、あすなろの取材の手伝いをする約束をしたのはいいんだが、デートスポットを色々、二人で巡るってのは……。

「……それは、本当に取材なんだよな？」

「そうですよぉ～！　ですが、取材はどちらかというと口実に使われていますね！」

「つまり、真の目的は？」

「もちろん、ジョーロと二人きりでデートがしたかったに決まっているではないですかぁ～！」

　相変わらず、とんでもない肝の据わりっぷりだ。

　こう真まっ直すぐに言われてしまうと、少し反応に困ってしまう……。

「……ジョーロは嫌ですか？　私とデートをするのは？」

　ちょっぴり不安そうな声のあすなろ。普段はやけに強気なくせに、肝心な時になると僅かに弱気になるのは、以前にあった三股事件の顚てん末まつを気にしているからなのかもしれない。

「べ、別に……、嫌じゃねぇけどよ……。ほら、その……、俺はてめぇらに……」

「以前の私わたし達たちへのひどい告白の返事に関してですか？　なら、そのお詫わびということでどうでしょう？　ジョーロが楽しめるように一生懸命、今日のプランを考えたんですから！」

　ニコッと笑うあすなろをよく見ると、目の下に小さなくまが確認できた。

　その理由は恐らく…………、今日のことを色々と考えてくれていたからなのだろう。

「それじゃ、俺からの詫わびにならねぇじゃねぇか……」

「いいんですよ！　私は、ジョーロと一緒にいられるだけで、とても楽しいですから！」

　そんなんでいいのかよ……。けど、本人がそう言ってんなら……。

「……分かったよ。なら、今日はてめぇに付き合う」

「やりました！　ジョーロがそう言ってくれて嬉うれしいです！　では、早速……手を繫つなぎましょう！　もちろん、恋人繫つなぎですよ？　これは、デートの取材なんですから！」

「そ、そこまですんのか!?」

「当然です！　……えい！　これはもう、放しちゃダメですよ！」

「あ、ああ……」

　あすなろの小さな手が、キュッと柔らかい感触を俺の右手に伝えてくる。

　正直……、かなり恥ずかしい。

「やっと、私もジョーロと二人の思い出の完成です！　実は……、ずっと心配だったんですよ」

「心配？　何がだ？」

「私は、パンジー、ひまわり、それにコスモス会長と比べると、ジョーロとの思い出がとても少ないですから……」

　あすなろが、どこかバツが悪そうな表情をして、そう言った。

「パンジーは、図書室でずっとジョーロといて、ひまわりは、幼おさな馴な染じみとして一緒にいて、コスモス会長は、以前まで生徒会でジョーロと活動していました。……ですが、私には何もありません。ただのクラスメートなだけです。……それが寂しくて、三人が羨ましかったんです……」

　確かに、以前に三股記事の影響であすなろと過ごす機会はあったが、それ以外となると、あまり印象的なものはない。正直、学校にいる間にたまに話す程度の仲だった。

　それをこいつは、気にしていたのか……。

「だけど、いい経験でもありましたね！」

「いい経験？」

　パッと明るい表情に切り替わり、あすなろが笑った。

「はい！　自分にチャンスが少なくて他人がチャンスに恵まれているからといって、妬ねたんでも意味はありません！　できることは、自分に訪れた僅かなチャンスで気後れせず、必死に喰くらいつくことだけです！　そうすれば、なんとかなる時もあると身を以もって知れたので！」

「そっか……」

「だから、これからはこの摑つかんだチャンスを手放さず、私ができる精一杯で貴方あなたに接していきますので！　覚悟しておいて下さいよ、ジョーロ！」

「ああ。もう十分、その覚悟はできてるよ」

「ありがとうございます！　……し、したっきゃ、きょ、今日のデートの終わりさ、恋人みてな熱いキ、キキキ、キッスをする予定だはんで、頼むじゃ！」

「そこまでの覚悟はできてねぇよ！　大体、てめぇだって恥ずかしがってんじゃねぇか！」

「そ、そんなことねぇじゃよ！　ジョーロの気のせいでね？」

　さすがに、それはまずいだろ……。

「……こほん。まぁとにかく、まずは二人でカップルがよく利用するカフェに行きましょう！」

　あ、標準語に戻った。どうやら、少しだけ落ち着いてくれたらしい。

「そして、そこで超特大ラブラブジュース……シャイニングゴッドシャッフルラブラブ天てん驚きようジュースりんご味を二人で……」

　すっげぇ名前だな、それ！　しかも、りんご味って。他にも味があるんかい！

「それは、恋人と一緒でも恥ずかしいやつじゃ……」

「仕方ないですよ。取材のためですから」

「そういう時は、そっちを持ち出すんかい！」

「もちろんです！　そう！　これは取材のためなので、全然……、もうまるっきり問題がないんです！　ほら、さっきも言ったではないですか？　手に入れた僅かなチャンスに、私は必死に喰くらいつかせてもらうと！　というわけで、これは決定事項です！　絶対やりますから！」

「本心だだ漏れじゃねぇか！　……あぁ～！　分かったよ！　飲めばいいんだろ、飲めば！」

「そういうことです！　さぁ、一緒にイチャ……こほん。頑張りましょう！」

　顔を真っ赤にして、ポニーテールを揺らすあすなろ。

　その表情が妙に色っぽく、俺はこれからラブラブジュースを飲まされることにドキドキしているのか、あすなろにドキドキしているのか、自分でもよく分からなくなった……。







[image: 第二章　俺は借りを程々に返す]
















　今日は、先日の地区大会の決勝戦で世話になったお礼に金かね本もとさんの代理でアルバイト入り。

　できることなら、平和に一生懸命働いて過ごそうと考えていたのだが……

「でねでね！　最近うちの娘が色々な料理を練習してて、食わせてくれるんだけどさ！　……聞いて驚くなよ？　なんと、それが全部、キングエンペラージェネラルうまいんだ！」

「そうですか。それは、キングエンペラージェネラルよかったですね」

　午後一時。加齢臭漂うおっさんの娘ラブトークに、俺の平和は木こっ端ぱ微み塵じんにぶち壊された。

　最近、来る頻度は減ったが、来た時のめんどくささは以前とは比べ物にならず。

　しかも、店の暗黙の了解で、おっさん対応は俺に一任されているってんだからひどい話だ。

「もうさ、うちの娘が俺を好きすぎて困っちゃうよぉ～！　料理もそうだけど……、ほらほら、見て見て！　じゃっじゃーん！」

　推定年齢四十オーバーのおっさんが、『じゃっじゃーん！』って言いながら、頭部を差し出してきてるんだけど、どうすればいいかな？

　といっても、決して焼け野原になりつつある頭部を俺に凝視させたいのではなく、

「……その帽子が、どうかしたんですか？」

　おっさんが見せてきているのは、ツバのついた帽子だ。

　どうやら、かなり気に入っているようで、来店してからもずっと身につけている。

「こないだ、うちの娘がソワソワして袋を大事に持ってたからさ、『何を持ってるにょ～？』って聞いて見せてもらったら、これだったんだ！」

「……かっこいい帽子ですね」

　うん。すごくいいデザインだね。特に、ワンポイントの『Ｊ』ってアルファベットが。

　きっと、おっさんの下の名前が、承じよう太た郎ろうか仗じよう助すけか仗じよ世せ文ふみなんだろうね。

「だろぉ～？　今日は、これを如月きさらぎに見せるために有休を取ったんだ！」

　有休の使い方は、各おの々おの自由なのでいいとは思うけど、こんなんに使っちゃっていいの？

「昨日さ、俺が聞いた後に娘が顔を真っ赤にしながら、『パ、パパにプレゼント！　ほんと、パパにプレゼントだから！』って言ってくれたんだぁ！　危うく天に召されかけたんダゾ！」

　へぇ～。これが、サザンカがショッピングモールで買っていた帽子か。

　うん。やっぱり父親へのプレゼントで間違ってなかったね！　俺、大正解！　やっぴー！

「でも、まだ内緒にしたかったのか、渡した後、『はぁ……、失敗しちゃった……』ってシュンと落ち込んじゃって、その様子が可愛かわいいんだよぉ～！　危うく天に召されかけたんダゾ！」

　さっきから、危うく天に召されかけすぎなんダゾ！

　しかし、シュンと落ち込むサザンカか……。確かに、想像したらとても可愛かわいかった。

　だが、なぜだ？　不思議とその後に俺が虐殺ジエノサイドされるビジョンが見えた。

「だから、『今度好きな物を買ってあげりゅ！　一緒にお出かけしよ！』って、言っちゃった！　あ！　これ内緒だったのに、言っちゃった！　きゃっ☆」

　そのまま、お店の出口に行っちゃって！　きゃっ☆

「はぁ～！　娘と二人でお出かけなんて……何を着て行けばいいか、おじさん悩むぅ～！」

　デート前の乙女か、おのれは。

「俺、こんなに幸せでいいのかなぁ～？　なんか、すっごい大どんでん返しが待ってたりして！　……なーんて、そんなこと、絶対に有り得な──」

「ですね！　そんなこと、絶対に……、ずぇぇぇったいに！　有り得ないですね!!」

「うわっ！　どうしたんだよ、如月きさらぎ？　いきなり、でかい声を出して……」

「……こほん。失礼いたしました。余計なフラグは、撲滅しておこうと思いまして」

「なんだぁ～？　お前、俺の心配をしてくれてるのかぁ～？　相変わらず、いい奴やつだなぁ～！　でも、うちの娘と同じ学校だからって手は出すなよ？　……と言っても、娘は俺に夢中だし、お前に勝ち目はないけどな！　はっはっは！」

「その通りですよ！　俺に勝ち目なんて、万に一つもないですって！　はっはっは！」

　まったく、サザンカのファザコンっぷりには困ったものだぜ！　はっはっ……はぁ～……。

「っと！　じゃあ、そろそろ帰るな！　今日も娘が練習中の、春菊入りだし巻き玉子が俺を待ってるんだ！　如月きさらぎ、会計を頼むよ！」

「かしこまりました。少々お待ち下さい」





※






　真ま山やまのおっさんの会計を済ませた俺は、今度こそ平和にアルバイトへ。

　チラリと店内の時計を確認すると、午後六時。

　ってことは、そろそろパンジー達たちはみんなでカラオケに向かっている頃だろうな。

　昨日あすなろから聞いた話によると、今日あいつらは学校での各おの々おのの予定が終わった後に、五人でカラオケに行くらしいからな。ちなみに、最後の一人は姉ちゃんな。

　あの姉さえ一緒じゃなければ、微ほほ笑えましく思えたというのに……。

　まぁ、いいや。もう諦めて、余計なことは気にせず働こう。ちょうどお客さんも来たしな。

「いらっしゃいま……げっ！　て、てめぇは……」

　はぁぁぁぁ!?　なんで、こいつがうちの串カツ屋に来てんだよ！

「なんだ、ここの店員は？　いきなり、人の顔を見るなり……ん？　貴様は、確か……」

　やってきたのは、一人の男。一九〇センチメートルのバカデカい身長。無駄に鍛えられたガッシリとした体つき。そして、ハリウッドスターのような顔立ちのイケメン。

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校二年、野球部所属、通称『フーちゃん』と呼ばれる男で、本名は……

「特とく正しよう、北きた風かぜ……だよな？」

「貴様は、如月きさらぎ雨あま露つゆ……だったな」

「なんで、てめぇがうちの店に来てんだよ？」

　仕事中にもかかわらず、つい敵対心丸出しの声を出してしまった。

　それもそうだろう。なんせ、こいつは以前もめにもめた葉は月づき保やす雄お……通称『ホース』と呼ばれる男の親友なのだ。

　正直に言うと、俺は金輪際、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の連中とは関わりたくなかったってのに……。

「以前に、ホースから美う味まい串カツ屋が西にし木き蔦づた高校の近くにあると聞いてな。それで興味を持って来たのだが、何か問題でもあるのか？」

　ちっ。特とく正しようのほうがでけぇから仕方ねぇんだが、なんか見み下くだされてる気分だ……。

「……ホースと俺の間に、何があったかを知らねぇのか？」

「ふん。貴様とホースの一件は聞いているが、それがどうした？　俺には関係のない問題だ」

　まぁ、そうなんですけど……。なんっつーか、言い方がいちいち癪しやくに障さわる奴やつだな。

　ただでさえ、ガタイがよくて威圧感バリバリなのに、そこに加えてこのプライドの塊みたいな喋しやべり方かた。ホースとか、サンちゃんの件とか関係なしに、俺、こいつ嫌い。

「それより、さっさと案内しろ。俺は客だぞ」

　めっちゃ、むかつくぅぅぅぅ！　俺、こいつ超嫌い！

　ちょっと自分がイケメンでスポーツ万能だからって、調子乗ってんじゃねぇの？

「か、かしこまりました……」

「なんだその顔は？　俺が、何か気に障さわることでも言ったか？」

　もはや、存在が気に障さわるわ。

「いえ、何もありません。こちらへどうぞ」

　が、どれだけむかついても、立場的にも身体能力的にも下の俺に、特とく正しようへ怒りをぶつけることなどできるわけもなく、素直に席へと案内した。

「お水とおしぼりになります。……ご注文がお決まりになりましたら、お呼び下さい」

　特とく正しようを案内した後、店員としての最低限の礼儀を尽くして、サッと背を向ける。

　願わくは、注文は俺以外の店員を頼ってもらえると幸いだ。というわけで、さっさと……

「では、失礼しま──」

「待て。その前に聞きたいことがある」

「はぁ……。なんでしょうか？」

「この店は、西にし木き蔦づた高校の野球部の者もよく使うのか？」

「なんで、そんなことを？」

「質問に質問で返すな。さっさと答えろ」

　それが、人にものを聞く態度ですかねぇ!?

　嫌がらせで、てめぇの水がなくなっても、言われるまでぜってぇ補充してやらねぇからな！

「いえ、そこまで頻繁には来ませんけど……」

「……ほう。つまり、時折はやってくるということか。それはどの程度の頻度だ？　三日に一度か？　それとも、週に一度か？」

「さすがに、そこまでは覚えていないです……」

「ふん。俺ならば、確実に覚えているぞ」

　だったら、てめぇが働いて勝手にカウントしてろ。ボケ。

「た、大変……、失礼致しますた……」

　グギギ……ッ！　怒りのあまり、謝罪の仕方が変になったが我慢しろ俺！

　たとえ、ムカつくイケメンクソ野郎でも、客は客だ！

「謝罪など必要ない。初めから、さほど期待などしていなかった」

　期待に応えられなくて、どうもすみませんねぇ！

　なら、さっさとお帰りいただけますかぁ～？

「第一、謝るべきは俺のほうだろうが」

　はぁ～!?　この人、何言っちゃってんのぉ？

「仕事中に関係のない下らん話で、手間をかけさせてしまったのだからな」

　おや？　またイラッとくる発言をすると思いきや、予想外に謙虚な発言が飛び出してきたぞ。

「べ、別に、このぐらいなら大丈夫です」

「そう言ってもらえると幸いだ。……しかし、そうか。西にし木き蔦づたの野球部は、ここをあまり利用していないのか。さほど期待はしていなかったが……残念だな」

　期待してたのって、そっちかい。てっきり、俺の記憶力に期待してねぇと思っただろうが。

「……ともあれ、教えてくれて助かった。感謝する」

　なんっつーか、言葉足らずな奴やつだな、こいつ。

「えっと、今後はどのくらいの頻度で来るか数えておきますね」

　できる範囲でね。もう来ないでほしいけど。

「…………貴様は、いい奴やつだな」

「はい？」

　俺は、君を全力で悪い奴やつだと思ってるんだけど……。

「俺のどこがいい奴やつなんだ？」

　つい、敬語を忘れて普通に聞いてしまった。

　すると、特とく正しようはどこかバツが悪そうに、ポリポリと後頭部をかき、

「どうも俺は、人を怒らせる発言をよくするようでな。他人に話しかけると、怒りを買うことや、恐れられたのか、あやふやな返答をもらうことが多いのだ。……が、貴様は俺の質問に全て丁寧に返答してくれた。しかも、俺の希望を汲くんでくれる発言まで加えてな……」

　あら、やだ。この人、案外悪い人じゃないんじゃないの？　もしかして、さっきの『気に障さわることでも言ったか？』って、本人的には自分の発言を心配して確認をしていたのだろうか？

　まぁ、あの聞き方だと、誤解しか生み出さねぇけど……。

「……しかし、どうすれば西にし木き蔦づたの野球部と交流を持てるのだ……」

　まぁ、それはさておき、こいつはなんでうちの野球部にこだわってんだ？

　そういや、前に図書室に来た時も『西にし木き蔦づたの野球部の練習に参加したい』とか言ってたよな。

　他校なんだし、もう試合も終わったんだから……ん？　まさか……

「……もしかして、サンちゃんに何か用でもあんのか？」

　試合に負けた仕返しとかを企たくらんでんだったら、正々堂々と真っ向から闇討ちで裁くが……

「大おお賀が？　いや、奴やつにはこれと言って用はないが……そうだな。次に会ったら、再びバッティング練習をしたいものだ」

「は？　バッティング練習？」

　あれ？　違った。てっきり特とく正しようは、去年は勝ったが今年は負けたサンちゃんに、恨みを持っていると思ったのだが……

「今年の地区大会の決勝戦。大おお賀がが投げたフォークボール、実に見事だった。それまでストレートだけを使い続け、最後の最後で虚をついてくるとはな。完全にしてやられたぞ」

「ああ……。サンちゃんは、去年の雪辱を果たすためにフォークボールを覚えたんだよ。ストレートだけじゃダメだって、考えてな」

「さすが、俺の最高のライバルだ。去年の甲子園……、生あい憎にくと俺おれ達たちは途中で敗退してしまったが、そこで大おお賀が以上のピッチャーには出会えなかったな。今年の甲子園では、是非優勝してもらいたいものだ。陰ながら、応援させてもらおう」

「応援……してくれるのか？」

「当然だ。今年は優勝を祈り、来年は甲子園の優勝校と勝負ができるのを楽しみにしているさ」

「そっか……。ま、サンちゃん達たちは次も負けねぇけどな」

「ふん。次は俺おれ達たちが勝ってみせるさ」

　っと、いかんいかん。

　つい、サンちゃんの話だから食いついてしまったが、仕事中だった。

「……俺はそろそろ仕事に戻るな。注文が決まったら呼んでくれ」

「ああ。無駄話に付き合わせてしまって、すまなかったな」

「いや、気にしないで平気だ」

　……なるほどな。勝手な先入観で嫌な奴やつだと思っていたが、それは間違いだった。

　特とく正しようは口調が高圧的で良いいとは言えないし、言葉足らずで誤解を招くが、悪い奴やつではない。

　むしろ、自分に勝った相手を正当に評価できる、性根が真まっ直すぐな良いい男だ。

　けどな、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に所属している以上……………………、てめぇは俺の敵だ。

　生あい憎にくと俺は、敵と馴なれ合あうつもりはねぇんでな。

　客である以上最低限の対応はするが、それだけだ。

　食うもん食ったら、さっさと失うせやがれ……。




　……五分後。俺は黙々とアルバイトに励む。

「お客様、お水を足させていただきます」

「ああ、すまん」

　お客様のお水がなくなっていたので、俊敏に補充。

「お客様、新しいおしぼりでございます」

「ああ、すまん」

　お客様のおしぼりが生なま温ぬるくなっていたので、瞬時に冷え冷えの新しい物に交換。

「すまん。注文が決まっ──」

「はい！　なんでしょうか！」

「如月きさらぎ、貴様は来るのが尋常ではなく早いな……」

　仕方ないだろう！　お敵てき様さまには早く帰ってもらいたいからな！

　手厚くもてなして、ご満足して帰っていただこうと思っているだけだ！

　決して、サンちゃんのことを褒められたり、西にし木き蔦づた高校を応援すると言ったりしてくれて、感謝しているわけではないので、そこは勘違いしないように！

「注文なのだが、飲み物にオレンジジュース、それと串カツの盛り合わせを頼みたい」

「かしこまりました。以上でよろしいでしょうか？」

「そうだな。この店で何が美う味まいかなど、あまり知らな──」

「人気メニューは、豚肉の串カツ、ホタテの串カツ、うずらの卵の串カツです。うち、豚肉の串カツとうずらの卵の串カツは盛り合わせに含まれています。また、サイドメニューですと、湯葉のサラダ、フライドポテトなどが高校生のお客様には人気で、私個人のオススメですと、春菊の串カツがございます」

「そ、そうか……。手厚く教えてくれて助かる……」

　あれ？　なんだか特とく正しようが困惑した顔をしているぞ？

　何か気に障さわることをしてしまっただろうか？

「では、追加で湯葉のサラダと春菊の串カツを頼む」

「かしこまりました！　サラダのサイズはハーフとラージ、どちらになさいますか？」

「俺以外に誰かいればよかったのだが……、一人だし、ハーフで頼む」

　あれ？　そういえば、一つ気になったことがあるぞ。

「あのよ、特とく正しよう。聞きたいことがあるんだが、構わねぇか？」

「ん？　どうした？」

　パッとタメ語に切り替えつつ、特とく正しようへ語りかけると、やけに鋭く整った眼めが俺を睨にらむ。

　怒ってるようにしか見えないんだが……、多分これがこいつのデフォルトの視線なんだろう。

「その、言えるならでいいんだが……、西にし木き蔦づたの図書室の手伝いに来てくれた連中は……」

　まぁ、ホース達たちに来られても困るだけなんだけどさ……。

　仲が良いいみたいだし、あいつらと来てもいい気はした。

「奴やつらとは、最近はあまり会っていない。俺は夏休みであろうと野球部の練習は休めんし、ホースは今年の夏休みは、義理の双子の妹達たち、それにつきみとほとんど一緒にいるからな」

　なにその、ギリギリ夏休み!?　あいつ、どんだけラブコメに恵まれてんだよ！

　なんだ？　両親は海外で仕事してるパターンか！　そういうパターンなのか!?

「奴やつの両親はイスタンブールで仕事をしていて、普段家にいない分、妹達たちが家庭的でな」

　そういうパターンだった！　だけど、なんでイスタンブール!?

　ホースめ！　登場もしてねぇくせに、新しい設定を盛り込みやがって！

　けどな、俺だって義理ではないが…………、いや、あの姉のことを考えるのはやめておこう。

　昨日、散々ひどい目にあわされて、今日だって朝っぱらからコンビニまでパシらされたし。

　……ん？　ギリギリシスターズにつきみって……、一人足りなくねぇか？

「あのよ、チェリーさんはいねぇのか？」

「チェリーさんは、最近は生徒会の業務に集中しているな。何があったか詳しくは聞いていないが、ホースとチェリーさんの関係に少し変化があったようだ」

　つきみとチェリーは、あの勝負の最さ中なか、ホースに告白して玉砕してるからなぁ。

　もしかしたら、それで気まずくて、チェリーがホースを避けてんのかもしんねぇな。

「それで、特とく正しようは一人で来たのか。納得だ」

「ああ。ここに来ればもしかしたら、た……いや、なんでもない。一緒に来るような友人もさほどいないからな」

　ん？　特とく正しようが何かを言いかけて途中でやめたな。『た』って、なんだろう？

「そっか……。特とく正しようは女子から人気がありそうだし、友とも達だちも多いと思ったんだが……」

　うちの学校で言うところの、サンちゃん的なポジションだと思うんだよね。

　男子にも女子にもめっちゃ人気があって……

「そうだな。確かに、俺は女からは人気がある」

　謙遜しねぇでやんの、こいつ！　俺が聞いたことだけどさ、もっと言い方あるじゃん！

「が、友人は少ない。まともに話せる相手など、野球部の連中とホースぐらいだ」

　あれ？　これは意外だったぞ。……いや、待てよ……。

「どうも、俺は他人を恐れさせる傾向にあるようでな……」

　ですよねー！　恐らくだが、この誤解に誤解をダブルアップさせる性格が災いして周囲から避けられているのだろう。実際、俺も最初は嫌な奴やつだと思ったし。

「なら、女の子と仲良くすりゃいいんじゃねぇのか？　そっちには人気があんだろ？」

「俺は女が苦手なのだ。大抵の女は、そばに来るなりやかましすぎる。……その点、つきみやチェリーさん、それに三さん色しよく院いんは違っていて助かる。中学時代からの付き合いの賜たま物ものだろう」

　いや、その子達たちは、君に異性として興味を持ってないだけだね。

　にしても、女が苦手ねぇ～。そりゃまた、いったいどうして……

「俺には、ほとんどの女が埴はに輪わにしか見えん。騒がしい埴はに輪わほど恐ろしいものはないだろう？」

　眼科、行って来い。てめぇの目のほうが、遥はるかに恐ろしいわ。

「やはり、友人にしろ恋人にしろ、重要なのは内面や自分との価値観の一致だな。よく俺の周りの男共は女の胸部について話しているが、愚の骨頂。あんなもの、ただの脂肪の塊にすぎん」

　特とく正しようは、誰かと話す機会が少ないのが寂しいのか、やけに饒じよう舌ぜつだ。

　だが、話しかけている相手が、愚の骨頂の代弁者であるとは気づいていないらしい。

「そっか……。分かった。じゃ、少し待っててくれ。すぐに注文の品を持ってくっからよ」

「うむ、一人で手持ち無沙汰な俺の相手をしてくれて助かった。アルバイト、頑張ってくれ」

　口調は高圧的だが、気遣いがプロフェッショナルすぎて困るお人だ……。

　その後、俺の同級生兼バイト先の店長であるツバキこと洋よう木き茅ち春はるに、特とく正しようの注文を伝えに行ったら、やけに上機嫌な様子で『あんなもの、脂肪の塊にすぎないかな！』とハッスルしていたので、多分客席の会話が聞こえていたんだと思う。





※






　それから三十分後、徐々にピーク時に近づき、混雑しつつある店内で働いていると、

「よう、ジョーロ！　しっかり働いてるか!?」

「お、サンちゃん！」

　やってきたのは、俺の親友であるサンちゃんこと大おお賀が太たい陽ようだ。無事甲子園出場を決めたから、最近は野球部の練習にかかりっきりのはずだから、その帰りに来てくれたのだろう。

「ははっ！　その様子を見る限り、ちゃんと働いてるみたいだな！　お互い頑張ろうぜ！」

「ああ、そうだな！」

　コンと互いの拳をぶつけて、笑い合う俺とサンちゃん。

　今年の地区大会決勝戦は、諸般の事情により全然応援できなかったからな。

　甲子園こそは、全力で俺も応援をさせてもらうつもりだ。

　そして、そのためにも今はアルバイトで頑張ろう！

「えっと、一人で来たのか？」

「いや、他にも二人！　一緒に来てる奴やつがいるぜ！」

　となると、全部で三人か。野球部の誰かと一緒に来たのかな？

「ほら、芝しば！　早く入れよ！」

「お、おう……」

　うっ！　まさか、サンちゃんがこいつを連れてくるとは……。

　サンちゃんに手招きをされて店内に入ってきたのは、一七四センチメートルの身長、サンちゃんと同様鍛えられた体が目立つ男……、西にし木き蔦づた高校野球部に所属する芝しばだ。

　中学からの顔見知りではあるのだが……、ぶっちゃけ、俺と芝しばって仲良くねぇんだよなぁ。

「ちゃんと紹介したことなかったよな？　うちの野球部でキャッチャーをやってる、俺の相棒の芝しばだ！　芝しば、中学から一緒だし知ってるとは思うけど、俺の親友のジョーロだ！」

　サンちゃん、満面の笑みで仲を取り持ってくれるのはありがたいのだが、非常に気まずい。

　だって、俺と芝しばって、中学時代に一度喧けん嘩かしてんだもん。

　今はどうか知らんが、当時芝しばはサンちゃんのことを嫌っており、陰で密ひそかにサンちゃんの悪口を言っていた。

　それをたまたまトイレで聞いて、ついカッとなって色々と言っちまったんだよなぁ……。

　幸いにして、芝しばはすぐに引き下がってくれたので物理的な喧けん嘩かに発展することはなかったが、あれ以来、俺と芝しばの仲は非常に微妙なものになっている。

「よ、よく来たな。よろしくな……、芝しば君」

「ああ。その……、よろしく、如月きさらぎ君」

　見てくれよこの気まずさ！　お互い、『君』付けで呼び合っちゃうような仲ですよ！

「芝しばもジョーロも表情が固いぞ！　ほら、前に何かあったのかもしれないけど、今は気にしないで仲良くしようぜ！」

　相変わらず、お察しが早いことで！

　まるで、俺と芝しばが喧けん嘩かをしたことがあるのを、知っているような口振りじゃないですか！

　いやー、けどよ……、サンちゃんには悪いが、こいつとそう簡単に仲良くは……

「そ、そうだな！　変な態度を取って悪かった如月きさらぎ。えっと……、ジョーロでいいか？」

　芝しばの奴やつ、早々に俺と仲良くしてサンちゃんのポイントを稼ぐつもりか!?

　くっ！　俺だって負けてなるものか！

「ああ！　ジョーロで構わねぇぜ。よろしくな、芝しば！」

　ふっ。やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。

　だから、どんなに気まずい相手であれ、覚悟を決めたらこの通り！

「よっしゃ！　二人の仲も良くなったし、そろそろ席に案内してもらってもいいか？」

「分かった。ってか、三人だったよな？　あと一人は──」

「真しん・打うち・登・場です！　むふふふ！」

　なんだ、二名様の間違いか。サンちゃんもうっかりさんだな。

「あ！　如月きさらぎ先輩のその顔は、可愛かわいすぎる私と予期せぬ場所で出会ってしまい、昂たかぶる胸と止まらない興奮が──」

「二名様ですね。あちらの席へどうぞ」

「むふ！　如月きさらぎ先輩ったら私を独占したいからって、大おお賀が先輩と芝しば先輩と引き離そうとするなんて……、回りくどい手を使わないで下さいよぉ～！」

　ほんっと、ポジティブだなこいつは！　んなこと、微み塵じんも思ってねぇよ！

　最後にやってきた女。マッシュボブの髪型に、どこかで見たことのある小さな赤い髪留めをつけたそいつは、野球部のマネージャーである蒲かま田た公きみ英え……通称『たんぽぽ』だ。

　外見に関してのみ言えばかなり可愛かわいいのだが、いかんせん性格が反比例して悪い。

　自分が可愛かわいいことを自覚していて調子に乗りまくっており、世の男は自分に優しくするのが当たり前と、本気で考えちゃっている脳みそぶっ飛び女だ。

　まぁ、野球部の活動をちゃんとやっていたりと、変なところは真面目なので、どこか憎めない奴やつではあるのだが……

「でも、ダメですよぉ～！　私は、みんなのたんぽぽちゃんなんですから！」

　それはそれ、これはこれ。普段のこいつは、基本的にうざい。

「左様でございますか。では、大変お美しいお客さまの優美な姿を皆様に見ていただきたいので、麗うるわしき足取りで当店から出て、そのまま駅に向かっていただいてもよろしいでしょうか？」

「仕方ないですねぇ～！　特別にやってあげちゃいますよぉ～！　むふふぅ～ん！」

　よし。よく分からない声とアホなステップで、店から出てったな。これで邪気は除かれた。

「……って、なんで私が追い出されているんですか!?　ついうっかり、レッドカーペットを歩く気持ちで商店街を歩いちゃったじゃないですか！」

　ち。戻ってきやがったか。そのままお帰りになればよかったのに。

　……あ。一応、特とく正しようがいることをサンちゃんに伝えておくか。

　顔見知りではあるわけだし、特とく正しようは西にし木き蔦づたの野球部に会いたそうにしてたしな。

「そうだ、サンちゃん。そこの席に……ん？」

　あれ？　あいつ、どこ行ったんだ？　ついさっきまで、そこの席にいたはずなのに、いなくなってんぞ。トイレにでも行っちまったか？

「どうした、ジョーロ？　なんか気になることでもあったのか？」

「いや、なんでもねぇ。……ところで、なんでたんぽぽも一緒に来たんだ？」

「なんかたんぽぽが、お前に用があるみたいなんだよ！　それで一緒に来たんだ！」

「へ？　そうなのか？」

　まじかよ。我わが侭ままアホ娘のたんぽぽが、俺に用があるなんて……、ぜってぇ断ろ。

「そうなんです！　ちょっと如月きさらぎ先輩を利用したくなって、一緒に来ちゃいました！」

　なるほど。『用』じゃなくて『利用』をしにきたと。どう考えてもダメなヤツだね。

　断る決意が、より一層固まったわ。

「むふふ！　どうですか如月きさらぎ先輩？　こんなに愛いとおしいたんぽぽちゃんに、利用され──」

「では、お席へ案内いたしますね。こちらへどうぞ」

「最後まで聞いて下さい！　さっきから、如月きさらぎ先輩の態度はひどいです！」

　ええい、人の正面でピョコピョコ跳ねながら、鬱うつ陶とうしい声を出しやがって。

　だが、ここで怒ってはダメだ。こういう時は……

「たんぽぽが、席に案内される姿って絶対可愛かわいいよなぁ～。文句を言わず座席についてくれたら、きっとそれだけで沢山の人がときめくんだろうなぁ～」

「んもぉ～う！　仕方ないですねぇ～！　なら、特別に案内されちゃいますよぉ～！」

　ほんと、こいつってチョロいよな……。




　サンちゃん達たちを座席へ案内して、水とおしぼりを届けた後、俺は他のテーブルの片づけやお客さんの対応をしていた。そして、ひっそりとサンちゃん達たちの会話に耳を傾けていると……

「芝しば、ツバキの作る串カツはなんでも美う味まいけど、特にオススメはホタテだ！」

「分かった。サンちゃんがそう言うなら、食べてみるよ」

　相変わらず、サンちゃんはホタテの串カツが好きだなぁ。

　こないだの決勝戦の後、あんだけ食ったにもかかわらず、また頼むんだもんな。

「あとは……、串カツの盛り合わせだな！　っと、いけね！　俺ばっか決めてたらまずいな！　芝しばとたんぽぽも頼みたい串カツがあったら、言ってくれよ！」

「そうだな。俺は、このエリンギの串カツって奴やつを頼んでみたい」

　二人の様子を見る限り、中学時代はサンちゃんのことを嫌っていた芝しばだが、今は嫌ってない……というか、仲が良いいんだろうなぁ。うん、それはよかった。

「私は、ピーマンが苦手なので、それ以外で何か……あ！　そうだ！　閃ひらめきました！　特別に如月きさらぎ先輩に決めさせてあげましょう！　利用する口実に使えそうですし！」

　俺に決めさせるねぇ。そりゃ、嬉うれしいご提案なことで。口実にはぜってぇ使えねぇけどな。

「如月きさらぎ先輩！　可愛かわいくて愛いとおしい貴方あなたのたんぽぽちゃんがお呼びですよぉ！　むふ！　むふむふふ！　むっふぅー！」

「たんぽぽ。座りながらそんな変な動きをしなくても、ジョーロは来てくれると思うぞ……」

　……たんぽぽの奴やつ、また余計なことを……。はぁ、めんどくせ……。

　が、行かないともっとめんどくさいので、行かざるを得ないか……。

　というわけで、内心でうんざりと溜ため息いきを吐きつつ、サンちゃん達たちの座席へ。

「あ、来てくれました！　むふふ！　ちゃんと分かってくれていますよね？」

「ああ。分かってるよ。……んで、注文は？」

「ホタテとエリンギを三本ずつ、それに串カツの盛り合わせを三人前で頼む！」

「……注文はそれだけか？」

「むふふ！　如月きさらぎ先輩、大々々チャンスですよ！　特別に一本、私が食べる串カツを──」

「ピーマンの串カツを一本追加しておくな」

「ひょ!?　なぜ、よりにもよってそれを!?」

　さっきバカデカい声で、嫌いな物を言ってたアホがいたからだな。

「き、如月きさらぎ先輩、他の串カツにしませんか？　ほら、こんなに可愛かわいくて愛いとおしい野球部の荒野に咲く一輪の花である私が苦々しい顔をしていると、大おお賀が先輩と芝しば先輩がショックを……」

「俺なら大丈夫だ！　別に、たんぽぽが変な顔をしてても気にしないぜ！」

「たんぽぽ、お前は頼れるマネージャーだけど、別に荒野に咲く一輪の花とは思ってないぞ？」

「がびーん！」

　俺、現実世界で『がびーん！』って本気で言う奴やつ、初めて見たわ。

　しかし、アレだな。以前、野球部はたんぽぽを愛めでるワタゲストで溢あふれていると聞いていたのだが、サンちゃんと芝しばはそこから漏れているっぽいな。

「よし！　注文は以上だ！　頼むぜ、ジョーロ！」

「ああ、分かった」

「あの、ピーマンのキャンセルを！　ピーマンのキャンセルを要請します！」

「遠慮すんなよ、たんぽぽ。特別にピーマンの串カツは、俺のおごりでいいからさ」

「い、いえ、私の分は如月きさらぎ先輩のおごりで当たり前だとしても、その串カツは……」

　そこは当たり前なのかい。ぜってぇピーマンは、キャンセルしてやらねぇ。





※






「ツバキ、注文、ここに置いとくぜ」

「ん。分かったかな。……そういえば、さっきサンちゃんの声が聞こえた気がしたんだけど、来てくれてるのかな？」

「ああ。サンちゃんと、同じ野球部の芝しばと、マネージャーのたんぽぽが一緒に来てるぜ」

「そっか。じゃあ串カツは、できたらボクが持ってくかな。挨拶しておきたいし」

「分かった。……あ、そうだ。ツバキ、ちょいとゴミが溜たまってるから、裏に捨ててくるな」

「ありがと。お願いするかな」

「お安い御用だ」

　ヒョイとゴミ箱からゴミを取り出し、袋をキュッと閉める。

　バイトを始めた頃は少し苦手だった作業だが、今となっては慣れたもの。

　手て馴なれた動きで裏口からゴミ捨て場へ向かい、ゴミを捨てると……

「むふふ！　待っていましたよ、如月きさらぎ先輩！」

　新規参入のゴミが、満面の笑みで俺を待ち構えていた。

　といっても、別に驚きはない。なんせ、俺はこいつに呼び出されてここにいるのだから。

「私のジェスチャーサインを完膚なきまでに読み取るとは、成長しましたね！　如月きさらぎ先輩！」

「てめぇが地区大会の決勝戦前に、勝手に教えてきたんだろが。まさか俺がバイト中に、『注文が終わったら店の裏に来い』なんてことを伝えるために、使うとは思わなかったけどな」

　だから俺は、サンちゃん達たちの席に行く前に思っていたわけだ。

　めんどくさいが、行かないともっとめんどくさいから、行かざるを得ない……ってな。

「どんな時でも役に立つ、ワタワタジェスチャーサイン！　素敵な経験だったでしょう？」

「ま、そうだな。いい経験もできたしちゃんと来たし、もういいよな？　じゃ、お疲れ！」

「はぁ～い！　お疲れ様です！　……って違いますよ！　待って下さい！　私、如月きさらぎ先輩を利用したいんですって！」

「んな台詞せりふで、俺が待つわけねぇだろ。……じゃあな」

「そうはさせませんよ！　むっふー！」

　ちぃ。やけに素早い動きで俺の前に回りこみ、通せんぼをしてきやがった。

「あのな、たんぽぽ。俺は今、バイト中なんだよ。だから、何かあんなら今度にしろ。それを言うために、わざわざゴミ捨てって口実で裏に来たんだ」

「無論、そこは承知しています！　なので、如月きさらぎ先輩のお仕事の邪魔をしないように、利用するつもりですよ！　むふ！」

　現在進行形で邪魔をしている奴やつが、何を言っているのだろう？

　そもそも前回、俺に頼み事をして、てめぇはこっぴどい目にあっただろうが。

『サンちゃんとパンジーを恋人同士にしたい』とか大おお噓うそをついて俺を散々利用し、最終的には俺に噓うそを看破されて泣きながら逃げたくせに、なぜまるで懲りないのか不思議でならない。

「──というわけで如月きさらぎ先輩、手伝って下さい！」

「全く分からんのだが？」

　生あい憎にくと俺は、『──』だけで発言の全容が理解できる域には、辿たどり着ついていない。

「はぁ……。如月きさらぎ先輩は鈍感ですしそんな気はしていましたが……、仕方ないですね。特別に丁寧に説明してあげちゃいましょう！」

　こいつにかかれば、全国の九割の男性は鈍感になるんだろうな。

「今日は元々、如月きさらぎ先輩を利用するためにここに来てあげたわけですが……」

　スタート地点をやり直すところから始めろや。

「そもそも、俺がてめぇに易やす々やすと利用されると思っているのか？」

「むふふふふ！　まぁ、普段の如月きさらぎ先輩でしたら、ブロマイドの一枚でも渡さないと利用できないでしょうが、今日に関して言えば絶対にできます！」

　普段の俺、やっす！　でも、否定しきれない自分が情けない！

「一応、理由を聞いておこうか」

「ズバリ！　如月きさらぎ先輩は私に借りがあるからです！　その借りを返してもらいましょう！」

　このアホは、ドヤ顔でいったい何をほざいとるんだ？

「はぁ!?　てめぇに借りだぁ？　んなもん……」

「私……、髪かみ留どめ、沢山用意しましたよね？」

「うぐっ！」

　やべぇ……。極めて珍しく、正論を言ってきやがった……。

「先日の地区大会の決勝戦……、葉は月づき先輩との勝負で、如月きさらぎ先輩は私から大量の髪かみ留どめを借りましたよねぇ～？　し・か・も、予備の分まで！　あれがなかったら、勝っていたのはどっちだったのでしょうねぇ～？　誰のおかげで、如月きさらぎ先輩は勝てたのでしょうねぇ～？　むふふ！」

　うっぜぇぇぇぇぇぇ！　事実だけど、うぜぇぇぇぇぇ！

「……ちっ。要求はなんだよ？」

「まぁまぁ、そんな不安げな顔をしないで下さい。お願いしたいことは、簡単ですから！」

「簡単なこと？」

　どうせロクでもねぇことだよ、これ……。

「はい！　実は、私が野球部の活動を行う際に一つ困っていることがありまして、それを解決する手伝いをしてほしいのです！」

「野球部のことだったら、サンちゃんか芝しばに相談したほうがいいんじゃねぇのか？」

「やれやれ……。ここまで言っても分からないとは、本当に察しが悪い……」

　知るか。てめぇは世の中をなめすぎだ。

　いいか？　物事ってのは２００％伝える努力をして、ようやく70％伝わる程度だ。

　簡単に説明しただけで、誰しもが理解できると思うな、アホ。

「私がお願いしたいのは、ズバリそのお二人のことですよぉ！　あの二人は、このままですと非常に危険な状態なんです！」

　もしかして、怪け我がでもしてんのか!?　なのに、甲子園のために一生懸命練習をしてるとか！

　芝しばは分からんが、サンちゃんなら十分に有り得る……っ！

　それをマネージャーとして、なんとかしたくて俺に相談をしてきたのか!?

「おい！　まさか、あの二人って怪け我がを──」

「やっと理解してくれましたか！　そうなんです！　野球部であの二人だけが、なぜかワタゲストになっていないという、大おお怪け我がを心に負ってしまっているのです！」

　そりゃ、一大事だ。ブラックジャックもお手上げだな。

「想像してみて下さい、如月きさらぎ先輩！　甲子園、せっかくの晴れ舞台だと言うのに、あの二人だけが私にときめいていない様子を！　それだけで、どれ程の悲劇が起こるか！」

　喜劇の女が、俺に理解しがたい発言をしているのだが、これいかに？

「それって、俺の協力でどうにかなる話なのか？」

「はい！　昨日、一生懸命考えたのです！　どうしたら、大おお賀が先輩と芝しば先輩が私を愛めでずにはいられないかを……。一人部屋でほっぺを膨らませつつ、頭を抱える私。その様子を見るだけで世の男性の八割は、私を救わずにはいられない状況と言っても過言ではなかったでしょう」

　過言だよ。圧倒的過言だよ。

「そして、閃ひらめいたのです！　どうすれば、あの二人がワタゲストになるかを！」

「俺が、サンちゃん達たちを説得するとか？」

「違いますよぉ！　如月きさらぎ先輩なんて、奥歯に挟まった食べカス程度の存在じゃないですかぁ！」

　つまり、君はカスを利用しようとするカス女ってなるけど、その辺はＯＫ？

「ズバリ、第三者から何気なく聞く、たんぽぽちゃんの天使すぎる意外な一面作戦です！」

「てめぇは、すでに意外性の塊なのだが？」

「まぁ、如月きさらぎ先輩のような筆頭ワタゲストにとっては、そうでしょうね」

　ちょっと待って！　なんで俺が、いつの間にか筆頭ワタゲストになってんの!?

「ですが、あの二人は違います！　なので、如月きさらぎ先輩には、私の意外で素敵すぎる一面を大おお賀が先輩と芝しば先輩に伝えてほしいのです！　そうすれば……むふ！　むふふ！」

　伝えても、何も変わる気はしないよね。

　なんでこいつは、目を閉じてうっとりとした表情をできるのだろう？

「あの二人を攻略し終えた先には……ああ！　見えてきましたよ！　甲子園で野球部の皆さんが一丸となって、私を愛めでるワタワタダンスを踊っている姿が！」

　そんなダンスあるんかい。踊ってほしくないから、すげぇ協力したくない。

「でもよ、俺からあの二人に何を言えばいいかなんて、分かんねぇぞ」

「その点はご心配なく！　コレを使えば、如月きさらぎ先輩の問題はすぐさま解決です！」

　心配しかもたらさないたんぽぽが、ポケットから自信満々でとある物を取り出した。

　それは、以前にも一度手渡された……、マイク付きイヤホンだ。

　って、まさかこれって……

「さぁ、準備はいいな？　如月きさらぎ軍曹」

「ラ、ラジャー……。たんぽぽ司令」

　まさか、再びこれをやる羽目になるとは……。





※






『聞こえているか如月きさらぎ軍曹？　オーバー』

　バイト中、耳に響くたんぽぽ司令の声。

　あの後、二人で裏口から店内に入り、司令は奥で待機。軍曹は戦場へ突入。

　一応、手伝いはするが、あくまで仕事優先なので手が空いている時のみと伝えたら、それは了承してもらえたので、司令も最低限の良識は持っていたようだ。

　ちらりとターゲットの様子を確認すると、ちょうどツバキが串カツを届けていた。

『聞こえているか如月きさらぎ軍曹？　オーバー』

「聞こえている。オーバー」

『私の声で性欲を持て余すか？　オーバー』

「大丈夫だ。問題ない。オーバー」

『では、ミッション開始だ。オーバー』

「ラジャー。……はぁ、行くか……」

　マジでだりぃ……。なんで俺が、わざわざこんなことを……っと、まずはサンちゃん達たちのテーブルの前に、他のテーブルを片づけねぇと。

『軍曹、そろそろ手が空いたのではないか？　オーバー』

「自分は現在、最優先ミッションを遂行中であります。オーバー」

　よし。それじゃあ、次はお客さんの注文を……

『軍曹、そろそろ手が空いたのではないか？　オーバー』

「自分は現在、最優先ミッションを遂行中であります。オーバー」

　急せかしすぎである。司令には、もう少し我慢する癖を身につけてほしいものだ。

　というわけで、テーブルの片づけ、他のお客さんの注文の確認を終えた俺は、いよいよ司令のターゲットであるサンちゃんと芝しばのもとへ。

「あ、ジョーロ。ゴミ捨てありがと。それにしても、少し時間がかかっていたみたいだけど、何かあったのかな？」

　最初に声をかけてきたのは、サンちゃん達たちのテーブルのそばに立っていたツバキだ。

　先程言っていた通り、料理を届けた後に軽く挨拶をしていたのだろう。

　うーん。一応、ここは適当な言い訳でも……

『理想の天使との遭遇により、性欲が暴発したと伝えよ。オーバー』

　それでごまかせると、本気で思っているのか？

「………り、理想の天使と遭遇してな。せい……ちょっと見とれてたんだ……」

　指令を聞きながらの発言なので、『………』という妙な間が空くことはご容赦願いたい。

「へぇ……。大変だね」

　うん、早速ツバキの目がすっげぇ鋭くなったね。

　現時点で疑われまくっちゃってるね、俺。

「そのイヤホンは何かな？」

『伸びに伸び──』

「伸びに伸びた耳毛だ」

『素晴らしいぞ軍曹！　私の指示を聞く前に発言するとは、成長したな！』

　司令も満足しているようで何よりだ。

　ツバキなら、今の発言で俺が困ってるって、気づいてくれそうなもんだが……

「……ふーん。そっか。分かったかな」

　スルーするのぉ!?　いや、そこはもっと食いついてよ！

「じゃ、ボクは厨ちゆう房ぼうに戻るかな。ゆっくりしてってね。サンちゃん、芝しば君」

「おう！　サンキューな、ツバキ！」

「ありがとう。ツバキ」

　本当にそのまま戻っちゃった！　行かないでよ！

『むふふ……。これで邪魔者は消えましたね。……っと、こほん。では、これより大おお賀が、芝しばの篭ろう絡らくミッションを開始する。成功率３００％とは言え、油断をするなよ？　オーバー』

　その自信、どこ産？

『では、声をかけろ。第一声は、たんぽぽって普段野球部ですごく活躍してるらしいな。だ』

　事実だとしても、自分で言ってる辺りどうかと思います。

「………サンちゃん、芝しば。たんぽぽって、普段野球部ですげぇ活躍してるらしいな」

「お！　突然どうしたんだよ、ジョーロ？」

「い、いや……」

『恋いとしくてせつなくて心強い天使の話を、本人がいない隙に密ひそかに伝えたいと言うのだ』

　てめぇは、どこの篠しの原はら涼りよう子こだ。

「………恋いとしくてせつなくて心強いたんぽぽの話を、あいつがいねぇうちに伝えたくてな……」

「たんぽぽの話ぃ？　そうだなー、普段から部活でよく頑張ってくれてるけど、他にも何かあるのか？　でも、ジョーロがそれを知ってるなんて意外だぜ！　仲いいんだな！」

　知らないし、仲も良くない。本人が、勝手に押し売りしようとしてるだけです。

「そうだな。たんぽぽは、入部当初は野球にあまり詳しくなかったけど、しっかり勉強してくれて、サンちゃんの言う通り今では頼れるマネージャーだけど……他に何かあるのか？」

『むひょひょひょひょ！　そうでしょう！　そうでしょう！　私は……こほん』

　さっきから司令、素が出すぎじゃね？

『そこに加えて、あの可愛かわいさだからもう股間がたまらんだろう、と確認せよ』

　さっきの密ひそかに伝える意外な一面の内容は、どうなったんだろう？

　相変わらず、目標を見失うのが得意すぎる下品な司令である。

「………そ、そこに加えて、あの可愛かわいさだから、もうこか……ドキドキするだろ？」

「いや、それは大丈夫だぜ！　たんぽぽは可愛かわいいけど、俺の趣味ってわけじゃないしな！」

「俺もその点は心配ないよ。あいつ、よく悪巧みをして失敗するから、そっちの印象が強くてどうも女の子としては見れないし……」

　司令、篭ろう絡らくする以前に貴女あなた様さまのしょうもない魂胆が漏れまくっていますが、大丈夫ですか？

『悪巧みをしているのではない。日々、野球部のことを考えて胸を痛めているのだと伝えよ』

　まるで反省していない！　いや、そもそもすでに失敗しそうなことに気づいてねぇ！

「………いや、それって悪巧みじゃなくて、野球部のことを考えて胸を痛めてるんだぜ」

「そうなのかぁ？　でも部活中、俺おれ達たちに五円玉を見せてきて、『貴方あなたはワタゲストになぁ～る！　貴方あなたはワタゲストになぁ～……ワタワタワタ！』って、自分で自分の催眠術にかかってたり、ユニフォームを洗濯する時は、『むふふ！　これに私特製の惚ほれ薬ぐすりを染しみこませれば……はぅ！　ワタワタワタ！』って、自分で自分の惚ほれ薬ぐすりの効果を受けて、ワタワタダンスを踊ってるぞ？」

　ワタワタしすぎである。

　ってか、サンちゃん、ワタワタダンス知ってるんだね……。

『軍曹！　すでに、目標の篭ろう絡らくは目前だな！』

　そうだね。日本とブラジルぐらいの距離には縮まったかな。

「なぁ、サンちゃん。そういえばたんぽぽ、遅くないか？　トイレに行くって言ってから……」

「そういえば、そうだなぁ～。早く来てくれないと、串カツも冷めちまうし……。じゅるり」

　司令、さっさと戻って来い。サンちゃんの口からヨダレが溢あふれかけてる。

　もう、串カツが食べたくて仕方がない顔になってるから。

『さっきトイレの前で会った時、偉大なる大天使が、戻るのに時間がかかりそうだから、先に食べていて問題ないと言っていたと伝えよ』

　あ、そこは気を遣うんだ。司令、意外と優しい。

「………さっきトイレの前で会った時、たんぽぽが、戻るのに時間がかかりそうだから、先に食ってて問題ねぇって言ってたぞ」

「そっか！　なら、そうさせてもらうか！　へへっ！　たんぽぽ、トイレで相当ダイナミックなヤツを捻ひねり出だしてるんだな！」

『ひょ!?　ひょぉぉぉぉ!?』

　落ち着け、ダイナミック司令。

『みんなのアイドル、たんぽぽちゃんはダイナミックなうんこなどしない！　プリティーなうんこをしているのだと訂正せよ！』

　結果、うんこしてんじゃねぇかよ。そこを訂正しろ、そこを。アイドル失格じゃねぇか。

　つか、他にも食事中のお客さんがいる中で、『うんこ』なんて言えるか。

「あいつ、そんなにダイナミックなヤツを我慢してたのか……。悪いことしたな……」

『むきぃぃぃ！　私はダイナミックじゃないんです！　とってもプリ──』

『君、そこで何してるのかな？』

　おや？　なにやらダイナミック司令以外の声が、イヤホンから聞こえてきたのだが……。

『ひょ!?　あの……、えっと……』

『ジョーロの様子が変だったから、何かあるだろうと思ってたけど、君が原因かな？』

　ツバキだ！　やっぱ気づいてくれてたんだ！

　そして、俺に直接確認するんじゃなくて元凶を取り除きにいってくれてたのか！

　やっぱり、ツバキってすっげぇ頼れる！

『そ、その……、あ！　そうだ！　閃ひらめきました！』

　閃ひらめいたとか言ってる時点で、アウトだとは気づけないらしい。

『私は、軽くプリティーなうんこをしているだけなので、この場は見逃して下さい！　むふ！』

　見逃せるわけねぇだろが！　何をどう閃ひらめいて、そうなった!?

　どこの世界に、裏口でプリティーなうんこをする客を見逃す店長がいるんだよ!?

『ふーん。……なら、そのスマートフォンは何かな？』

『折りたたみ式携帯便器です』

　迷い無き一言過ぎるわ！　それでごまかせるわけねぇだろ！

『軍曹、緊急事態だ！　荒野の淑女に発見された！　直ちに救援を──』

　たんぽぽ、それはまずい！　ツバキに胸の話題は……

『君、今なんて言ったかな？　あんな脂肪の塊なんて、どうでもいいことかな』

　脂肪フラグ成立！

『ひょぉぉぉぉ!!　な、なんなんですか、その般はん若にやみたいな顔は!?』

『気のせいじゃないかな？　とりあえず、お仕事の邪魔をした罰として、君には……』

『き、如月きさらぎ先輩、助け──』

　あ、プツって通信が切れた。

　多分だけど、荒野の……こほん。ツバキにヤられたんだろうな。どんまいだ、たんぽぽ。

「お、ジョーロ、どうした？　お前も串カツ、食うか？」

「いや、俺は仕事があるから平気だ。じゃ、ゆっくり楽しんでくれよ、サンちゃん、芝しば」

「おうよ！　にしても、たんぽぽ本当に遅いなぁ～！」

「よっぽどパワフルな戦いを繰り広げているんだろう。帰ってきた時は、温かく迎えてやるか」

　ま、間違いではないね。

　きっと、今頃ツバキからパワフルなお仕置きを繰り出されてるよ。





※






「ひっく！　ひっく！　怖かったです……。本当に怖かったです……」

　三十分後、ツバキへの恐怖を刻み込まれたダイナミックたんぽぽが、半べそをかいて帰還。

　ちなみに、俺は厨ちゆう房ぼうに寄ったので知っているが、たんぽぽはツバキからの怒ど涛とうの説教の後、罰として延々と皿洗いをさせられていた。そして、その時の様子だが……、

『うぅ……。どうして、こんなに可愛かわいい私が皿洗いなんて……こうなったら、隙を見て逃げ出し……ひょ！　なぜ突然、私の目の前に串が!?』

『逃げてもいいけど、針はり鼠ねずみになりたいのかな？』

『滅相もございません！　この通り、しっかりと皿洗いを──』

『口より手を動かしてほしいかな。まだまだ、沢山あるから早く終わらせてね』

『え？　まだまだ沢山？　でも、私はもうこんなに大量の……』

『へぇ……。文句があるんだ？　なら、やっぱり針はり鼠ねずみに……』

『ないですぅぅぅ！　まったくもう！　これっぽっちもありません！』

『いい子だね。じゃ、あと五〇枚……いや、特別に一〇〇枚にしてあげる。頑張ってね』

『ひぃぃぃぃ!!　如月きさらぎ先輩、助けてぇ～！』

　……めっちゃ怖かった……。

　ぜってぇ、ツバキを怒らせないようにしようと決意したよ……。

「たんぽぽ、大丈夫か？　その……、色々大変だったのか？」

　サンちゃんは優しいなぁ。たんぽぽの元気がないからって、心配してやるなんて。

　たださ、サンちゃん。トイレが大変だったと判断して、話をふってるよね？

　ま、たんぽぽが皿洗いで苦労してたって伝えれば、誤解はすぐに解けるか。

「……ひっく！　大変でした……。洗い物が止とめ処どなく出続けて……」

「荒いモノが止とめ処どなく出続けた……だと……？　そ、それはすごいな……」

　あ、ミラクル起きたわ。『洗い物』と『荒いモノ』で、奇跡のミスマッチが発生してるわ。

「そうなんです……。大きいのから小さいのまで多種多様で、ベタベタしてる物もありました。特にひどいのは中ちゆう途と半はん端ぱに残ってるやつです！　わざわざ、手で摑つかんで捨てたんですよ！」

「多種多様!?　ベタベタ!?　手で摑つかんで捨てた!?　い、いったい、どこに捨てたんだ!?」

「もちろんゴミ箱ですよ！　大おお賀が先輩、なに当たり前のことを言ってるんです？」

　そうだね。お客さんが食べ残した分は、ゴミ箱に捨てるしかないもんね。

「当たり前なのか!?　……いや、それはゴミ箱に捨てないで、ちゃんと流したほうが……」

「ダメですよ！　流したら、つまっちゃうじゃないですか！」

　水道がね。トイレじゃないよ。

「たんぽぽ……、お前、いったいどんなアナコンダを生み出したんだよ……」

「アナコンダなんて、生易しいものではありません！　あれは……神が天地創造の際に作り出した最強の生物と名高い悪魔……、そう！　まるで、リヴァイアサンのようでした！」

　ツバキがね。確かに、めっちゃ怖かったね。

　たんぽぽ、そろそろ会話がかみ合ってないことに気づけ。

　てめぇは今、名実共にクソヒロインとしての道を歩み始めているぞ。

「リ、リヴァイア……っ！　まぁ、とにかくおつかれ！　串カツ、一緒に食おうぜ！」

「……はい。もぐもぐ…………わぁぁぁ！　この串カツ、すっごく美お味いしいです！」

　串カツを食ったら、あっという間に元気になりやがった。

　やっぱり、チョロい。

「えへへ！　ひと仕事終わった後の串カツって、こんなに美お味いしいんですね！」

　たんぽぽよ、尻尾がついていたらピコピコと左右に揺れそうな、幸せな顔で串カツを食うのはいいんだが、サンちゃんと芝しばの顔をちゃんと見ろ。てめぇに戦慄しているぞ。

「たんぽぽって俺が思っていたよりも、すっげぇ豪快な奴やつだったんだな！　見直したぜ！」

「俺もだよ。さっき、あんなに嫌がってたピーマンも美う味まそうに食ってるし、なんというか……すごいな。ワタゲストの奴やつらって、どうなってるんだ？」

「おお！　なぜだか分かりませんが、大おお賀が先輩と芝しば先輩が私に興味を持ってくれています！　それなら、苦労した甲か斐いがありました！　作戦、大成功です！」

　大失敗どころの騒ぎじゃねぇよ……って、あれ？

　やけに不穏な足取りで、サンちゃん達たちの席に近づいている奴やつがいるぞ。

　あいつは……

「むふふ！　この調子なら、大おお賀が先輩と芝しば先輩が私にメロメロになるまで、あと──」

「まったく……、貴様は本当に変わらんな……」

　てっきり帰ったと思った、特とく正しよう北きた風かぜだ。

　なんっつーか、すっげぇ表情だな……。

　やけに強こわ張ばった顔で、まるで汚物を見るような目でたんぽぽを睨にらんでいるじゃねぇか……。

「……おや？　今の声は……うげぇぇぇぇ！　と、特とく正しよう先輩！」

　たんぽぽ。てめぇは、どんだけ女の子としての尊厳を失えば、気が済むのだ？

　とんでもねぇ声が出ちまってるぞ。

「久しぶりだな、大おお賀が。それに……もう一人はキャッチャーの芝しばだな？」

　そんなたんぽぽをスルーし、特とく正しようがサンちゃんと芝しばに対して、仏ぶつ頂ちよう面づらで声をかけた。

　ところで、試合の後に対戦校の奴やつと会うのって、どうなんだろう？

　特とく正しようは気にしてないどころか会いたがってたっぽいけど、サンちゃんと芝しばは……

「おう！　こないだぶりだな、特とく正しよう！　芝しば、知ってると思うけど、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の特とく正しようだぜ！」

「まぁ……、試合もしたし……。あのさ、サンちゃん。特とく正しようと知り合いだったのか？」

「ああ！　前に図書室のことを手伝ってくれたんだよ」

「そっか。え、えっと……久しぶり……」

　サンちゃんはあんまり気にしてなさそうだけど、芝しばは若干気まずそうだ。

　俺としては、芝しばの反応が妥当だと思う。だって、自じ分ぶん達たちが負かした相手に会うのって、正直気まずいもん。もし、俺がホースと会ったら、芝しばみたいな反応をするんだろうな。

「なんで、特とく正しよう先輩がここにいるんですか!?」

「ふん。偶然俺がこの店に立ち寄ったら、偶然貴き様さま達たちがその後に来ただけだ」

「なんということでしょう！　塩！　急いで塩をまかないと！」

　一匹、とんでもなく特とく正しようを嫌がっているアホがいるけど、まぁアレは気にしないでおくか。

「たんぽぽ、貴様はバカか？　店内で塩をまくなど、迷惑行為以外の何者でもないだろうが」

　特とく正しようが正論過ぎて困る。つか、この二人って同じ中学出身のはずだが、様子を見る限り……

「相変わらず、おめでたい頭をしているのだな。猿と大差がないのではないか？」

「うるさいです！　早くどこかに行って下さい！　むっきー！」

　これ、確実に仲が悪いやつだよね？

「如月きさらぎ先輩！　今こそ貴方あなたの力を見せる時です！　さぁ、この悪魔をお祓はらいなさい！」

　どの悪魔だろう？　俺には、一匹のリヴァイアサンしか見当たらないのだが……。

「たんぽぽ、あんま店内で騒ぐとツバキが怒るから、声を小さくしてもらえるか？」

「ひっ！　ツバキ様が!?　それはまずいですね……」

　たんぽぽにとって、ツバキは『様』付けをしなくてはならない相手となったらしい。

　まぁ、あんだけ恐ろしい目にあわされたら、そうなっても仕方ないか……。

「如月きさらぎ、店内も混雑してきたし、一人で食っていると少々手持ち無沙汰でな。だから、よければ大おお賀が達たちの席に移動させてもらいたいのだが、構わないか？」

　どうやら特とく正しようは、サンちゃん達たちの席に混ざりたいらしい。

　西にし木き蔦づたの野球部を気にしていたし、何か話したいことがあるのだろう。

「サンちゃん達たちがいいなら構わねぇが……、つか、特とく正しよう。てめぇは、今までどこにいたんだ？」

「少し…………、トイレで精神統一をしていた」

　なるほど。ここに、本当のダイナミック野郎がいたと。

「で、どうだ？　大おお賀が達たちが迷惑でなければ、同席させてもらいたい」

　特とく正しようは基本が仏ぶつ頂ちよう面づらなので分かりにくいが、よく見ると視線に落ち着きがなく、何も持っていない手をモゾモゾと動かしている。多分、緊張しているんだろう。

「俺は構わないぜ！　昨日の敵は今日の友って言うしな！　色々、野球の話をしようぜ！」

「お、俺も、平気だ、ぞ？」

「私は嫌です！　こんな人、絶対に──」

「助かる。では、失礼させてもらうぞ」

　無事、サンちゃんと芝しばの許可を得たところで、特とく正しようが空いていたたんぽぽの隣へ着席。

　自分で混ざりたいとか言っておきながら、特とく正しようは口元をヒクヒクと揺らしている。

　どんだけ緊張していやがんだ。

「むしゅるるるる……」

　ついでに、特とく正しようの隣に座ってる奴やつが、妙な威い嚇かくを発しているけど、まぁいっか。
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　とりあえず、特とく正しようが席を移動してくれたおかげで空きができたし、そこにお客さんを案内しておこう。

　若干、芝しばが心配だけど……




「──あのスクイズはかなり練習したからな！　けど、特とく正しようのバッティングもすごかったぞ！　あんなにサンちゃんの球をヒットにした奴やつなんて、俺は特とく正しよう以外知らないよ！」

「だな！　特とく正しようの打席は、こっちもいつも以上に力が入ったよな！」

「そうか。そう言ってもらえると、貴様の球を打つために練習した甲か斐いがあるというものだ」

　あ、もう仲良くなったのね。特とく正しようって、友達は少ないし誤解されやすいのかもしれないけど、共通の『野球』って話題があるとそうでもなくなるのか。

「大おお賀が、甲子園には俺おれ達たち以上の相手もいるから、油断するなよ？」

「おう！　絶対に優勝して帰って来るぜ！」

「頼もしい奴やつだな。応援しているから、頑張ってくれ」

　だな。優勝以外有り得ない。優勝しなかったら、それはもう天を滅す。

「ですねぇ～！　私の涙も、優勝すればより一層輝くでしょうし！」

「たんぽぽ、貴様はまた下らんことを考えているのか？　どうせ貴様の愚かな企たくらみなど失敗するのだから、大人しくマネージャー業務だけしていろ」

「むっ！　そんなの、特とく正しよう先輩には関係ないじゃないですか……」

「それがどうした？　関係がなければ、西にし木き蔦づた高校の野球部の活動に支障をきたす可能性のあることに口出しをしてはいけない、などというルールが存在するのか？」

　ないね。むしろ、俺的には野球部に余計なトラブルはほしくないから、特とく正しように一票。

「支障ですって!?　私のおかげで、どれだけ野球部の皆さんが癒いやされているか知らないくせに、適当なことを言わないで下さい！」

「野球部の部員が、癒いやされている……だと？」

　そこで特とく正しようが仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、眉をピクリ。その後、やけに強こわ張ばった顔になった。

「ならば、どんなことをやっているか、具体的に言ってみろ」

「そうですねぇ～！　グラウンドに水を撒まく時は水着になってサービスをしたり、時折ブロマイドを配布して喜ばせたり、頑張った人には投げキッスまでしているんです！　どうですか！　すごいでしょう？　むっふー！」

「貴様は、恥というものを知らんのか？　もはや、痴女の領域だな」

　一理ある！　でも、俺は痴女って嫌いじゃないよ！　母と姉は除くけどね！

「ち、痴女ですって！　この天使なたんぽぽちゃんに向かって、なんてことを！　だから、特とく正しよう先輩は嫌いなんです！」

　たんぽぽの発言に、特とく正しようの眉がさらにピクリ。ヒクヒクとした表情も悪化した。

　あれ、相当怒ってねぇか？

「俺は、貴様に嫌われるようなことをしたつもりは、一切ないはずだが？」

「ありますぅ～！　去年の夏ぐらいから、特とく正しよう先輩は私にすっごくいじわるになりました！　私が、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に潜入して葉は月づき先輩に会おうとする度、『無断で入るな』って邪魔してきますし、久しぶりに葉は月づき先輩達たちと会うことになった時、私が桜さくら原ばら先輩と草くさ見み先輩が鬱うつ陶とうしかったので下剤を一服盛ろうとしたら、それも邪魔してきたじゃないですか！　むっふー！」

　一兆歩譲っても、てめぇが悪いわ。

「ふん。他校に無断で入っていいわけがないだろう。それに、貴様は以前もチェリーさんとつきみに同様のことをやろうとして、間違えて自らで下剤を飲む羽目になっただろうが」

　なぜ、そこまでの目にあっておきながら、まるで懲りないのかが俺は不思議でならない。

「う、うるさいです！　やっぱり、高校生になった特とく正しよう先輩はいじわるです！　中学校で一緒だった時は、もっと優しかったのに！」

「俺が優しい、だ、と？　……戯ざれ言ごとだな」

　やばいって！　特とく正しようのコメカミに、青筋がビキビキ浮かんじゃってるって！

　あぁ～……。あんま知り合いのところに仕事中に行き過ぎるのは、気が引けるが……

「あ、あのよ……、店内には他のお客さんもいるし、喧けん嘩かはしないでくれよ。……な？」

「それもそうだな。……すまん、如月きさらぎ。気を遣わせてしまって」

　どうにか、特とく正しようの怒りが沈静化してくれたようだ。

　よかった、ここで火に油を注ぐような事態さえ起きなければ……

「やーい！　やーい！　如月きさらぎ先輩に怒られて、ざまぁみろです！　むふふふ！」

　どうせ、てめぇが何かすると思ってたよ、このボケ！

　なんで、すぐ調子に乗るんだよ!?　特とく正しようが礼儀正しく謝ってるのを、少しは見習え！

　あ、おい！　いきなり立ち上がって、俺の背中に回りこむなよな！

「さ、如月きさらぎ先輩、もっとガツンとこの人に言ってやって下さい！」

　どっちかって言うと、てめぇの頭部にゴツンと拳げん骨こつを叩たたき落おとしたい気分だ。

「たんぽぽ……。貴様は、随分と如月きさらぎが気に入っているようだな？」

　ヒィィ……。特とく正しようの鋭い目付きが怖いよぅ……。

「そりゃ、特とく正しようの勘違いだって。こいつとは、単なる腐れ縁だ。……な、たんぽぽ？」

「え？　如月きさらぎ先輩、何を言ってるんです？」

　たんぽぽの奴やつ、なにキョトンとした顔で俺を見てるんだ？

「私、如月きさらぎ先輩のこと、大好きですよ？」

「おわっ！」

　なっ！　無邪気な笑顔で不意打ちをかましてきやがって！　思わず、少しドキッと……

「だって、如月きさらぎ先輩。とっても利用しやすくて便利ですし、私が我わが侭ままを言っても付き合ってくれますし……、優しいじゃないですか！　だから、大好きです！」

　最初のやつ省けや。誰が便利だ、誰が。

「はぁ……。君はさっきから、どうしてジョーロのお仕事の邪魔をするのかな？」

　ん？　なにやら背後から新たな声が聞こえてきたのだが、今のはもしかして……

「ひょっ!?　ツ、ツバキ様……っ！」

「早くジョーロから離れて、席について静かにしてほしいかな。また、おしおきされたい？」

「め、滅相もございません！　直ちに戻らせていただきます！」

　てめぇは、どんだけツバキにビビってんだよ。

「ん。なら、許してあげる。それと、さっき頑張ってくれたからご褒ほう美びにこれ、あげるかな」

「む？　私に何か……こ、これは！　アイスです！　バニラアイスです！」

　ツバキがトンとたんぽぽに差し出したのは、うちの店でデザートとして提供しているバニラアイスだ。罰として皿洗いをさせたけど、その報酬は払うあたり、律りち儀ぎなツバキである。

「ありがたや！　ありがたやです！」

　バニラアイス一つで、崇あがめるまでいっちまうんかい。

「わぁ～！　甘くて美お味いしいです！」

「でしょ？　ボクも大好きなアイスかな。はい、サンちゃん達たちの分もあるかな」

「ツバキ、サンキューな！　感謝するぜ！」

　それから先は、ツバキの注意もあったおかげで、特とく正しようとたんぽぽの喧けん嘩かが起きることはなく、俺は普通にバイトをこなしていったのであった。

　それとついでに……

「ツバキ様は神です！　私、ツバキ様には逆らいません！　今後、ご命令などありましたら、何なりと申して下さいませ！」

「ん。じゃあ、何かあったらお願いするかな」

「かしこまりました!!　身命を賭として臨ませていただきます！　むふふ！」

　なんかツバキに、新しい手下が一匹できたのであった……。














【俺の運命はまだ終わっていなかった】









　午後八時。無事にバイトを完遂した俺が、事務所でクピクピとお茶を飲んで、マッタリと過ごしていると振動するスマートフォン。

　確認すると、姉ちゃんからメッセージと写真が送られてきていた。

『カラオケなう。みんな、歌が上手で超楽しい！』

　同時に送られてきた写真には、楽しそうにカラオケで盛り上がるパンジー達たちが写っていた。
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　やっぱり、みんな可愛かわいいなぁ～。……この写真、保存しとこ。

『ちなみに、あすなろちゃんの服も私が選んだのよ！』

　……ふむ。他の三人は、以前姉ちゃんに選んでもらった服を着ているが、あすなろもだったのか。恐らく、カラオケの前に買いに行ったのだろうな。

『つうわけで、どの子が一番似合ってるか、感想よろしくぅ～』

「うーん……。非常に甲乙つけ難がたいが、これだったらコスモスかなぁ～……」

　最初に姉ちゃんが選んだ露出多めのやつも似合ってたんだけど、俺がつい猛烈に批判しちゃったから、わざわざ選びなおしたんだよなぁ。でも、個人的にはこっちのほうが好き。

「お疲れ様、ジョーロ。今日は大変だったね」

「おわぁ！　ツバキか！　そ、そうだな！　おう！　おつかれぇ～！」

　大急ぎで姉ちゃんにメッセージを送って、スマホを隠してしまった。

　いや、別に見られても困るわけじゃねぇんだが……、なんか恥ずかしいじゃん？

「どうしたのジョーロ？　やけに鼻の下が伸びてるけど？」

「い、いや！　なんでもねぇ！　うん、なんでもねぇぞぉ～！」

「……なんだか怪しいけど、ま、いっか」

　どうやら、一応ごまかせたらしい。ならば、急いで話をそらしてしまおう。

　えーっと、話題話題……そうだ！

「あ、あれだな！　ツバキ、今日は仕事あがるの早いんだな」

「ん。明日はすっごく楽しみにしてた予定の一つがあるからね。代わりの人に入ってもらって、ボクも今日はおしまいかな」

「そ、そっか……」

　うっ！　姉ちゃんからの写真でウキウキしていたが、一気に冷めちまった……。

　といっても、別にツバキが悪いわけではない。こいつは、ただ純粋に明日我が家で行われるイベント……流しそうめんを楽しみにしているだけだ。

　そもそも、俺も流しそうめん自体は楽しみにしていた。

　だが、しかしだ……

「ジョーロ、表情が暗いよ。……もしかして、明日が楽しみじゃないの？」

「んなことはねぇさ……。けどよ、ツバキも知ってるよな？　明日、誰が来るか……」

「そうだね……。確かに、サンちゃんが来られなくなって、代わりにあの人達が来ることになったのはビックリだったかな」

　そう、事の発端は今日のアルバイト。サンちゃんがやってきたのは、串カツを食いに来たというのもあるが、それ以外にもう一つ、流しそうめんの欠席を俺に伝えるためだったのだ。

　今年の地区大会の決勝戦で使ったフォークボール。それは未完成の代物。

　なので、それを完かん璧ぺきに仕上げるための練習を、芝しばと一緒にするそうだ。

　それに伴い、本来であれば俺とサンちゃんでやるはずだった、流しそうめんの準備を俺一人でやることに……なればよかったんだけどなぁ～……。

「たんぽぽ。……それに、特とく正しよう君か……」

　そう。ここだ。ここが最大の問題なのだ。

　サンちゃんが流しそうめんの欠席を俺に伝えた際、近くで聞いていたたんぽぽが突然、

『私、流しそうめんやったことないです！　やってみたいです！　明日は、野球部の練習もお休みですし、混ぜて下さい！　むふふふ！』

　と、自らの参加を要請した。そして、次に特とく正しようが、

『如月きさらぎ。今日の礼も兼ねて、俺が大おお賀がの代わりに流しそうめんの準備を手伝おう。無論、準備が終わったらすぐに帰らせてもらう。あまり長居しても、貴様に迷惑をかけてしまうからな』

　と、唐突な提案をしてきたのだ。……たんぽぽはいいとしても、特とく正しようが問題だ。

　非常にありがたい提案だし、本人もすぐに帰るとは言っているが、それでも俺の家に来る以上、その日にやってくるパンジーと会う可能性がある。

　パンジーは、中学時代にホースやチェリー達たちと色々あった結果、中学時代の同級生を嫌けん悪おしているという話を、以前俺にしている。……そして、その中の一人が特とく正しようなのだ。

　なので、やんわりと断ろうと思ったのだが……

『私、特とく正しよう君が来ても問題ないわよ』

　どこからともなく、エスパー能力で察知したパンジーが、そうメッセージを送ってきた。

　もしかして、気を遣っているのかと気になり、本当に大丈夫かを聞くと、

『心配してくれてありがとう。けど、大丈夫よ。特とく正しよう君とたんぽぽは、中学時代、無害だった人ひと達たちだもの。……それに、本当に心配したほうがいいのは貴方あなた自じ身しんだと思うわ』

　中学時代の知り合いで、パンジーが嫌けん悪おしている人物の中に特とく正しようが入っているというのは、俺の勘違いだと理解できたのだが、やけに引っかかる言い回しだった。

「パンジーが少し心配だけど、本人が大丈夫だって言ってたんでしょ？　なら、信じて問題ないかな。パンジーが噓うそをつくような人じゃないのは、君が一番よく知ってることかな」

「そう、なんだけどな……」

　なんというか、嫌な予感がするんだよなぁ……。

　そして、毎度恒例のことではあるが、俺の嫌な予感ってのはほぼ１００％当たる。

　……ともあれ、これ以上気にしてもしゃあねぇか。

「んじゃ、ツバキ。俺はそろそろ帰るぜ。また明日な」

「ん。また明日かな」

　こうして、俺は事務所を後にして、裏口から出たのであった。




「……へ？」

「待っていたぞ。……ジョーロ」

　俺が店の裏口のドアを開けて外に出ると、そこに立っていたのは一人の男。

　ちょうど、先程の噂うわさの張本人である、特とく正しよう北きた風かぜだ。

　あのさ……、なんていうか君、今回出すぎじゃね？

　てっきり、ポッと出ていなくなると思いきや、サンちゃんよりも登場してる気がする……。

「その、俺の呼び方が……」

「貴様は友人からは『ジョーロ』と呼ばれているのだろう？　ならば、そう呼ばせてもらいたい。それと、俺は友人からは『フーちゃん』と呼ばれているから、可能であればそちらで呼んでもらえると幸いだ」

　あれぇ～？　この人、俺にアダ名で呼んでもらうことで、存在感アピールするつもりぃ～？

　でも、君は他校の人だし、流しそうめんの準備をしたら多分出番はおしまいだよ？

「分かった。じゃあ、今後もよろしくな。……フーちゃん」

　ま、会う機会があったら、仲良くはしてくよ。うん、どこかで会ったらよろしく。

「うむ。感謝する。……それと、実は貴様に話したいことがあって、ここで待っていたのだ」

「俺に話？」

　やだぁ～！　イケメンから親密っぽい話があるなんてジョーロドッキドキ～！

「つか、それなら店で待っててくれてりゃよかったじゃねぇか」

「貴様は何を言っている？　食事も終わった以上、長居しては迷惑をかけてしまうだろうが」

　いいって！　そんなかっこ良さ見せなくても、君がメインを張るなんてないんだからさ！

「そっか。んで、なんだ？」

「ああ、それなのだが、ここで立ったままというのも申し訳ないし……む？」

　いいかい？　メインやりたいなら、最低限ヤツにでも……なぁ～んて……およ？　およよ!?

「ちょうどいいな！　あそこに座って話すとしよう！」

　ちょっと待とうか。今日、俺はたんぽぽに呼び出され、裏口からゴミ捨て場へ向かった。

　だがその時、これはなかった！　こんな物は、ぜぇぇぇぇったいに！　どこにもなかった！

　なのに……、なのに……！　なぜ今は……………………

「ふっ。こんなところにベンチがあるとは、都合が良いいこともあるものだな」

　ぎぃやぁぁぁぁぁ!!　なんで裏口にポツンとスタンバってるんだよ!?　誰が置いた!?

「き、きやがったな……っ！」

　待て！　落ち着け、俺！　もう一学期は終わった！　だから、アレと決まったわけでは……

「あ、えっと……。まずは、隣に座ってもらえるか？」

　帰ってきたベンチィィィィィ！　一学期が終わっても、ベンチは終わらないのかよ！

「……お、おう……」

　俺は全身から冷や汗を発しつつ、フーちゃんの指示に従い、ベンチに腰を下ろす彼の左側に……、って左端に座られてるぅぅぅ！　……やっぱり、安定の『右』である。

　だが、指示に従ってもフーちゃんの言葉が続くことはない。

　なら、次に来るのは髪の毛クリクリか!?　クリクリなのか!?　……クリクリでしたぁ！

「あのっ……！　うぅ……！」

　男らしく、ハッキリ言えやぁぁぁぁ！　イケメンがなにモジモジしてんだよ！

「じ、実はな……。その……。俺は、一つ大きな悩みがあってな……」

　大きい悩みとか漠然とした言い方をやめい！　どの程度のサイズだ!?

　アークサイズか!?　超銀河サイズか!?　はたまた……、天元突破サイズか!?

「女は全て埴はに輪わに見える俺だが、その人物だけはさながらミロのヴィーナスのように見える！　それで、考えるだけで胸が苦しくなり、毎日すごく気分が高揚するのだ！　だから、自分勝手だとは思うのだが、口実を無理やり作って話しかけて……」

　慌てるな！　これまでも、でかすぎるトラブルを大量に解決してきた俺だ！

　最悪のパターンを想定して…………ははーん！　分かったぞ！

　悩みってことは……、さてはてめぇ、つきみかチェリーに惚ほれているな!?

　ホースを好きな女、しかもずっと仲良くしてきた相手だ。それに対して想おもいを伝えるというのは、さぞ勇気がいることだろう！　なぁーに、そんぐらいの悩みなら余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ！

　奴やつらに関わらないようにしつつ、完かん璧ぺきなアドバイスをしてやろうではないか！

　そうすりゃ、ご満足してさっさと帰るだろ。これ以上、余計なトラブルを抱えてたまるか！

「ジョーロ……」

　そして、フーちゃんの顔が近づいてくる。ゆっくりと、それでいて確実に。

　まさに恋するイケメンの表情だ。もう、かっこよすぎですよフーちゃん？

　そして、お互いの吐息がかかる距離まで近づくと、フーちゃんはグッと瞼まぶたを閉じた。

　俺を誰だと思っていやがる！




「俺は、ジョーロの後輩の蒲かま田た公きみ英えが好きなのだ!!」




　…………はて？　今、この人、ちょっと意味の分からないこと言ったんだけど、気のせい？

「蒲かま田た公きみ英え？　えっと、それって、たんぽぽってアダ名の……」

「うむ！　その通りだ！」

　気のせいじゃねぇぇぇ！　は？　フーちゃんがたんぽぽを好き!?　どういうこっちゃねん!?

　い、いや……、だが今までのことを思い出せ！

　アルバイトの時、こいつは店に来るなり、野球部の連中がここに来るかを聞いていた。

　野球部の連中と聞かれると男が連想されがちだが、一人だけ違う奴やつがいる！　たんぽぽだ！

　それに、俺と話していた時……

『ああ。ここに来ればもしかしたら、た……いや、なんでもない』

　あの言いかけてた『た』って、『たんぽぽ』の『た』かよ！

　もしかして、トイレで精神統一してたって本当だったの!?

　たんぽぽが来て、緊張して話しかける覚悟ができるまでずっとこもってたんかい！

「きっかけは──」

「去年、野球部のみんなが挑んだ地区大会の決勝戦だな？」

「なっ！　なぜ、分かった!?」

　様式美ってやつかな。

「俺は試合が終わった後、南口から帰ったのだが、その時、都合悪くホースが三さん色しよく院いんに交際を断られているのを見てしまっていてな……。なんと声をかければよいか悩んでいたのだが、その時たんぽぽは、すぐさまホースのもとへと向かい、優しく慰めていたのだ！」

　違うね。慰めるフリをして、ホースの彼女になろうと企たくらんで失敗しただけだね。

「あの時、俺は思った！　まさに奴やつは慈愛の天使！　これまで、全ての女が埴はに輪わに見えていた俺だが、たんぽぽだけは人間……いや、ミロのヴィーナスとして認識できるようになったのだ！　……そして、気づいたのだよ。俺が、たんぽぽに恋をしていると！」

　眼科だけじゃなくて脳外科も行ってくれば？　色々やばいよ、君。

「だが、一つ問題が起きてしまったのだ！　どうも俺は、たんぽぽに恋愛感情を抱いてからというものの、奴やつと相対すると緊張してしまうようで、普段以上に言葉が乱雑になってしまうのだ！　ゆえに、奴やつを女として認識してからは、その関係は悪化するばかりで……」

　そりゃ、大変だ。そのまま、永遠に関わらないほうが良いい。むしろ、そうしてくれ。

「そこでジョーロ！　貴様の助力を乞いたいのだ！」

「いや……、なんで俺なんだ？」

「貴様は、たんぽぽに懐なつかれているではないか！　奴やつは誰にでも優しさを振りまく天使ではあるが、心を開く相手は少ない。警戒している相手だと、威い嚇かくして逃げ出してしまうのだ！」

　野生動物か、あいつは。

「あそこまでたんぽぽが心を開いた相手など、俺は見たことがない！　正直に言わせてもらえば、ホース以上に貴様はたんぽぽに懐なつかれているぞ！」

　なんだろう？　自分の圧倒的上位互換のホースに勝てたのに、全然嬉うれしくない。

「一つ聞くんだが……、フーちゃん」

「なんだ？」

「今日、店で言ってた友人とか恋人に求める一番大事なことを、もう一度教えてくれないか？」

「ふっ。内面や自分との価値観の一致だな」

　髪をかきあげながら、決め顔である。

「……その結果が、たんぽぽ……と？」

「うむ！　奴やつの内面は慈愛溢あふれる天使だ！　そして価値観も、俺と一致している面が多いぞ！　たまに西にし木き蔦づた高校の練習風景を覗のぞきみると、部活に一生懸命だったからな！」

　軽いストーカーになっちまってるじゃねぇか。

「どうだ？　見事なまでの一致だろう!?　念のため、ワタワタダンスも極めてある！」

　勝手に踊って下さい。

「だが、これ以上はもう俺では無理だ！　だからジョーロ、後生だ！　俺に力を貸してくれ！」

　なるほど……。これで色々と合点がいったよ。

　パンジーの『心配すべきは貴方あなた自じ身しん』というメッセージの本当の意味。

　たんぽぽと話している時の、普段以上に高圧的で乱暴な口調。

　要するに、この特とく正しよう北きた風かぜという男は……、

「俺が、たんぽぽと普通に会話をできるようにしてくれ!!」

　ツンデレだったのだ……。







[image: 第三章　俺は多分やっていない]
















　本日は、図書室メンバープラス二名を加えた、総勢八名で流しそうめんを行う日。

　多少面倒なことはあれど、みんなで和わ気き藹あい々あいと楽しむ日だったはずなのだが……。

　──午後三時　如月きさらぎ家　リビング。

「私、そんなことをしていないわ」

「わ、私だって、やっていないぞ！」

「ボクも知らないかな」

「私もですよ！　するわけがありません！」

「俺もやっていないな」

「も、ももも、もちろん私もですよぉ～！　む、むふ！　むふふふ！」

　自らの関与を否定する六人の男女。異常なまでにピリピリとした空気。

　そんな状況下で我が幼おさな馴な染じみであるひまわりが、普段の天てん真しん爛らん漫まんな表情ではなく、真面目な鋭い視線で六人の男女を睨にらみつけ、ビシッと正面に向けて指をさす決めポーズを取り、

「殺人犯はこの中にいるよ！　じっちゃんの名にかけて、見つけちゃうんだから！」

　……なぜ、こんなことになってしまったのか？　それは、遡ること五時間前……。

　俺の部屋にやってきたひまわりの、とある行動から始まっている……。





※






　──午前十時　如月きさらぎ家　自室。

「最近、どうもツンデレと奇妙な縁で結ばれているような……」

　一人自室で、夏なつ目め漱そう石せきの『坊っちゃん』を読みながら、ついボソッと本音を漏らす俺。

　こんなことを言ってしまうのは、先日相談された特とく正しよう北きた風かぜ……通称『フーちゃん』と呼ばれる、眼めと脳が少々イカれたナイスガイからの予想外すぎる相談が原因だろう。

　それ以外にもう一人、いるようないないような予感はあるが……、気のせいだと信じたい。

　もし、俺の予想が当たっていたら嫉妬に狂ったパピーに殺されるし、外れていたら清せい楚そな野獣に殺される。どっちにしろ、バッドエンド直行だ。

　尚なお、今日はみんなで流しそうめんをやる日だが、現在如月きさらぎ家にいるのは俺と姉ちゃんのみ。

　父ちゃんと母ちゃんは、土曜日ということもあり二人でデートへと出かけていった。

　子供が高校生になってもラブラブな夫婦というのが、珍しいのか珍しくないのかは分からないが、離婚の危機などを迎えることはなさそうで安心している。

「おっはよー！　ジョーロ！」

　……ん？　ひまわりの奴やつ、来るのはえぇな。まだ、集合の二時間前だぞ。

　左手には、小さな黄色い女物のバッグを。右手には、コンビニのビニール袋を持っているな。

「あー！　ジョーロ、起きてる！　寝てなきゃダメなんだよ！」

　なぜ、俺は出会い頭に謎のクレームを受けなくてはならないのだろう？

「んなこと言われてもなぁ……」

「むぅー！　ジョーロのバカ！　ドーンってしてあげたかったのに！」

　うん。起きててよかった。

　ひまわりのドーンは、まじで『ドォン！』だから身体的ダメージがでかすぎる。

「もう、ひま。そんなに慌てて、雨あま露つゆの部屋に行かなくてもいいのに」

　続いて現れたのは姉ちゃん。玄関でひまわりを迎えてから、遅れてやってきた模様だ。

「みんなが来るのは十二時なのに、こんなに早く来るなんてどうしたの？」

「んとね、ジャスミンちゃんと一緒にお話したかったの！　だいがくせーになってから、あんまり会えなくなっちゃって、寂しかったから！」

「ありがとぉ～！　それじゃあ、私の部屋で一緒にお話しよっか。また、色々教えてあげる！」

　どうやら、うちの姉から新たなるビッチ技の伝達が、ひまわりに行われる模様だ。

「うん！　あ！　でもその前に、これ、ジョーロのお部屋におかせて！」

　そう言って、ひまわりが笑顔で机の上に置いたのは、右手に持っていたコンビニのビニール袋だ。サイズからして、そう大きな物ではないと思うが、何が入っているのだろう？

「ひまわり。それ、なんだ？」

「クリームパン！　流しそうめんの後に食べるの！　えへへ！　あまおうクリームパンだから、あまあまだよぉ～！　ジョーロ、食べちゃダメだよ！」

　ひまわりが持ってきていたのは、こいつの大好物であるクリームパン……、その中でも特にお気に入りの『あまおうクリームパン』だったようだ。

　これは、一つ三〇〇円もする少しお高いクリームパンで、数量限定で売られているひまわりが最も気に入っているクリームパンだ。ちなみに、初出はコミカライズ第一話だぞ。

　無料マンガアプリ『ジャンプ＋』で読めるので、興味のある方は是非よろしくお願いします！

　こういうこまめなマーケティングを、俺は欠かさないタイプなのである。

「分かった。てか、流しそうめんの後に食べるなら、台所に置いとけばいいんじゃねぇか？」

「ダメ！　あまおうクリームパンは大人気だもん！　いつ、誰が飢えた野獣になるか分からないんだから！　ジョーロしか頼れないの！」

　そりゃ、ひまわり限定で発動する魔性の力だろが。

　ま、本人が後で食うんだったら、好きな場所に置かせてやっていいか。

「よーし！　クリームパンもジョーロのお部屋にお預けしたし、準備オッケーだよ！　ジャスミンちゃんのお部屋にレッツ・ダーッシュ！」

「うん。レッツ・ダーッシュだね」

　ひまわりは、姉ちゃんの部屋に行くみてぇだし、俺は読書の続きをさせてもらうとするか。




　──午前十一時　如月きさらぎ家　自室。

　軽快に響くチャイムの音に誘いざなわれ、玄関のドアを開けるとそこに立つのは一人の男。

　集合時間の一時間前に来てくれると助かると伝えたら、きっちり一時間前に来る辺り、真面目な奴やつだ。

「よう、フーちゃん。今日は来てくれて助かったぜ」

　今日も相変わらずのキリッとした仏ぶつ頂ちよう面づらのイケメン。

　まさかのツンデレ枠（♂）を埋めた男……、フーちゃんだ。

「気にするな。先日の礼をしにきただけだ。それに、準備が終わったら俺はすぐに帰る」

「……そっか。その……、いいのか？　あいつもいるんだが……」

　むしろ、それ目当てで手伝いをするって言い出したんじゃないの？

「何を言っている？　今日はあくまでも貴様の手伝いで来ているのだから、俺の事情などいちいち気にする必要はない」

　くっ！　自分の欲望を御して、しっかりと手伝いのために来てくれていたとはっ！

　男の俺が言うのもなんだが、こんな立派な男があんな女に惚ほれてるなんて、もったいない！

「……それに、俺の目的は徐々に達成されてきているしな」

　この人は、満足気に何を言っているのだろう？

　まるで達成されてないどころか、まだ始まってすらいないと思うのだが……。

「分かった。じゃあ、そっちの件は今度ってことで」

「うむ。……それで、俺は何をすればいい？」

「えっとだな、もう竹は切ってあるから、組み立てを手伝ってもらってもいいか？」

「分かった。……そういえば、流しそうめんに使うホースは、準備してあるのか？」

　うっ！　別に他意はないんだろうけど、その単語はちょっとだけドキッとするな。

「あ、ああ……。家にあったヤツを使うつもりだぜ」

「貴様は馬鹿か？　古い物では、衛生上問題があるだろうが」

　言い方は中々厳しいが、これがフーちゃんの標準ということは先日で十分に理解できているので、特に苛いら立だちはなし。

「そっか。じゃあ、準備が終わったらホームセンターで新品のヤツを買いに……」

「その点ならば問題ない。念のため、来る途中に買ってきておいた」

　なにこの気遣いのプロ？　口は悪いけど、行動が優しすぎんだけど？

「助かるよ。えっと、いくらだった？」

「微々たる額だ。必要ない」

「いや、けどよ……」

「くどい。俺が問題ないと言っているのだから、問題ない。いちいち女々しいことを言うな」

「ダメだ。俺は問題があると思ってんだから、問題がある。そもそも、てめぇは準備の手伝いに来ただけだろ。女々しくていいから、払わせろ」

「むぅ……。分かった……」

　こいつ、口調は高圧的だけど、言えばちゃんと伝わるんだよなぁ。正直、ちょっと面白い。

「ジョーロ、誰来たのぉ～？　……あ！　特とく正しよう君だ！　お久しぶりだね！」

　お、ひまわりが来たか。多分、チャイムの音が気になって、様子を見に来たのだろう。

「その声は……、日向ひなた葵あおいか。久しぶりだな」

「えへへ！　覚えてくれててありがとっ！」

「一度聞いた声は、忘れないように心がけているからな。この程度、造作もない」

　一人を除いて、女の子が埴はに輪わに見えるフーちゃんは、声で誰かを判断している模様です。

「ん？　そちらの埴はに……こほん。女性は？」

　今、埴はに輪わって言いかけたよね？　つか、姉ちゃんも来て……うぉっ！

　完全に獲物を狙う野獣の目になってやがる！　フーちゃん、今すぐ逃げろ。

「はじめまして。私は、雨あま露つゆの姉の如月きさらぎ茉ま莉り花かです。年は十九歳で大学生。趣味は、裁縫とか料理とか、家事全般。得意料理は肉じゃがで、好きな音楽は、最近だとクラシックかな」

　おかしいな？　姉の趣味は弟いびりとゲームで、得意料理はカップラーメンで、好きな音楽はヘビメタだったはずだが？

「俺は、特とく正しよう北きた風かぜです。唐とう菖しよう蒲ぶ高校の野球部に所属しています。……はじめまして」

「ふふっ。礼儀正しい子だね」

「特とく正しよう君、すっごいバッターなんだよ！　しょーらいは、メジャーリーガーになるんだよね！」

「まだ将来のことは定めていないが、そうなれるよう日々努力をしている」

「へぇ、そうなんだ。……すごくかっこいいし、メジャーリーガーなら年収も……じゅるり」

　果たして外見にじゅるりなのか、年収にじゅるりなのか、せめて前者であってほしいものだ。

「ねぇ、雨あま露つゆ。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、二人で話せないかな？」

　しまった。まずは情報収集から入るらしく、狙いは俺だった模様だ。

「いや、これから流しそうめんの準備をすっから……」

「そっか。じゃあ、仕方ないね。うん、諦めてひまとポエってるから……」

「フーちゃん、すまんが少しリビングで、待っててもらってもいいか？」

　このクソ姉貴がぁぁぁぁぁ！　自分の欲望に忠実に俺を脅しやがって！

「問題ない。準備を始める時、声をかけてくれ」

「しのびねぇな」

「かまわんよ」

　その後、俺は姉ちゃんの部屋に連行され、フーちゃんの情報を洗いざらい説明させられる羽目になったのであった。無論、例の件については隠し通させてもらったがな。




　──正午　如月きさらぎ家　リビング。

　姉ちゃんへの情報提供の後、俺はフーちゃんと共に庭へと向かい、流しそうめんの準備を整えていた。最初は、俺の部屋で流しそうめんをやるなどというぶっとんだ案もあったのだが、さすがに大人数で俺の部屋というのは非現実的。なので、庭という話になったわけだ。

　そして、粗方の準備が完了したところで、最後にそうめんが流れるかを確認するために台所へそうめんをもらいにいくと、そこにはすでに他の参加者が全員揃そろっていた。

「あすなろ、茹ゆで終おわった分をザルに入れておくから、冷やしておいてもらえるかしら？」

「はい！　お任せ下さいパンジー！　準備はできているので、いつでも大丈夫ですよぉ！」

「取り分けはどのくらいの量がいいのだろう？　あまり多すぎても流すのが大変そうだし、少なすぎても……。うーん……、中々難しいね」

　キッチンのほうでは、今日も眼鏡のみ着用のパンジーがそうめんを茹ゆでる担当、あすなろがザルで冷やす担当、コスモスが取り分ける担当に就き、各おの々おの役割をこなしている。

「たんぽぽ、食器の準備をお願いしていい？　お箸とお椀わんを人数分用意してほしいかな」

「お任せ下さい、ツバキ様！　私は、食器の準備には定評があるのですよ！　むふふふ！」

「めんつゆはわたしがお家うちから持ってきたの使おっ！　ママの特製めんつゆだから、すっごくおいしいんだよ！」

　リビングのほうではツバキと手下たんぽぽが食器の準備を、ひまわりがめんつゆの準備を整えている。

　みんなで和わ気き藹あい々あいと会話を弾ませていて、なんというか非常に彩いろどり豊ゆたかな光景だ。

　しかし……、総勢六人の女の子が我が家にいるってのも、なんていうかすげぇな。

「おや、ジョーロ君。どうしたんだい？」

　先日、姉ちゃんに選んでもらった服を着たコスモスが、俺がやってきたことに気がつき、ニコリと笑顔を。白レースのワンピースに、七分丈のカジュアルなＧジャンを身につけていて、普段と異なるフランクな雰囲気をかもし出している。

　昨日、姉ちゃんが送ってきた写真で見たけど、直接見ると可愛かわいさ倍増だな。

　ついでに、……うん。さり気なくＧジャンの下のほうにいるね。……ゲコリーナちゃん。

「そうめんを、少しもらいにきたんですけど……」

「それなら、茹ゆで終おわっている分がここにあるから、持っていってくれて構わないよ」

「分かりました。じゃあ、もらっていきます。……あ、それとコスモス会長」

「ん？　どうしたんだい、ジョーロ君？」

　実は先程、姉ちゃんにフーちゃん情報を提供した時、

『てめぇ、前の買い物でコスモスちゃんにあんだけひどいことを言ったんだから、今日は分かってるよな？　まさか、メッセージで私に伝えて終わりとかにしねぇよな？　あの子、あんたに褒められたくて、大急ぎで洗濯して昨日と同じ格好で来てんだからな』

　と、軽い脅迫をされているので、俺はコスモスに言わなくてはならないことがある。

　悔しいが、正直姉ちゃんの言う通りだし、反省も込めて頑張るか……。

「あー、えっと……、その服、よく似合ってますね。普段と印象が違っていて、素敵です」

「本当かい？　ふふふ。やはり、直接言われると嬉うれしさが違うね。……ありがとう」

　うっ！　乙女チックに照れてくれればこっちが冷静でいられたのに、穏やかに微ほほ笑えまれてしまって、恥ずかしさが倍増だ……。

　本当は、前に姉ちゃんが選んでたやつもよく似合ってたんだけどね、あっちはちょっと刺激的過ぎて……【グリ】。

「いってぇ！　何しやがんだ、パンジー！」

「あら、ごめんなさい。ジョーロ君と間違えて、ジョーロ君の足を踏んでしまったわ」

「どっちも、結果として俺じゃねぇかよ！」

　上機嫌にみんなと話してたと思ったら、いきなりこれかよ！

　普段、ひまわりとかコスモスを褒めても怒らねぇくせに、なんで今日に限って怒ってんだ！

「その薄っぺらい胸に手を当てて、よく考えてみなさいな。お間抜けなジョーロ君」

「知るか！　んじゃ、俺は庭に行くからな！」

　ご丁寧につま先を踏みやがって……。メチャクチャ痛かったじゃねぇか……。




　台所から庭に戻ると、職人風のオーラを出しながら黙々と作業をする男あり。

「フーちゃん、待たせて悪かった。そうめん、もらってきたぜ」

「さほど待ってなどいないのだから、いちいち謝罪など下らん真ま似ねをするな。そんな暇ひまがあったら、さっさとそうめんが流れるか確認するぞ」

　多分、この人の言葉を訳すと、『謝らなくても大丈夫！　早くそうめん流そうよ、如月きさらぎ君！』って言ってるんだと思う。……本当は、たんぽぽと話したかったりしねぇのかな？

　うーん……。ここで、都合よくたんぽぽが庭にやってきたりなんて……

「やっほー☆　頑張ってる？　雨あま露つゆ、特とく正しよう君」

　貴女あなたじゃありません。

「どうしたの、雨あま露つゆ？　そんな変な顔をして？」

「……なんでもねぇよ、姉ちゃん」

「そっか。あ、特とく正しよう君。ここからは私と雨あま露つゆでやるから、少しリビングで休んできなよ」

「ですが、俺は準備のために来ただけなので……」

「準備のために来ただけでも、準備しかしちゃいけないってことはないでしょ？」

「……分かりました。ご厚意に感謝します」

　そう言うと、フーちゃんはペコリと頭を下げて、庭からリビングへと戻っていった。

　複雑な気持ちだ……。リビングにはパンジーがいるから、できる限りフーちゃんとブッキングさせないほうがいいと思うが、たんぽぽと少しぐらい話させてやりたいと思う自分もいる。

　……が、その二つよりも心配したほうがいいのは……

「はぁぁぁ～！　特とく正しよう君、合格！　完かん璧ぺきにデスティニー感じたわぁ～！」

　この姉の相手をさせられる、俺な気がする。

「窓からこっそり見てたんだけどさ、真面目に準備はするし、すごく気が利きくし、それでいてイケメンなんて……っ！　あの顔は、将来年収二〇〇〇万円以上は確実ね！」

　そんな顔、あるんだね。初めて知ったよ。

「いや、マジでビビッたわ。雨あま露つゆ、あんた何なの？　美女だけじゃなくて、あんなイケメンまで攻略するなんて……」

「おい、その語弊がある言い方を今すぐやめろ」

「あはは！　冗談よ、冗談！　それに、特とく正しよう君はすごく素敵な男の子だけど、私には無理ね」

「あれ？　やけに諦めんのがはえぇんだな」

　いつもだったら、ねちっこく粘りまくるんだが、もはや戦う前に敗北を察している感じだ。

「特とく正しよう君、作業をしながらずっと気にしてたのよねぇ～！　……リビングのほうを。それってつまり、そういうことでしょ？」

「さぁな。俺にはよく分かんねぇよ」

「……ふーん。なら、友達の秘密を守ろうとする優しい弟に免じて、そういうことにしといてあげる！　ほんじゃま、準備をするとしますか！」

「ああ。じゃあ姉ちゃん、水を流してもらえるか？」

「ほいよ！　……でも、よかったわぁ！　今年は、実家に帰ってきて大正解！　あんなイケメンと関われるなんて！　イケメンは、イケメンと繫つながってることが多いしね！　雨あま露つゆ、後でお礼をしてあげるから楽しみにしてなさい！」

「別にいいよ」

「遠慮すんじゃないわよ！　今回は、お灸きゆうじゃなくてお礼だから、安心してなさい！　んじゃ、こっちは終わったし、私は部屋に戻っててめぇを喜ばせる準備をしてくるわ！」

　ところでだ。姉ちゃんの発言で、一つ気になったことがあるので聞いてみよう。

「なぁ、姉ちゃん。イケメンがイケメンと繫つながってることが多いなら、俺もかなりのイケメンということに…………って、いねぇし！」

　もうどっか行ったんかい！　俺のワクワクはどうすりゃいいんだよ！




　──午後〇時三十分　如月きさらぎ家　玄関。

　というわけで、そうめんが流れるかの確認は終わり、姉ちゃんは自室へと戻っていったので、俺は再びリビングへ。みんなが談笑をする中、フーちゃんだけがポツンと一人でソファーに座っているのが印象的だ。でも、表情がやけにホクホクしているので、たんぽぽのそばにいれて嬉うれしかったんだと思う。多分、ロクに話してないだろうけど……。

「みんな、そうめんが流れるのも確認できたし、そろそろ始めようぜ」

「やったぁ！　わたし、もうお腹なかペコペコだよ！」

「ん。たんぽぽ、みんなの分のお椀わんを持ってきてもらってもいいかな？」

「お任せ下さい、ツバキ様！　私が必ず皆さんにお届けしてみせましょう！」

　それぞれがそうめんや食器類を運ぶ中、たんぽぽはどうやらお椀わん担当らしい。

　見事なまでに、ツバキの手下になっちまっているな。

　そして、順々に靴をはいて玄関から庭へ向かおうとする中……

「では、ジョーロ。今日はこれで失礼する」

　フーちゃんだけは庭に向かおうとせず、俺の家から立ち去ろうとした。

「あ、ああ。……えっと……、サンキューな」

「この程度のことで、いちいち礼を言うな。そもそも、礼を言うべきは俺のほうだ」

『たんぽぽちゃんと一緒にいれて嬉うれしかった！　ありがとっ！』と、この人は言っています。

　うーん……。本当は手伝ってもらったし、参加していってもらいたいんだが……フーちゃんはちょっと特殊な立場だからなぁ～。他の奴やつらも複雑な表情で、誘うか悩んでるし。

　なんやかんやでみんな、以前にあった唐とう菖しよう蒲ぶ高校との件を気にしているんだろう。

　……ん？　なんだ、パンジーのやつ？　いきなりフーちゃんのほうに行って……

「特とく正しよう君。せっかくだし、貴方あなたも参加していったらどうかしら？　準備だけしてもらって、帰らせるというのは、少し気が引けてしまうわ」

　まじかよ。パンジーからフーちゃんを誘うなんて……。

　いや、これは、こいつなりの俺おれ達たちへのメッセージなのだろう。『私は、本当に特とく正しよう君のことを気にしていないから、心配しないで平気』って、言葉ではなく行動で示したんだ。

「三さん色しよく院いん、俺は初めからそのつもりだったから、気にする必要はない」

　が、女の子が埴はに輪わに見えちゃうフーちゃんさんは、真の姿のパンジーからの誘いでもあっさり拒否。一度決めたことはやり通す、芯の強さがうかがえる瞬間だ。

「えー！　特とく正しよう君も一緒にやろうよ！　楽しいよ！」

「そうですよ！　流しそうめん、楽しいですって！」

「ボクもそう思うかな。特とく正しよう君、一緒に流しそうめんやろうよ」

　おっ！　パンジーの行動を見て、次々と女性陣がフーちゃんを誘い始めたぞ！

　もしかしたら、これなら……

「俺は来る予定でなかった者である以上、参加するつもりはない」

　ダメだこりゃ。ストイックっぷりがハンパねぇわ。

　はぁ、パンジーが平気なら俺も引きとめようと思ったんだが、こりゃ無理そうだな……。

「むふふ！　流しそうめん、楽しみです！　……おや？　特とく正しよう先輩はお帰りになるのですか？」

　すると、そこに微妙に遅れてやってきたたんぽぽが、めんつゆが入ったお椀わんの乗ったトレーを持って現れた。わざわざめんつゆを入れてあるとは、ちゃっかり気の利きく奴やつである。

「……な、何か文句でもあるのか？」

「いえ、特にないですよ！　帰るんだなぁと思っただけですし！」

「ならば、いちいち話しかけてくるな。鬱うつ陶とうしいやつだ」

「なんですって！　私に声をかけられて喜ばないなんて！　如月きさらぎ先輩を見習って下さい！」

　たんぽぽ、よくフーちゃんの右手を見てみろ。ピースサインになってるんだぞ。

　つまり、相当喜んでるんだ。それで。

「けど、てっきり特とく正しよう先輩も参加すると思っていたので、お椀わんを沢山持ってきちゃいました」

「な、なに!?　ふ、ふん……、参加人数を把握せずに、わざわざ俺の分まで持ってくるとは、相変わらず貴様は愚かな女だな」

『たんぽぽちゃんが俺の分まで！　なんて素敵な女の子なの！』とこの人は言っています。

「特とく正しよう先輩が参加しないって分かっていたら持ってきませんでしたよ！　むっふー！」

「以前に洋よう木きの串カツ屋で、俺は手伝いをしたら帰ると言っていたはずだがな……」

　たんぽぽ、よくやった。てめぇはまるで気づいてないだろうが、俺が心の賛辞を送ってやる。

　これなら、もう一押しでこの男はおとせる！

「なぁ、フーちゃん。このままてめぇが帰っちまうと、たんぽぽが入れためんつゆも無駄になっちまうし、参加してってくれねぇか？」

「……い、いいのか？　俺は他校の人間であるし……」

「私の用意したお椀わんでは不満だと言うのですか！　特とく正しよう先輩はひどいです！」

「ひ、ひどっ！　そういうつもりでは……」

　たんぽぽ、てめぇは狙ってやることはことごとく失敗するくせに、狙ってない時はそんないい働きができる奴やつだったのか！　ナイス揺さぶりだ！

「それなら、たんぽぽを傷つけないためにも、特とく正しよう君も一緒に流しそうめんを食べましょ」

「そうですよ！　特とく正しよう君も是非、参加して下さい！」

「ん。ボクもジョーロに賛成かな」

「わたしもさんせー！　特とく正しよう君も一緒に流しそーめんやろっ！　楽しいよぉ～！」

「ほら、みんなもこう言ってるしよ、他校とかそういうのは気にしねぇで参加してくれよ。せっかく仲良くなったんだし、俺ももっとフーちゃんと話してみてぇからさ」

「……そ、そこまで言われてしまっては仕方がない！　たんぽぽが余分にお椀わんを用意してしまったようだし、俺も参加させてもらおう！　ふははははは！」

　テンションの上がり幅すげぇ～。最初から、素直に参加したいって言えばいいのに……。

「……たんぽぽ、勘違いするなよ？　俺は、貴様が用意したお椀わんを、無駄にしないために参加するだけだ。あくまで、ついでなのだからな？」

「別に何も勘違いしませんよーだ！」

　はて？　今のフーちゃんの台詞せりふ……、どこかで誰かが言っていたような？

　あれは確かサザ……うっ！　なぜか頭痛がっ！　……うん。恐らく気のせいだな。




　──午後一時　如月きさらぎ家　庭。

　いよいよ始まった流しそうめん。

　各自、それぞれの場所で待機し、俺が流すそうめんをつかむのに奮闘している。

「あはは！　あすなろちゃん、そうめん全然つかめてないよ！　ガンバだよ！」

「むぅ～！　これは難しいです……。意外とそうめんが早くて……」

「コツがあるかな。流れているのをつかむんじゃなくて、場所を予測してつかむといいかな」

　あすなろは、案外こういうのが苦手なのか。

　新聞部で俊敏なイメージがあったから、ちょっとだけ意外だ。

「ジョーロ君、貴方あなたはさっきからそうめんをずっと流しているわ。そろそろ交代しましょ」

「サンキュー、パンジー。けど、平気だよ。てめぇは、大人しく食ってろ」

　つーか、俺は前に色々とやらかしているわけだし、今日はそうめん流す担当でいい。

「なら、私のお腹なかがいっぱいになったら、代わってちょうだい。私、そうめんを流すのをやってみたかったの」

「……分かったよ。じゃあ、その時は頼む」

「ええ。任せてちょうだい」

　ちっ。パンジーめ……。俺が、断れないような言い回しをしやがって……。

「あのあの、秋あき野の先輩！　私、貴女あなたに聞きたいことがあります！」

「ん？　どうしたのかな、たんぽぽさん？」

　おや、珍しい。たんぽぽが、コスモスに話しかけてるじゃねぇか。

「秋あき野の先輩ってとても綺き麗れいですけど、今まで、何度告白をされたことがあるんですか？　ちなみに、私は全部で98回です！　むふふ！」

　そういや、こいつはひまわりとコスモスをライバル視していて、どうにか学校で一番人気の女子になろうと目もく論ろんでたな。相手の戦力を知りたいってことか……。

「98回か……。ふっ……。やはり、俺の目に狂いはなかったな」

　狂ってるよ。たんぽぽ以外の女が埴はに輪わにしか見えねぇ時点で、とち狂ってるよ。

「告白された数かい？　う、うーん……」

「はい！　是非、教えて下さい！」

「すまない。実を言うと……、覚えていないんだ……」

「覚えていない？　それはつまり、さほど告白をされた経験がなくて……むふ！　むふふふ！　これは、もしかしたら私にも勝機が……」

「君は、今までに食べた米粒の数を覚えているかい？」

　一杯目の時点で分かんねぇよ！　どんだけ告白されてんだよ、コスモスは!?

「ひょ!?　こ、米粒!?　いえ、覚えていません……」

「そうだろう？　つまりはそういうことなんだ……。それに、好意自体には感謝するのだが、私は、自分の好きな人とそういう関係になりたいし……」

　やめて。そんなチラチラと、俺のほうを見ないで。

「あ、圧倒的戦力差です……。やはり、胸が……」

　絶対、そこだけじゃないと思うけどね。

「……私、ちょっとリビングに戻っています……。今後の対策を練らねばならないので……」

「それなら、ボクも一緒に行くかな。そうめんなくなってきたし、取りに行ってくるかな」

「ツバキ様、私が傷ついていることを察して！　ああ、なんとすんばらすぃ御お方かたでしょう！」

　都合のいい勘違いをしすぎではないだろうか？




　──午後二時　如月きさらぎ家　庭。

　開始から一時間。そろそろみんな満腹になってきたが、相変わらず元気にそうめんを食べるひまわり。そして、パンジーと交代してもらった俺も、今は食べる側だ。

　ついでに、庭の端ではもう満腹になったたんぽぽが、フーちゃんと不毛な言い争いを繰り広げているが、誰も触れようとはしていない。

「んー！　そうめん、おいしい！　わたし、まだまだ食べれるよぉ～！」

「おい、ひまわり！　てめぇが上で全部取っちまうと、一番下の俺が……」

「だいじょぶ！　ジョーロも頑張れば、沢山食べれるよ！」

「どう頑張っても、てめぇが上で取ってんだから食えるわけねぇだろが！」

「ジョーロ君、楽しい？」

「また俺の分が！　……ん？　あ、ああ。楽しいよ。代わってくれてサンキューな、パンジー」

「私もそうめんを流すのが楽しいから、お互い様ね」

　いつもは毒舌ばっかのくせに、たまに優しいんだよなぁ、こいつ。

「そういえば、コスモスさん。明後日あさつてに行く海の水着はもう準備してあるのかな？」

「もちろんだよ、ツバキさん！　ふふふ……、みんなで一緒に行く海は、私がとても楽しみにしていたイベントの一つだからね！」

　海……。都会の喧けん騒そうから離れ、開放的になる素晴らしき場所！

　それに、今回はまだあの御お方かたの召喚もしていないし、楽しみが二段重ねだ！

　うひひひ……。どこで顕けん現げんなさってもらうか、今からじっくりと熟考せねばならんな……。

　ポロリにするか、お着替えにするか……、日焼け止めヌリヌリにするか……、悩ましいぜ。

「雨あま露つゆー、お待たせー」

「……ん？　姉ちゃん、どうしたんだ？」

　そういや、流しそうめんの準備をしていた時に、俺のおかげでフーちゃんと関われたから、そのお礼をするとか言って、部屋に戻ってたんだよな。

　で、その準備が終わったから、庭にやってきたと。して、一体なに、を……

「ふふっ。さっき言ってたお礼をしにきたよ。どう？　嬉うれしいでしょ？」

「…………」

「雨あま露つゆの大好きな、うさちゃんだよ！」

　ぜんっぜん、嬉うれしくないんですけどぉぉぉぉ!?

　なんで俺が、実の姉のバニーガールコスプレを見て喜ぶと思ったんだよ!?

　そういうのは、ここにいる家族を除外する誰かに着せてくれよな！

　なんで、自らお色気要員として行動をしてんだ、この姉は!?

「あ、あのよ……、姉ちゃん。俺は、別にんなことされても……」

「皆まで言わなくても、大丈夫。ちゃんと分かってるんだから！」

　皆まで言わせろや。あんたはなんも分かってねぇよ。

　なぜ、片手にお椀わん、片手に箸を構えて近づいてきてやがる。

「ご主人さまぁ～ん☆　流しそうめん、食べさせてあげるぴょん☆　はい、あーん……」

　あーん！　実の姉にそうめんを食べさせてもらって、喜ぶわけねぇだろが！

「姉ちゃん、マジでやめろって！　俺、ほんとに嬉うれしくねぇから！」

「あれ？　てっきり雨あま露つゆなら、大喜びすると思ったんけど……、失敗しちゃったか。てへ☆」

　なにお茶目な失敗を演出しているんだか……。本当に、この姉は苦手だ……。

「わぁ～！　ジャスミンちゃん、可愛かわいい！　でも、どーしてそんなかっこーしてるの？」

「雨あま露つゆ、うさちゃんが大好きだから、ビックリさせようと思ってね。お部屋にこっそり置いてるエッチな本、ほとんどうさちゃんだったもんね。つまり、サプライズプレゼント！」

　俺の密ひそかな趣味を、赤裸々に暴露されたことがサプライズプレゼントだよ！

　なんなのこの人!?　本人的には親切のつもりでやってるのが、余計にたちが悪い！

「ご主人様は、相変わらず素敵な趣味だぴょん。私、困っちゃうぴょん」

「う、うるせぇよ、パンジー！　なんでいきなり喋しやべり方かたが変わってんだ！」

「おかしいわね。貴方あなたの趣味に合わせたつもりだったのだけど……、嬉うれしくなかったぴょん？」

　喜ぶと思ってやってねぇだろが！　俺、パンジーのこういうところ、ほんっと嫌！

「けど、前に来た時から新しい物が増えているみたいだし、また性欲にまみれた愚鈍な豚さんご主人様のお部屋に入らないといけなくなってしまったぴょん」

　しかも、俺の部屋に入って新たなコレクションの撲滅まで狙ってやがる！

　はぁ……、マジで最悪だ……。




　──午後二時五十分　如月きさらぎ家　リビング。

　流しそうめんを堪たん能のうした後、片づけを終わらせた俺おれ達たちは、それぞれがリビングで休んでいた。

「楽しかったね！　またやりたいね、コスモスさん！　今度はサンちゃんも一緒がいい！　んしょ！　……やったぁ！　ペア完成だよ！」

「ああ、そうだね。是非、またやろう！　サンちゃんが参加したら、沢山食べそうだし、今日よりもそうめんを用意しておいたほうがいいだろうね！　……ああっ！　ダメだった……」

「折角だし、その時は串カツも用意しておくかな。サンちゃん、串カツ大好きだし。……残念。じゃあ、パンジーの番かな」

　だな。次は絶対に、サンちゃんも参加してもらいたい。

　折角だし……、甲子園が終わった後にもう一度やるってのも、ありだな。

　みんなの予定を聞いて、やれるかどうか確認しておくか。

　……ちなみに、サンちゃんの話と同時進行で別の発言が目立つのは、ひまわり達たちがババ抜きをやっているからだ。参加しているのは、俺とフーちゃん以外の女の子達たち。

　みんな、すさまじい熱気でババ抜きに挑んでいる。まるで、命がけの戦いを行っているような必死さに、見てるこっちがたじろぎそうだ。

「……さっきまでのツバキの傾向を考えると、ここに……できたわ。ペア完成よ！　さ、たんぽぽ、早くひいてちょうだい」

　ポンとテーブルにハートの４とスペードの４のペアを捨てて、ガッツポーズをするパンジー。

　意外とガキっぽい性格をしているのは知っていたが、ここまでババ抜きで熱くなるとは……。

「むふふふ！　では、三さん色しよく院いん先輩から失礼して……ひょ!?　なぜ、この完かん璧ぺきな私にババが!?」

　たんぽぽ、それを言っちまったらてめぇの勝利は遠のくばかりだぞ……

「は、羽はね立たち先輩！　このカードがおすすめですよ！　さ、ご遠慮なさらずに……」

「分かりました！　では、それ以外のカードを引かせていただきます！」

「ひ、ひどいです！　私の手札からババが消えません！　むっふー！」

　多分だけど、最下位はたんぽぽだと思う……。あいつ、ババ抜き弱すぎ……。

　ちなみに、誰が勝ちそうかという話だと……、俺の予想はパンジーではない。

　パンジーは頭の回転も早いし、俺に対しては謎のエスパー能力を持っている。

　だから、ババ抜きもかなり強そうなイメージはあるが、それ以上に強い奴やつが一人いるのだ。

　それは……

「でーきた！　えへへ！　これで、わたしがいっちばーん！」

「「「「なっ!!」」」」

　最後の二枚のペアをテーブルに捨てて、喜ぶのは我が幼おさな馴な染じみであるひまわり。

　愕がく然ぜんとした表情をしているのは、パンジー、コスモス、あすなろ、たんぽぽだ。

　やっぱり、ひまわりが勝ったか。ほんとこいつって、ババ抜きメチャクチャつえぇんだよな。

　俺も幼い頃から何度もひまわりとババ抜きで勝負をしているが、一度も勝てたことがない。

　どうも、こいつは本能でババの位置を的確に見抜き、自分に必要なカードを引いていく能力に長たけているようで、次々とペアを完成させて勝利を摑つかんでしまうのだ。

　いくら頭脳が優れていようと、野生の本能には勝てないってわけだな。

　尚なお、案の定最下位は、最後までババを死守する徹底っぷりを見せた、たんぽぽだった。

「うぅぅ……。なぜ、誰もババを引かないのでしょう？　理解不能です……。こんなことでは、ワタゲスト候補生からの好感度がドンドン下がってしまいます……」

「ふっ。誰もが嫌がることを自らが引き受ける……。さすが、我がミロのヴィーナスだ」

　大丈夫だ、たんぽぽ。代わりに、超絶ワタゲストの好感度は、ガンガン稼げているぞ。

「……あ！　そだ！　わたし、クリームパンとってくる！　あまおうクリームパンだよ！」

　そういや、ひまわりは流しそうめんが終わったら、クリームパンを食べるって言ってたな。

　ババ抜きで一番だったこともあってか、すさまじく上機嫌にウキウキと頭を揺らしながら、リビングを出て俺の部屋に向かって行ったよ。

　……本来であれば、コレクションを守るため、俺も一緒に行くべきなんだが、すでに削除済みなので行く理由はなくなった。ある意味、とっても綺き麗れいになった俺の部屋である。

「ジョーロ、今日は参加させてくれて感謝する。非常に充実した有意義な時間を過ごせた」

　終始、たんぽぽと喧けん嘩かばかりだったけど、本人的には満足だったらしい。

「ああ、楽しんでくれたならよかったよ」

「むふふ！　如月きさらぎ先輩も楽しかったでしょう？　こんな天使の私と流しそうめんを一緒にできたのですから！　あ！　明後日あさつてに行く海も、存分に私を愛めでてくれて構いませんからね！」

　いつの間に、たんぽぽが海に来ることになったのかは知らんが、どうやらついてくる気満々なようだ。なぜ、こいつはいちいち俺につっかかってくるのだろう？

「たんぽぽ、貴様はジョーロ達たちと共に海へ行くのか？」

「そうですけど……、何か問題でもありますか、特とく正しよう先輩？」

「別に何もない」

　フーちゃん、仏ぶつ頂ちよう面づらなのに、うろたえた視線で俺を見るのやめて。

　……仕方ねぇな。あの問題はさっさと解決したいし……

「予定が空いてたら、フーちゃんも来ねぇか？　ちょうど俺とサンちゃんだけじゃ男が少ねぇって思ってたんだ。だから、来てもらえると助かるんだが……」

「貴様が神か？」

　いいえ、人間です。

「ふ、ふん……。ジョーロにそこまで言われては仕方がない！　偶然にも、明後日あさつては野球部の練習は休みだし、偶然にも、塩水の摂取に並々ならぬ関心も抱いていたし！　偶然にも、参加してやらんこともないぞ！　然さばかり偶然だがな！　ふはははは！」

　新たなる偶然の使者、誕生の瞬間である。最初のやつ以外、絶対偶然じゃねぇ……。

「あ、ああ……。そいつは、よかっ──」

「ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「うわっ！　な、なんだ!?」

　突如として、如月きさらぎ家全体に響くような叫び声。続いて、ドタドタと階段を下りる音。

「どーいうこと!?　ふぅー！　ふぅー！」

　バンと乱暴な音を立てて開かれるドア。

　そこから、なぜか怒り心頭で鼻息の荒いひまわりが現れた。

「ない！　ないの！　ジョーロ！　なくなっちゃったんだよ！」

「えっと……、何がなくなったんだ？」

「わたしのクリームパン！　あまおうクリームパンが、なくなっちゃってるんだよ！」

「それって今け朝さ、俺の部屋に置いてったやつか？」

「そうなの！　わたし、楽しみにしてたのに！　食べようと思ってジョーロのお部屋に行ったら、なくなってたの！　ジョーロ、わたしのクリームパン、食べた!?」

「いや、食ってねぇけど……」

　そもそも、食う暇ひまなんてなかった。俺は流しそうめんが始まってから、ほとんどリビングと庭にいたし、部屋になんて一歩も入っていない。

「うぅぅぅ！　ジョーロ、噓うそついてないから食べてない……。じゃあ、他の誰かが食べちゃったんだ！　誰!?　わたしのあまおうクリームパン、食べちゃったの！」

　普段から不機嫌になることは多々あるが、ここまで怒ったひまわりを見るのは珍しく、みんなどこか驚いた様子だ。

「私、そんなことをしていないわ」

「わ、私だって、やっていないぞ！」

「ボクも知らないかな」

「私もですよ！　するわけがありません！」

「俺もやっていないな」

「も、ももも、もちろん私もですよぉ～！　む、むふ！　むふふふ！」

　というわけで、皆さん。大変お待たせいたしました。

　冒頭のところまで、ようやく辿たどり着つかせていただきましたよ。

「殺人犯はこの中にいるよ！　じっちゃんの名にかけて、見つけちゃうんだから！」

　ひまわりさんの祖父は農業を嗜たしなんでおりますが、何にかけるのでしょうね？

　……まぁ、つまりはこういうことだ。

　今け朝さ、ひまわりが流しそうめんの後に食べようと、楽しみにして俺の部屋に置いていた『あまおうクリームパン』が姿を消した。容疑者は全部で六人。パンジー、コスモス、あすなろ、ツバキ、たんぽぽ、フーちゃん。この中の誰かが、ひまわりのクリームパンを食べてしまったようで、その犯人をひまわりは探そうとしている。

「ジョーロ、これは間違いないね！」

「えっと、何が間違いないんだ？」

「クリームパン殺人事件だよ！」

　ネクストひまわりズヒィィント！　『クリームパン』。




「というわけで、そーさ開始だよ、ジョロソン君！」

「はぁ……、そうですか……」

　三分後、どこからともなく用意した、チェック柄の鹿撃ち帽をかぶる迷探偵ひまわり。

　隣には、噓うそをついていないと断定されたおかげで、容疑から外れた探偵助手のジョロソン君。

　正面には、犯人と疑わしき六人がそれぞれ、ソファーや座ざ布ぶ団とんに座っている。

「こーいう時、一番怪しいのは第一発見者だよ！　最初に発見したのは……わたしだったよ！」

　さすが、迷探偵。自ら率先して、犯人になりにいってしまわれた。

「わたし、やってないよ！　ジョロソン君！」

　知ってる。そんな必死に俺の腕を握り締めて、無実を訴える意味はない。

　そもそも、君がクリームパンを食べてたらこんな騒ぎにならない。

「ひまわりがやってねぇってのは、ちゃんと分かってるよ。だから、大丈夫だ」

「わぁぁぁ！　信じてくれた！　わたし、嬉うれしい！」

　喜んでるのは分かったから、今はあんまりくっつかないで。こう、フワッとした柑かん橘きつ系のシャンプーの香りが漂ってくるのは素敵なんだけどね、周りの視線がとてつもなく痛いの。

「ひ、ひまわり、離れてくれ！　んで、さっさと捜査を始めるぞ！」

「うん！　一緒にがんばろーね！　よーぎしゃ達たちに尋問だよ！」

　まぁ、そこからスタートだよな。えーっと、それじゃあまずは……

「なんで、クリームパンを殺食しべたんだ？　……たんぽぽ」

「ひょ!?　な、なぜ私を真っ先に疑うんですか!?」

　おっと、いかんいかん。つい、断定をしてしまったぞ。

　いやはや、普段の行動から決め付けてはいけないと思いつつも、本能には逆らえんな。

　けど、こいつだけ、みんなの中で明らかに怪しい声を出してたし、挙動不審だったからなぁ。

「私、殺食しべてません！　そもそも、日向ひなた先輩がクリームパンを持ってきていることだって、知りませんでした！　むっふー！」

「正直になれよ。ほら、素直に言ったら怒らないからさ」

「それ、素直に言っても怒られるやつです！　ひどいです、ジョロソン君先輩！　私、今まで沢山優しく利用してあげたのに！　恩を仇あだで返されました！」

　俺としては、仇あだを仇あだで返してる気持ちなんだけどね。

「ジョロソン君。恐らくだが、たんぽぽは殺食っていない」

「へ？」

　そこで、一つの弁護が入った。ポツンと部屋の端の座ざ布ぶ団とんに座っている、たんぽぽの隠れストーカー、フーちゃんである。

　ところで、みんなして俺を『ジョロソン君』って言うの、やめてくんない？

「特とく正しよう先輩……。いつもいじわるばっかりするのに、肝心な時だけ優しいなんて！　もしかして、貴方あなたは隠れワタゲストだったのですか！　むふふ！　仕方ないですねぇ～！」

「調子に乗るな！　貴様が犯人ではないと判断しているから、進言しているだけだ！」

「ひょ!?　なぜか怒られました！」

　フーちゃん、図星をつかれたからといって怒鳴らないように。

「なんで、たんぽぽは犯人じゃないんだ？　フーちゃん」

「そもそも、今回クリームパンはすでに殺さ食べられてしまっている。……が、たんぽぽの下らん悪巧みはこれまで成功した試しがない。確実に失敗するのだ。もし、この女がクリームパンを殺そうとしたら、逆に殺され返されている可能性が高いだろう」

「それは……、確かに……」

「なんで、私がクリームパンに殺されなくちゃならないんですか！　むっふー！」

　俺もどうやって殺されるかは分からないけど、君ならやられかねないとも思う。

「つまり、たんぽぽちゃんは犯人じゃないってことだね！」

　まぁ、たんぽぽは問い詰められると、墓穴を掘りまくるプロだからなぁ。

　必死に否定している以上、違う可能性は高いのだろう。……多分だけど。

「むぅ～！　納得はいきませんが、犯人でないと分かっていただけたなら、我慢します……。あ、助けてくれてありがとうございました！　特とく正しよう先輩！」

「ふ、ふん……。礼など、いちいち下らん真ま似ねをするニャ」

　語尾、おかしいよ。

「しかし、たんぽぽが犯人じゃねぇとなると……」

「だいじょぶ！　ジョロソン君、わたしにめーあんがあるよ！」

　なるほど、迷案か。事件は迷宮入りかもしれんな。

「この中で、ジョロソン君のお部屋にこっそり入った人がいるの！　その人が怪しいよ！」

　あら、意外とまともな案だった。

　確かに、元々俺の部屋に置いてあったクリームパンだ。

　殺すとなれば、室内に入らねばなるまい。

　して、それは……

「パンジーちゃん！　ジョロソン君のお部屋に入ったでしょ！」

　まさかの人物すぎるだろ！　いや、けど、パンジーは俺の部屋に入っていた！

　先程、俺のコレクションを削除するって言って……。まさか、その時にクリームパンを!?

　いや、そんなわけ……

「そうね……。私はジョロソン君のお部屋に入ったわ」

　容疑をお認めになった！　こいつが、そんなに食い意地の張った奴やつだったなんて……。

「パンジーちゃん、気持ちは分かるよ……。あまおうクリームパンを目にしちゃったら、人は理性を保てないもんね……」

　それは、ひまわりさん限定です。

「ついに事件が解決したよ！　犯人は、パンジーちゃんで──」

「ひまわり、私はジョロソン君のお部屋には入ったけど、クリームパンを殺してはいないわ」

「えぇぇぇぇ!?　それ、どーいうこと!?」

「簡単よ。私がお部屋に入った時、クリームパンはすでに姿を消していたの。そもそも、ジョロソン君のお部屋にクリームパンがあった事実自体、私は貴女あなたの発言で知ったぐらいよ」

「そうだったんだ！　……でも、確かにジョロソン君のお部屋に入った時、クリームパンの匂いは全然しなかった！　もしあそこで食べてたら、もっといい匂いがするもんね！　つまり、犯人はジョロソン君のお部屋で食べてない！　別の場所にいどーさせて食べちゃったんだ！」

　嗅覚だけは、そこらの名探偵より優れているひまわりさんである。

「パンジーちゃん、疑ってごめんね……」

「気にしないで平気よ。分かってくれて嬉うれしいわ」

　ひまわりさん。探偵なら、もう少し疑ったほうがいいんじゃないかな？

　パンジーって、噓うそは絶対つかないけど、言い回しをうまいことして物事を隠す時はあるよ？

「でも、そうなると、パンジーちゃんより先にお部屋に入った人がいるってことだよ！　みんな、ジョロソン君のお部屋に入った!?」

「ボクは入ってないかな」

「私も入ってないですよ！」

「俺も入ってないな」

「かっかっか！　小生が入るはずがありませぬぞ！」

「むふ！　私も入っていません！」

　よし、犯人が見つかった。

　そういえば、フーちゃんが帰ろうとするのを引き止めている時、一人だけいない侍がいたな。

　ページを戻っ……こほん。俺の超人的な記憶力で思い出してみたが、間違いない。

　恐らくだが、あの時だ。

「……コスモス会長。貴女あなたは、俺の部屋に入りましたね？」

「笑止！　ジョロソン君殿！　小生、そのようなことは──」

「入りましたね？」

「あ、あぅ……。入りました……」

　大変素直でよろしい。

「コスモスさん……、どーして、そんなことを……？」

「その……、以前にジョロソン君の家に来た時、彼のお部屋でゴロゴロできなかったから……、つい、魔が差してしまって……。お部屋で、ゴロゴロしてしまったんだ……」

　事前許可を取れや。てめぇは、一人で何をしとるんだ。

「こう、ベッドでゴロゴロしてると、ジョロソン君の匂いがして……それに、ギュッてしてくれているみたいで……、は、恥ずかしい！　恥ずかしいよぉ～！」

　乙女チックにクネクネしとる場合か。今、犯人最有力候補だぞ、てめぇは。

「コスモスさん、その時にクリームパン、食べちゃったの？」

「違うよ！　私はクリームパンを殺やっていない！　その……、机の上に何か置いてあって、ジョロソン君の私物だと興味を持って、ビニール袋の中身を確認しただけなんだ！」

　その時点で、俺としては罪を裁きたい気持ちで一杯だ。

「そうしたら、あまおうクリームパンだったから、すぐにジョロソン君の物ではなく、ひまわりさんの物だと理解して、忘れているのかと判断して台所に持っていったのだが……すまない。流しそうめんに参加するのが遅れてしまって、慌てていたから伝えるのを失念していたよ……」

「じゃあ、コスモスさんがジョロソン君のお部屋から台所に持ってって、そこから誰かがあまおうクリームパンを食べちゃったんだ！」

　この証言だけで、コスモスが容疑者から外された。やはり、迷宮入りが濃厚だ。けど、クリームパンの件を否定する時は侍になってないし、コスモスの可能性も大分低そうだな。

「あ、そういえば、ボクがたんぽぽと一緒に新しいそうめんを取りに行った時、台所にコンビニのビニール袋が置いてあったかな」

「そ、そうだろう、ツバキさん？　うん！　それが、私の持っていったクリームパンだよ！」

　想定外のツバキサポートはいいとして……、コスモスよ。やけに自信満々の態度だが、俺の部屋での無断ゴロゴロ罪、無断私物確認未遂罪は残っているので、それを忘れないように。

「言われてみればそうでした！　私も見ました！　その後のこともしっかり覚えてますよ！」

「その後のことだと!?　たんぽぽ、そりゃいったい……」

「あの時、私がそうめんを運ぼうとしたら床に落としてしまって……、後で戻そうと思って忘れていたのです！　あれに入っていたのですね！　むふ！」

　結果、忘れてんじゃねぇかよ。重要な情報が出てくると思ったら、これだよ。

「それで、床に落っことしちゃって忘れてからどーしたの？　たんぽぽちゃん」

「もちろん、今思い出したのでその後は知りません！」

　やっぱり、君が犯人ってことでいいかな？

「えと、知らなかったとはいえ、床にクリームパンを落としてしまってすみませんでした……」

「んーん、だいじょぶ！　あまおうクリームパンは、そのぐらいじゃピンピンしてるもん！」

　今、殺された直後なんだけどね。……が、たんぽぽが忘れているとなると、ツバキとたんぽぽがリビングに向かって戻ってきた後、庭にいなかった奴やつが怪しいってことか。

　では、再びページを戻っ……こほん。俺の超人的な記憶力で、過去を思い出して……

「……そういや、午後二時頃……、あすなろが庭にいなかったよな？」

「はぅ！　ん、んだったっけ？」

　思い切り、津軽弁になってるね。正直すぎるよ、君。

「あすなろ、午後二時頃、てめぇは何をしてた？」

「い、いやぁ～、みんなと一緒にいてらった気が……」

「もう一度、聞くぞ。……何をしてた？」

「……リビングさ、いたよ……」

　コスモスといい、あすなろといい、二回聞くと答えるのは、何かの通例なのだろうか？

「あすなろちゃん、リビングで何をしてたの？」

「あ、あの……。それは……その……」

「その？」

「～～～～っ！」

　なんだろう？　あすなろが顔を真っ赤にして、ポニーテールを揺らしているのだが……

「リ、リビングで、ジャスミンさんと話してたんず！　前に来た時聞けねかった、ジョロソン君が昔どんなふうにお姉ちゃんさ甘えてらったとか、色々……」

　はい？　俺が昔姉ちゃんにどんな風に甘えてたか……ですと……？

「ジャスミンさんは教えてくれたんず……。ジョロソン君がどんな風に甘えてらっただけでなく、お気に入りの女の子の仕草とかも。まさか、あんなことが好きでらったなんて……」

　あのクソ姉貴ぃぃぃぃ！　俺のあずかり知らぬところで俺を辱はずかしめんじゃねぇよ！

「わたしもそれ、知らない！　あすなろちゃん、教えて！」

「私も詳しく聞きたいわ。あすなろ」

「私も！　私も知りたい！　あすなろさん、是非教えてほしい！」

　てめぇらは、食いつくなぁぁぁぁ！

「おい！　それは後にしろ！　今は──」

「ジョロソン君、犯人探しのためには恥は忍ばなきゃダメなんだよ！　我慢して！」

「調査のためだもの。ジョロソン君、諦めてちょうだい」

「そうだぞ、ジョロソン君！　私も恥ずかしかったけど、さっき頑張って答えたじゃないか！」

　俺の調査をしても、犯人探しになんの役にも立たねぇだろが！

「ねね、あすなろちゃん！　それで、ジョロソン君の好きな女の子のタイプは──」

「あすなろ、そん時クリームパンを見かけたか？」

「ジョロソン君！　どーして邪魔するの！」

　てめぇらが、目的を見失ってるからだろーが。

「えっとですね……、床にクリームパンの入ったビニール袋が落ちているのに気がついたので、リビングのテーブルの上に移動させました。ですが、殺してはいませんよ!?　そもそも、私はクリームパンよりもジョロソン君の調査に夢中でしたし！」

「うぅ～！　またしても、犯人じゃなかったよ！」

　こっちも、否定する時は津軽弁になっていないな。なら、やっぱり可能性は低いということなのだろう。しかし、今までの情報を頼りに容疑者を除外していくと、パンジー、コスモス、あすなろ、たんぽぽは、すでに犯人じゃねぇってことになる。

　となると、ツバキかフーちゃんが犯人ってことになるわけだが……

「ツバキ様はやっていません！　私とリビングに行った時以外は、ずっとお庭にいました！」

「ん。たんぽぽ、ありがとかな」

「いえいえ、この程度は当然のことですよ、ツバキ様！」

　初めて、まともなアリバイが出てきたな。ツバキは、俺の超人的な記憶力で確認したけど……、一度リビングに戻った時以外は、ちゃんと常に庭にいるね。

　ま、俺としてはアリバイ有り無し問わず、ツバキは絶対違うと思ってたけどな。

　ツバキがんなことやるわけねぇもん。……が、そうなると、残された容疑者は……

「つまり、最も怪しいのは、俺ということになるな」

　自分で言っちゃったよ、この人……。

「特とく正しよう先輩、見た目に似合わず食い意地が張った人なんですねぇ～！　あ～、残念だなぁ～！　そんなことをする人じゃないと思ってたのになぁ～！　むききききき！」

　一匹、非常に調子に乗った猿がいるな。

「特とく正しよう君、わたしのクリームパン、食べた……の……？」

「いや、食っていない」

「むふふふ！　ならば、アリバイを聞かせてもらいましょうか！　アリバイがなければ犯人で決まりです！　これ、もう絶対！　アーリバイ！　アーリバイ！」

　こいつ、超うぜぇ……。

「アリバイ……か……。それは……」

　ま、実を言うと俺はフーちゃんが犯人でないという確信があるんだけどな。

　なぜなら、この男には完かん璧ぺきなアリバイが存在する。

　ただ、本人からは性格上言えねぇだろうし……、ここは俺が言っておくか。

「えーっと、午後二時にクリームパンはリビングにあったんだよな？　ってことは、それ以降になくなったと思うんだが、フーちゃんって二時以降はみんなで片づけをするまで、ずっと庭にいたよな？」

「それを証明できる人は誰かいるのですか？　むふ！　むふふ！」

「……てめぇだよ。たんぽぽ」

「ひょ!?　わ、私ですと!?」

「二時以降、てめぇとフーちゃんはずっと二人で話してたじゃねぇかよ」

　正確に言うと、不毛な争いを繰り広げてただけだけどね。

「そういえば、そうでした！　私、特とく正しよう先輩と話していました！　いつもいじわるなのに、たまに優しいことを言ってくるので、ちょっと感動していました！」

　そんな感想は、どうでもいい。

「ふ……、ふん。だ、だから言ったのだ……。俺ではないとな」

　両手がダブルピースになっているが、それもどうでもいい。

「ぐぎぎぎ……。無念です……」

「うぅ～。困ったよ……。みんな犯人じゃなかったよ……」

　ひまわりの言うとおり、これまでの捜査で容疑者が全員無実となってしまったな。

　俺の超人的な記憶力を以もってしても、これ以上の捜査は難しそうだ。

「もしかしてだけど、片づけの時に誰かが……」

「ツバキちゃん、どーいうこと？」

「ん。流しそうめんをしてる時は、誰もひまわりのクリームパンを食べてないかな。なら、怪しいのは食べ終わった後かな」

　さすが、ツバキ。むしろ、ひまわりよりも探偵に向いているのではないだろうか？

「じゃ、みんなにもっかい聞くよ！　お片づけの時、みんなはどーしてたの？」

「私は、食器類を集めて台所に持っていっていたよ」

「コスモス会長と同じです！　二人で分担して、食器をたんぽぽ達たちに届けていました！」

「流しそうめんの機材を片づけていた。力仕事が、俺には一番向いているのでな」

「私は、お庭でゴミをビニール袋にまとめていたわね」

「洗い物をしていました！　洗い物で、私の右に出る人はいませんから！　むふふ！」

「ボクもたんぽぽと一緒かな。沢山あったけど、その時にクリームパンは見てないかな」

「俺はゴミを捨ててたな。パンジーがまとめたゴミとか、リビングにあったビニール袋とかをまとめてポイッと……」

　……はて？　そういえば、俺は片づけの際、ゴミを捨てる役割だったな。

　とにかく片っ端から目に付いたビニール袋を……

「ジョロソン君、どーしたの？」

　やっべぇ……。もしかして、片づけの時に俺が間違えてクリームパンを……

「い、いや！　なんでもねぇ！　うん！　なんでもねぇぞぉ！」

　右手の親指と人差し指をすり合わせつつ、大慌てでひまわりへ返答。

　って、しまったぁぁ！　この流れは……

「あー！　ジョロソン君、噓うそついてる！　なんでもなくない！」

　やっぱり、噓うそがバレたぁぁぁぁ！　ひまわり、俺に対してだけ探偵能力高すぎだろ！

「もしかして、ジョロソン君、クリームパン食べちゃったの!?　お片づけの時に！」

「ち、ちげぇよ！　食べてはいねぇよ！」

「食べては……と言ったけど、他には何をしたのかな？」

　発言の穴を的確に突くコスモス探偵、登場である。

　さすが、生徒会で日々熱き会議をこなしているだけあるな……。

「え、えっと……」

　どうしよう？　俺が片づけの際に、他のゴミと一緒に間違えて捨てた可能性があるぞ。

　でも、それを言っちまうと……

「……そうなのね。ジョロソン君はお片づけの時に間違えて、他のゴミと一緒にクリームパンの入ったコンビニのビニール袋を、捨ててしまった可能性があるみたいよ。ひまわり」

　思考を見事にエスパーするパンジー探偵、登場である。

　俺が、将来何か悪いことをしたら、即座にこいつにはバレるんだろうな……。

「助手さんが犯人だったなんて！　よそーを越えるどんでん返しだよ！」

「ま、待てよ！　そりゃ、俺はゴミを捨てたけどよ、ひまわりのクリームパンは──」

「ジョロソン君が犯人だったなんて……っ！　うぅ！　私は違うと信じていたのにっ！」

　コスモス！　てめぇが俺の部屋に不法侵入したのが、事の発端だろうが！

　なんで、全ての罪が俺にかぶさってきてんだよ！

「ジョロソン君……ううん、ジョーロ。もう一度聞くよ？　クリームパン、捨てちゃったの？」

　大して活躍もしてないひまわり探偵が、やけに神妙な顔をして俺を見る。

　他の面々も、なぜか衝撃顔で俺に視線が集中していて……、ち、ちくしょう！

「……はい。俺がやりました……」

「うぅ～！　ひどいひどいひどい！　あまおうクリームパンを捨てちゃうなんて、万里に値するこーいだよ！」

　万死な。それだと、すっげぇ遠くに行っちゃうから、あまおうクリームパン。

　いや、んなこと考えてる場合じゃねぇ……。

　ひまわりは、プンスカと怒りの表情をしながら、ビシッと指を俺に向けて……

「あまおうクリームパン、買ってきて！　バーロだよ！　バーロ！」

「……分かりました……」

　こうして、悲しきクリームパン殺人事件は解決したのであった……。




　──午後三時四十分　如月きさらぎ家　リビング。

「ジョーロ、中々戻ってこないかな。特とく正しよう君だけじゃなくて、ボクも一緒に買いに行ったほうがよかったかな？」

「ツバキ様がそこまでする必要はありません！　私を最初に疑い、罪をかぶせようとした如月きさらぎ先輩には当然の報いです！　むっふー」

「もう！　ジョーロ、あまおうクリームパン、捨てちゃうなんてひどいよ！」

「まぁまぁ、ひまわりさん。こうして事件も解決したのだし、ジョーロ君も新しいクリームパンを買いに行ってくれているからいいじゃないか」

「そういえば話を変えますが、驚きましたよ……。まさかひまわりが、ババ抜きであそこまで圧勝するとは……」

「えへへ！　わたし、ババ抜き得意なんだよ！　誰にも負けたことないんだから！　これで、追いついたよぉ！」

「ひまー、いるよね？」

「あ！　ジャスミンちゃん、どーしたのぉ？」

「そういえば、リビングにこれが置いてあったから、誰かが間違えて捨てちゃわないように、私の部屋に持ってっておいたんだ。これ、ひまのでしょ？　……はい、どうぞ」

「ふぇ？　これって……」

「うん。……あまおうクリームパンだけど？」

「……え？　えぇぇぇぇぇぇ!?」

「どうしたの、ひま？　それにみんなも？　そんなビックリして？　あ、なくなっちゃったと思って慌ててた？　ごめんね、すぐに言わなくて……」

「んーん。だいじょぶ。で、でも……、えっと……、ジョーロが……」

「ど、どうしよう……。私わたし達たちのせいで、ジョーロ君が……」

「……まずいことになったわね……」

「大変です！　てっきりジョーロが犯人だと思ったので……」

「す、素直に謝ったほうがいいと思うかな！　ジョーロがかわいそうかな！」

「ダ、ダメですツバキ様！　もし、私わたし達たちの間違いだと知れたら、如月きさらぎ先輩がどんな要求をしてくるか……。隠しましょう！　隠し通しましょう！　むふ！　むふふ！」

「うーん……。もしかして、クリームパンがなくなったのが、雨あま露つゆのせいになっちゃってる？」

「そうなの……。ジョーロに新しいの買ってきてって言っちゃった……。どうしよう、ジャスミンちゃん!?　わたし、謝らないと！　うぅ～、ジョーロに嫌われちゃうよぅ……」

「ふふっ。そんな慌てなくても、そのぐらいじゃ、雨あま露つゆはひまを嫌わないよ。それに、謝るよりもいい方法があるから大丈夫」

「ほんと!?　ジャスミンちゃん、どーすればいーの!?」

「それじゃあみんな、私の部屋に来てもらえる？」




　──午後四時　如月きさらぎ家　玄関。

　大変だった……。さすが、数量限定あまおうクリームパン。

　この時間でも売れ残っている店は限られていて、全部で十三店舗を巡ってどうにか購入することができたぞ……。まぁ、運よく人数分買えたのは出費的には痛いが、怪け我がの功こう名みようだろう。

　けどなぁ……、本当に俺が捨てちまったのか？

　ひまわりの大事なもんだし、間違えて捨てるようなことはしねぇと思うんだけどなぁ～。

「フーちゃん、付き合ってくれてサンキューな。分担して店を探してくれて助かったよ」

「この程度、貴様が俺に施してくれた恩恵に比べれば、大したことではない。まさか……、まさかこの俺が、たんぽぽと海に行くことができるとは！　この世に生まれた、生きとし生けるもの全てに感謝したい気分だ！」

　本人の前でも、これぐらい素直になればさっさと上う手まくいきそうなのにな……。

　まぁ、いいか。とりあえず家に着いたし、さっさとみんなにクリームパンを……

「「「「「「ご主人様、おかえりなさいだぴょん！」」」」」」

[image: ]

「…………」

　はて？　これは幻か？　なぜか、我が家にうさちゃんが大量に現れているのだが？

「今日は、仮装パーティーもやる予定だったのか？　埴はに輪わが五体ほど兎うさぎの格好をしているが？」

　どうやら、幻覚ではないらしい。

　俺と同じものを見ているはずなのに、まるで別の視界のフーちゃんの発言で現実と認識。

　でも、たんぽぽだけは人間と認識できてるせいか、鼻息の荒さがはんぱない。

「お疲れさまだぴょん、ご主人様！　さっ、奥でゆっくりと休んでほしいぴょん！」

　最初に俺の腕に絡からみついてきたのは、ひまわりうさちゃん。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔だけど、どこか気まずそうで、俺と視線を合わせようとしない。

「えと、ご主人様。疲れていたら、マッサージをする……ぴょん。は、恥ずかしい……ぴょん」

　続いて、真っ赤になった顔で俺に嬉うれしいことを言ってくれる、コスモスうさちゃん。

　ともあれ、なぜか全員がうさちゃんの格好をして、俺を歓迎してくれている。

「……ご、ご主人様。あまりこっちは見ないでほしいぴょん」

　パンジーうさちゃんも、さすがにガチのバニーコスチュームは恥ずかしい模様だ。

　胸の辺りを両手で隠して、モジモジしている。……が、それが逆にエロい。

　恐らくだが、こうなった主犯は……

「雨あま露つゆ、借りは返したわよ」

　あの姉であることは、間違いないだろう。

　多分、自分のうさちゃんで俺が喜ばなかったから、代わりに何かしらの口実を作ってひまわり達たちにうさちゃんの格好をさせたんだ。

「むふふ！　特とく正しよう先輩もお疲れさまでした！　さ、早く中へ！」

「近づくな、この売女ばいたが！　貴様をラグー・ラビットのシチューにしてくれようか！」

「ひいぃぃぃ！　なんだか、すごく怖いです！　特とく正しよう先輩が鬼神の如ごとき表情に!?」

「たんぽぽ、それ以上俺に近づいてみろ？　この家から、死人が出るぞ……」

「し、死人が!?　い、いったいなぜ!?」

「心臓が破裂するからに決まっているだろうが！」

「なんということでしょう！」

　なるほど。ドキドキしすぎて、フーちゃんの心臓がもたずに死んじゃうと。

　この人、海に誘って本当に大丈夫だったのかな……？

　ま、いいや。それよりも今は……

「えへへ！　ご主人様、元気を出してほしいぴょん！　一緒にクリームパンを食べるぴょん！」

　この、うさちゃんパラダイスを堪たん能のうしようではないか！

　すっげぇこれ！　いや、まじすっげぇ！　みんな、超可愛かわいい！

「ふふっ。ひま、朝に教えてあげたやつ、雨あま露つゆにやってあげなよ」

「うん！　分かったぴょん！　じゃあ……、ひまわりうさちゃん、ダーイブ！」

　おおっ！　ひまわりが俺の首に絡からみつくように飛びついてきたぞ！

　これが、今け朝さに姉ちゃんが新たに伝授したビッチ技か！

　いや、しかし前とさほど変わりがないようにも…………はうっ！

「……ありがと、ジョーロ♥」

　耳元で甘く囁ささやかれた！　あぼぼぼぼ！　ひまわりの柔らかな吐息が、耳にダイレクトにっ！

　な、なんと恐ろしい技だ……！　生きとし生けるもの全てに感謝したい！

「……ジョーロ、うれしいぴょん？」

「あ、ああ！　すげぇ嬉うれしいぜ！」

「ほんと!?　やったぁ！　じゃ、クリームパン一緒に食べよっ！　買って来てくれて、ありがとね！　あと、んと…………ごめんね！」

「おう！　よく分かんねぇけど、気にすんな！　別に怒っちゃいねぇからよ！　ほれ、それよりもみんなの分も買ってきたから、さっさと食べようぜ！」

「うん！　そーする！　ジョーロと一緒がいい！　えへへ！」

　ありがとう、姉ちゃん！　貴女あなたが実家に帰ってきてくれて、本当によかったよ！

　苦労が報われる瞬間とは、まさにこのことだな！














【俺は少し寂しがる】









　本日は、生徒会の業務手伝いとして生徒会室を訪れていた。と言っても、それはもう完了しているので、生徒会のメンバーは全員帰宅しており、残っているのは俺とコスモスだけだ。

「ジョーロ君、今日はありがとう。君が来てくれて助かったよ」

「いえ、ただ書記としてのノウハウを、新しい書記の人に伝えただけですし……」

「それでもさ。山やま田だも久しぶりに君と一緒に生徒会ができて、嬉うれしそうだったしね」

　ちなみに山やま田だっていうのは会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま田ださん、モブキャラ。以上。

「二学期はイベントが目白押しで、生徒会が最も多忙な時期だ。体育祭、繚りよう乱らん祭さい、それに……、新しい生徒会長を決める生徒会総選挙とね」

　最近は乙女チックな面ばかり見ているので、こうして冷静で落ち着いた雰囲気のコスモスと触れ合うのは、なんだか久しぶりな気もする。生徒会だと落ち着いてんだよなぁ、この人。

「まずは目下の体育祭だが、そちらの予定も無事に組むことができたし、これで私も安心して明日の海に参加できそうだよ」

　それはよかった！　コスモスの水着姿が見れなくなるなんて、楽しみが減っちゃうからな！

　いやー、楽しみだなぁ～。みんなの水着姿！　うひひ……。

「ジョーロ君、顔が少々いやらしくなっているよ？」

「……はっ！　すみません！　つ、つい！」

「くすっ。君のそういう素直なところは好きだから、謝らなくても大丈夫さ」

　くっ！　普段ならもっと乙女チックに照れるはずなのに、生徒会長モードだからか、やけに余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度だ。こないだのゲコリーナちゃんと、この人は本当に同一人物なのか？

「本当に君には感謝しているよ。ジョーロ君のおかげで、少し前の私だったら考えられないほどに仲の良いい友人が沢山できた。おかげで、毎日がとても楽しいんだ」

「いえ、それはお互い様ですし、その……、俺はみんなに……」

「確かに、先日の地区大会の決勝戦での君の返答は、中々に腹立たしいものだったね」

「うっ！」

　ですよねぇ～！　その通り過ぎて、何も反論ができねぇ……。

「けど、情けない話なのだが……、少しホッとしてしまった面もあったんだ。自分が報われても報われなくても、誰かが傷つくことになるというのは非常に複雑だからね……。それに、あんな形とは言え、君から『好き』と言ってもらえたのは、驚いたがとても嬉うれしかったよ」

「それは……、よかったです……」

「もちろん、ずっとこのままというのは嫌だが、そこは君が何とかしてくれると信じているよ」

「……善処します」

「うむ。今は、その返事で許してあげよう」

　今の俺おれ達たちの関係ってのは、どでかい問題から目をそらして構成されている、いわゆる『ぬるま湯』みてぇな状態だ。だから、いつかは解決しなきゃならねぇ。

　引き延ばそうと思えば延ばせるが、二学期中にはケリをつけるつもりだ。

「それにしても、仲が良くなれば良くなるほど、みんなが羨ましくなってしまうね……」

「え？」

「素直に言わせてもらうとね……。実は私は、ひまわりさん、あすなろさん、ツバキさん、それにパンジーさんに対して、コンプレックスを感じているんだ」

「コンプレックス？　コスモス会長が？」

　いやいや、そんなん感じる必要がどこにあるんだよ？

　コスモスは勉強もできる、料理だって得意だし、性格だって良いい。

　ある意味、俺おれ達たちの中で誰よりも欠点のない女と言ってもいいぐらいだ。

「一年という壁は、高校生にとっては少し分厚すぎるね……」

「あ……っ」

　そうか。そういうことか……。言われてみればそうだ。俺おれ達たちの中でコスモスだけが三年生。

　つまり、今年が最後の高校生活で、俺おれ達たちの誰よりも最初に卒業していく……。

「あと少しで、私はこの学校を卒業する。けど、他のみんなには来年がある。やはり、羨ましくてね……。私には、あまり時間が残されていないんだ」

「…………」

「特に寂しいのは、修学旅行かな。みんなが札さつ幌ぽろで楽しんでいる間、私だけが学校で待つことになるというのは……ね」

　パラパラと愛用のコスモスノートをめくりながら、そう言葉を漏らすコスモス。

　そうだよな……。俺おれ達たちは、ずっと一緒にいられるわけではない。

　もちろん、高校を卒業しても関係を続けることはできるが、それでも会える機会は大人になればなるほど少なくなっていくだろう。想像しかできないが、大学生になったら新しい生活が待っている以上、そちらに集中しなくてはいけなくもなるはずだ。

「ただ、だからこそ、残された時間を精一杯楽しませてもらうつもりでもあるのだけどね！」

　パタンとノートを閉じて、顔を上げて明るくコスモスが微ほほ笑えんだ。

「時間が少ないということは、決して時間がないわけではないだろう？　だから、限られた時間の中で精一杯頑張らせてもらうつもりさ！　友情も……恋もね！」

「そ、そうですか……」

「というわけで、ジョーロ君！　今日は夏休みで唯一、君と私が二人きりの時間なわけだが、実を言うと、お弁当を用意してきたんだ！　時間は中ちゆう途と半はん端ぱだが、一緒に食べないかい？」

　顔を真っ赤にしながらも、普段の乙女チックな様子を精一杯隠し通し、大人びた様子で俺にコスモスがそう言った。

　わざわざ俺のために作ってきてくれた弁当だ。そりゃ、食べるに決まっているさ。

「はい。いただきます」

「はい。いただかれます」

　聞きなれたコスモスの口癖を耳にした後、俺は用意してくれていた弁当を食べる。

　相変わらず……、いや、今日のはいつもに増して美う味まいな。

　特に、この春菊のおひたしだ。わざわざ俺のために作ってきてくれたんだと思うと、それだけで本来よりもさらに味わいが深くなってくる。

「おや？　ジョーロ君、ほっぺたにご飯粒がついているよ？」

「あ、本当だ。ありがとうございます、コスモス会長」

「こ、こほん！　し、仕方がないな。よぉ～し！　ここは私が──」

　俺は、ほっぺについていたご飯粒をヒョイと取って、自分の口へパク。

「あ！」

「へ？」

「あ、あ、あぁ～……」

　ん？　なんかコスモスが、口をパクパクさせてがっかりした表情をしているのだが……

「あの、コスモス会長。どうかしましたか？」

「なんでもないさ。次は、事前に伝えないようにしようと、たった今決意したところだよ」

「はぁ……、そうですか……」

「ジョーロ君。君は他人の気持ちには鋭いが、自分への気持ちに対しては少し鈍いのではないかい？　次からは気をつけたまえ」

「すみません……」

　いや、今のは鋭いとか鈍いとか、そういうの関係ねぇじゃねぇかよ。

「まったく……。次は、私が取るからね！　それと、私のほっぺにご飯粒がついていた時は取るように！　生徒会長としての命令だ！」

　職権乱用にも程がある……。けど、この空間が楽しめるのは今年までだ。

　あと少し……、来年になったら……、コスモスはいなくなってしまう。

　メチャクチャな勉強方法、美う味まい弁当、慌てふためいた乙女チックな様子、実は我わが侭ままで子供っぽく……、そして、頼れる生徒会長としてのコスモスが、いなくなってしまうんだ……。

　それを想像すると、胸にぽっかりと穴が空くような錯覚に囚とらわれて、やけに寂しかった……。
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　いよいよ、俺が待ちに待った日がやってきた！

　現在地は、とある駅。美しく輝く太たい陽ようが世界を照らし、清すが々すがしい風が俺の鼻孔に塩の芳ほう香こうを届けてくれる。……そう！　今日は、夏休み前に俺がどうにかしてこじつけた最大の約束の日！

　念願の、みんなで海に行く日なのである！

「いい天気だな、ジョーロ！　まさに絶好の海日和だぜ！　今日は、俺の鍛えに鍛えた肉体美を見せてやるから楽しみにしておけよ！　ビーチフラッグしようぜ！　ビーチフラッグ！」

「ああ。そうだな！　サンちゃん！」

　しかも、前回の流しそうめんと異なり、今日はバッチリサンちゃんも一緒！

　練習で大忙しなのに、貴重な休みの日を使ってくれるというのだからありがたい！

「むふふふふ！　この照り輝く太たい陽ようが、私の美しすぎる肉体をより一層輝かせるでしょう！　如月きさらぎ先輩、私の水着姿が楽しみだったのは分かりますが、興奮しすぎちゃダメですよ！」

「安心しろ、たんぽぽ。それについては、間違いなく大丈夫な自信がある」

　むしろ、俺の軽く百倍はてめぇの水着姿を楽しみにしていた奴やつがいるから、今の言葉はそいつに言ってやれ。ほれ、ちょうど俺の後ろに……

「ついに、ここまで辿たどり着ついたか……、果たして俺は生き残れるのか？」

　戦地に赴くような顔をしている奴やつがいるだろ？　こいつが、絶対喜ぶ。もしくは死ぬ。

「海は楽しみだけど、ちょっと憂ゆう鬱うつかな。ボクはあんまり、その胸が……」

「分かりますよ、ツバキ！　私もその気持ちは、ひっじょぉぉに！　よく分かります！」

「だいじょぶだよ、ツバキちゃん、あすなろちゃん！　わたし達たち、まだせいちょーきだもん！」

　前方で、とある箇所の発育に自信のない三人が、フーちゃんとは別の意味で、戦地に赴くような顔をしている。だが、最後の一人だけはまだ希望を捨てていない模様だ。

「ふふふ。楽しみだなぁ～！　ビーチバレーにスイカ割り……ああ！　今日だけで、全部やり切れるかな！」

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ、コスモス先輩。時間は沢山あるのですから」

「そうかな？　……うん！　そうだよね！　ありがとう、パンジーさん！」

　一方、とある箇所の発育が良すぎた二人は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの模様。

　二人で楽しそうに、海で何をして遊ぶかを話し合っている。

　とまぁ、人数が多いので整理をすると……、海に来たメンバーは、男が、俺、サンちゃん、フーちゃん。女が、パンジー、コスモス、ひまわり、あすなろ、ツバキ、たんぽぽという男女合わせて総勢九名のメンバーでやってきている。

　無論、俺の目的は水着のみんなとキャッキャウフフ……だったのだが、実は今日はもう一つ、密ひそかな目的が存在している。

　以前にフーちゃんより相談された『たんぽぽと普通に話せるようになりたい』という願い。

　それをどうにか今日叶かなえてしまう予定だ！　面倒事は、さっさと解決するに限るからな！

　前回のような長期トラブルを避けるためにも、今回は早期解決を図る！

　そして、スッキリした気持ちで残りの夏休みを満喫するのだ！

「今日の目標は、五〇……一〇〇人のワタゲスト増加です！　大おお賀が先輩は、今日で間違いなくワタゲストになるでしょうし……むふ！　むふふ！　とっても楽しみです！」

「たんぽぽ、貴様の脳には謙虚という言葉がないのか？　どうせ下らん企たくらみなど失敗するのだから、大人しく海を満喫していろ」

「特とく正しよう先輩には関係ないじゃないですか！　むっふー！」

　ふっ。お二人さんよ、喧けん嘩かをしていられるのも今のうちだぜ？

　この海水浴が終わる頃には、それはもう仲良しこよしな関係にしてやるからな！
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　その後、駅から十分ほど歩いたところにある海へと到着した俺おれ達たちは、砂浜での拠点を確保する前に着替えをするため、近くにあった海の家へと向かった。

「では、ジョーロ君。着替えが済んだら、サンちゃん、特とく正しよう君と一緒に場所の確保をお願いしても大丈夫かな？」

「はい、任せて下さいコスモス会長。男の俺おれ達たちのほうが、先に準備が終わると思うので」

「ふふっ。頼もしいね。それじゃあ、お願いするよ」

　そもそも俺は、下に水着を着込んでここまで来ているので後は脱ぐだけ。

　実際、脱衣所まで行く必要すらないレベルだ。

「ジョーロ君。私わたし達たちのお着替えを覗のぞきに来てはダメよ」

「はっ！　パンジー、覗のぞくわけがねぇだろ」

「そうかしら？　貴方あなたの人体の80％は性欲で出来ているから、とても怪しいのだけど？」

　水の割合で性欲って、どういうこっちゃねん。

　……だが、いい前振りをしてくれるじゃねぇか。これは、あの御お方かたの出番は近いな……。

「大丈夫だって言ってんだろ。大体、俺ら以外にも客はいるんだし、んな怪しいことやったら速攻でバレちまうだろうが」

「ええ。その通りね」

「だろ？　だから、安心して問題ねぇよ」

「……なら、念のため伝えておくと、くれぐれも余計なことを考えないように推奨しておくわ」

　まったく、パンジーは何を言っているのやら？

　そんな一歩間違えなくても犯罪になるようなことをせずとも、問題は一切ない！

　なんせ、俺には偉大すぎる味方がいるのだからなぁ！




　というわけで、男用の更衣室に入った俺は、黙々と服を脱ぎ精神統一を開始。

　海に来て、これからみんなの水着姿を堪たん能のうする前に、お着替えシーンは欠かせないよね！

　今頃、パンジー達たちは女用の更衣室に入った頃だろう……。

　それつまり！　一糸まとわぬ姿でいるということに相違あるまい！

　せっかくだし……、スッポンポンでいっちゃう？　いっちゃういっちゃう！

　では、前置きが長くてもアレなので、早速俺についている、妄想を具現化してくれる偉大なる神を召喚させてもらいましょう！

　ひぃぃぃやっほぉぉぉ！　親愛なる我らが世界の支配者イラストレーター……神ブリキ様！　我に力を──

「おっ！　特とく正しよう、お前いい体してるな！　やっぱバッターは、腹筋と背筋だよな！　くぅ～！　痺しびれるぜ！　あのスイングは、この筋肉から生み出されていたんだな！」

「ふっ……。大おお賀がの上腕三頭筋も中々の物だぞ。その筋肉がなくては、あの球速は生み出せまい。さすがは、俺のライバルだ」

　い、いかん！　脳に余計なノイズが!!

　ちょっと待って神ブリキ様！　今、貴方あなた様さまの御お力ちからを使っちゃうと──
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　ぎぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　眼めと脳が同時にやられたぁぁぁぁ！

　目を閉じても、強制的にビジョンが刻み込まれるぅぅぅ！

　うぐぐぐ……、まさか、パンジーの奴やつ、ここまで見越してさっきの発言をしてたのか？

　あいつは、どんだけエスパー能力を……ガクッ。
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　その後、神の裁きを受けた俺は、ゲッソリとした表情で海へと向かい場所を確保。

　バケツとスコップを持って砂遊びをする子供達たちを見て、どうにか心を和ませている。

　俺にもあんな純じゆん真しん無む垢くな時があったんだよなぁ～。今は、色んな意味で汚けがれたけど。

「ジョーロ、どうかしたのか？　やけに顔が青いぞ？」

　子供達たちの遊戯を眺めていると、スポーツで鍛えられたムッキムキの肢体を披露する我が親友が隣に着席。調査兵団にいてもおかしくないぐらい、いい体してる。

「気にしないでくれ、サンちゃん。ちょっと調子に乗りすぎて、罰ばちが当たっただけだ。てか、俺がここの場所は確保しておくから、泳ぎにいってくれて構わねぇぜ」

「何言ってんだよ！　ジョーロが待つなら俺も一緒に待つに決まってるだろ！　それでよ、あとでビーチフラッグしようぜ！　ちゃんと、旗も準備万端だ！」

　そう言って、サンちゃんが熱血笑顔で青の旗を俺に披露した。……うん。あとで楽しもう。

「……お待たせ、ジョーロ君、サンちゃん。場所をとってくれてありがとう」

「ああ、パンジーか。思ったよりも早かっっっ!!」

　あかん！　あかんぞ、パンジー！　その格好はあかん！

　てっきり地味めな水着で来ると思いきや、真の姿にホルターネックのビキニじゃねぇか！

　しかも、腰に巻いてあるパレオから太ふと股ももがチラチラ見えて…………これはエロすぎるだろ！

　まずい！　夏休み中は学校以外で真の姿を見ていたとは言え、この格好は……っ！

「おっ！　パンジー、水着もよく似合ってるじゃないか！　……って、どうしたんだジョーロ？　そんなスーパーヒーロー着地みたいなポーズをして……」

「き、気にしねぇでくれ……」

　スーパーヒーロー着地とは、姿勢を屈かがめて右手と右膝を地面にくっつける高所からの着地方法で、アメコミヒーロー御ご用よう達たしのポーズである。とある人曰いわく『膝に悪い』らしい。

　なぜ、俺がそんなポーズをとっているかは、ご想像にお任せする。

「ジョーロ君……、ふふっ。貴方あなたは何をしているのかしら？」

　やめろぉぉ！　そんな両くるぶしを抱きしめるようなポーズで、俺の目の前に座るな！

　絶対、確信犯だろこれ！　……まずい。楽しみにしてはいたが、直視ができねぇ……。

「待たせたな。大おお賀が、ジョーロ、ビーチパラソルを借りてきたぞ」

「お！　サンキュー、特とく正しよう！　なぁ、パンジー。他のみんなはどうしたんだ？」

「もう少ししたら来ると思うわ。私は、準備が早く終わったから先に来たの」

「ふむ。その声は、三さん色しよく院いんか。……まったく、海というのは厄介だな。埴はに輪わが多すぎて、誰が誰だかの判別が困難極まりない」

「それは、貴方あなただけだと思うわよ」

　さすが埴はに輪わ男子。このパンジーを見ても、まるで興味を持ってないようだ。

「……ところで、ジョーロよ。貴様は何をやっているのだ？」

「大丈夫だ。てめぇにも、もう少ししたら分かる……」

「何を意味の分からんことを言っている？　そんな格好になる理由など──」

「むふふふ！　お待たせしましたぁ！　たんぽぽちゃん、光り輝くビキニ姿で登場ですよぉ！」

　能天気な笑顔で、白と黄色のマーブル柄のビキニを着用して現れたたんぽぽ。

　その姿を見た瞬間、フーちゃんは、

「なっ!?　……ふん！」

「おいおい。特とく正しようまでスーパーヒーロー着地みたいなポーズになって、どうしたんだよ？」

　やはり、こうなったか……。

　どうやら、男達たちの中でまともに動けるのはサンちゃんだけのようだ。

「理解した……。確かにこれは、こうならざるを得んな……」

「だろ？」

「貴方あなた達たちは、この後の海を本当に満喫できるのかしら？　……あら、他のみんなも来たみたい」

　二人して仲良くかっこいいポーズをしていると、続々とやってくる水着姿の面々。

　さすが、美人揃ぞろいなだけあって、ビーチの視線を集めに集めている。

「やぁ、皆！　待たせたね！　それじゃあ、何をしようか？　スイカ割りは……まだ早いし、私はビーチバレーがやりたい！」

　普段とは異なり、ポニーテールになったコスモスが色っぽいうなじを見せながら、薄いピンク色のビキニに身を包み、ウキウキとそんな発言を。俺のポーズがより一層、崩せなくなった。

「天気が良くてよかったですね！　お日様がポカポカしていて、気持ちがいいです！」

　青いビキニのあすなろが、両手を広げて楽しそうに微ほほ笑えんでいる。

　少し失礼なのだが、パンジーとコスモスの後にその姿を見たせいか、心が落ち着いた。

　いや、すっげぇ可愛かわいいんだけどね。ほら、やっぱりアレのサイズってあるじゃん？

「……ジョーロと特とく正しよう君の様子が変だけど……、ま、いっかな」

　ツバキが赤いワンピース型の水着を見て、ポソッと言葉を漏らしている。

　なぜ俺おれ達たちがこうなってるか、バレていないと幸いだ。

「みんな、最初は女の子達たちで遊んできて大丈夫だぜ！　俺おれ達たちはここで、特とく正しようが借りてきたビーチパラソルとかを組み立てるからさ！」

「えー！　わたしもお手伝いするよぉ！　それで終わったら、サンちゃんも一緒にあそぼっ！　わたし、サンちゃんと遊びたい！」

　黄色いタンキニを身につけたひまわりが、サンちゃんに対して笑顔で遊びに誘う。

　あの格好で普段のビッチをやられたら、多分どえらいことになるな……。

「ははっ！　安心しろ、ひまわり！　別に一緒に遊ばないわけじゃないさ！　後でバッチリ合流して、熱き俺の遊びっぷりを見せてやるから、覚悟しておけよ！」

「う～……そう？　じゃ、お言葉に甘えるね！」

「おう！　甘えまくってくれよ！」

「では、コスモス会長の言っていたビーチバレーをやりましょうか！　ふっふっふ！　先日のババ抜きでは大敗してしまいましたが、今日はバッチリ勝たせてもらいますよ！」

「私だって負けないわよ。あすなろ」

「それじゃあ、チームを分けてビーチバレーで勝負をしよう！　ふふふ。楽しいなぁ～」

　ああ、ビーチバレー……。俺も参加したかった……。

　けど、この状態じゃまともにできやしねぇだろうし、今はサンちゃんに感謝だな。




　その後、女の子達たちが去ったことによって、どうにか通常のポーズになった俺とフーちゃん。

　だが、興奮冷めやらぬフーちゃんは、頭を冷やしてくると海へと旅立っていった。

　なので、現在はサンちゃんと二人でビーチパラソルを組み立てた後、ビニールシートの上でまったりとしている。

　さて……、ようやく落ち着いたところで、そろそろ今回の問題について考えるとするか。

『フーちゃんを、たんぽぽと普通に会話できるようにする』

　二人の性格の問題上、これを達成するのは中々難しいように思えるだろう。

　だが、そいつは大きな間違いだ。

　実を言うと、とある条件を満たせば、この目標はあっさりと達成できると俺は見込んでいる。

　それはずばり……、『たんぽぽをフーちゃんに惚ほれさせる』である！

　たんぽぽは本能に忠実な野生動物だ。なので、フーちゃんに惚ほれたらどれだけひどいことを言われようが、懲りずにそばにまとわりつくだろう。

　そうすりゃ、いつかはフーちゃんも慣れて普通に話せるようになる可能性が大だ。

　フーちゃんのツンデレを治すという手段も考えたが、ツンデレは不治の病。

　故に、さっさと相思相愛になってもらいデレ期に突入させる以外、解決手段はない。

　……だが、この作戦には一つだけ大きな問題がある。

　それは、たんぽぽをフーちゃんに惚ほれさせる手段だ。いつもなら、恒例のミッション・シンキングをするんだが、今回はあんま思いつかねぇんだよなぁ～。どうしたものか……。

「なぁ、ジョーロ。……それで、どうするつもりなんだ？」

　周囲に俺おれ達たち以外がいなくなったタイミングで、サンちゃんが熱血笑顔でそんなことを。

　そうだなぁ～。フーちゃんの手伝いもするけど、それだけってのも寂しすぎるし……

「とりあえず、サンちゃんが言ってたビーチフラッグでもして遊ぶか？」

「あ、そっちじゃないぞ！　……特とく正しようをどうやって、たんぽぽと仲良くさせるかって話だぜ！」

「は？　……はぁぁぁ!?」

　ちょっと待って！　なんで、サンちゃんがそれを知ってんだ!?

「おいおい……。そんな驚いた顔をして、どうしたんだよ？　特とく正しようは、それ目当てで海に来たんじゃないのか？」

「……サンちゃん。気づいていたのか？」

「ははっ！　まぁ、昔取った杵きね柄づかってやつだ！　俺、そういうの結構分かるんだぜ！　特とく正しよう、こないだツバキの店でたんぽぽと話してた時、すごい楽しそうだったじゃないか！　だから、すぐに分かったよ！」

　アレで分かるとか、この人どんだけだよ……。

「特とく正しようは、たんぽぽと仲良くなりたいんだろ？　で、ジョーロがその手伝いをするんじゃないのか？　だったら、ジョーロの親友として俺も協力するぜ！」

「いいのか？　せっかく、みんなで遊びに来た大事な休日なのに……」

「大丈夫だ！　休日の楽しみ方は人それぞれだろ？　俺は、みんなと一緒に何かができれば、それで十分楽しいからさ！　場所じゃなくて、誰といるかが大切ってやつだな！」

　優しすぎて涙が出る！　本当に、俺はこの人と親友でよかった！

「それでジョーロ、どうするつもりなんだ？　作戦は考えてあるんだろ？」

「ああ。それなんだけどよ、俺としては──」

　その後、サンちゃんに俺は自分の考えを伝えた。

　たんぽぽがフーちゃんに惚ほれれば、今回の一件はどうにかできるのではないかと。

「確かにそれが一番いいかもなぁ！　特とく正しようの性格を直すのは簡単にはできないだろうし、たんぽぽの気持ちを変えるほうがいいよな！」

　サンちゃん、間接的にたんぽぽの気持ちを変えるのは簡単って言ってるよね。

　さすが、野球部でそれなりに付き合いを深めているだけあるな……。俺も同意だけど。

「ただよ、ジョーロ。どうやって、たんぽぽにそうなってもらうんだ？」

「そこなんだよなぁ～。正直、俺って男だし……、女の気持ちってよく分からねぇんだ……。サンちゃんはどうだ？」

「俺もそれは自信ないな！　女の気持ちは、分からないことが多い！」

　ま、裏を返せば、女も男の気持ちで分からないことが多いんだろうけどな。

「けど……、それが分かる方法が一つあるぜ！」

「え？　そんな方法が……って、サンちゃん。まさか……」

「へへっ！　さすが俺の親友だ！　バッチリ分かっているじゃないか！　そうだよ！　男の俺おれ達たちが分からないんだったら……」

　いや、だけど、そいつらは……

「女のパンジー達たちに、教えてもらおうぜ！」

　俺が、一番聞きにくい相手なんだって！





※






　……困った。これは、非常に困ったぞ……。

　サンちゃん発案の『女の子達たちに男の子にときめく瞬間を教えてもらう』作戦。

　何も策が思いつかない以上、非常にいい案だとは思う。

　だが、しかしだ！　いかんせん、俺とパンジー達たちの関係は非常にややこしい状態だ。

　そんな中で俺が、んなことをあいつらに聞いたら、変な誤解を生んでしまう可能性がある。

　幸いにも、サンちゃんが『聞きに行く前に、みんなの分の飲み物を買ってくるぜ！』と、飲み物を買いに向かってくれたので、心の準備を整える時間はできた……のだが、その貴重な時間を無駄に使っているのが現状だ。

「どうしたもんかねぇ～……」

　まだ覚悟がしきれていない俺は、ボンヤリと空を見る。

　はぁ～……。誰か、俺の代わりにパンジー達たちから聞いてくれ──

「あらぁ～？　こんなところに如月きさらぎさんではないですか！　奇遇ですわね！」

「はい？　……はいぃぃぃぃぃ!?」

　突如として背後から響くお嬢様風味の声。名前を呼ばれたので振り向くと、そこに立っていたのは一人の女。どこかの夫人を思い起こす巻き髪。やけに長いまつ毛と、それ何カラット？　と聞きたくなるようなキラキラした瞳。

　こ、この人は……

「…………ボ、ボンヤリ子先輩！」

　西にし木き蔦づた高校三年。チア部部長……個性的過ぎる名前の大だい千せん本ぼん槍やり子こ先輩である。

　ちなみに、苗みよう字じが『大だい千せん』で名前が『本ボン槍ヤリ子こ』な。みんな、勘違いしないように。

　って、ちょっと待てよ！　なんでこの人、チアリーダーの衣装で海にいんの!?

　またこの短時間で、妙な設定を盛り込みやがって！

「ノンノンノン！　如月きさらぎさん、呼び方が違いましてよぉ！　敬愛を込めて『大ガ千ー本ベ槍ラ』とお呼び下さいな！　おほほほほ！」

　おほほほほ！　ぜってぇ、愛称で呼ばねぇ……。

「えっと……、先輩。……その格好はいったい？」

「おーほっほっほ！　私わたくし、チアリーダーですので！」

　理由になってねぇよ。全国のチアリーダーさんが、海でんな格好だったらビビるわ。

「そ、そうですか……」

「おや？　如月きさらぎさん、そのお顔……、なにやらお悩みのご様子ではなくて？」

「ええ。まぁ……」

「仕方がありませんわね！　チア袖合うも他生の縁と言いますし……」

　もうやめて。これ以上、変なキャラを積み立てないで。そんな諺ことわざ、聞いたことないから。

「如月きさらぎさんのお悩みは、この私わたくしが解決して差し上げましてよ！」

「え!?　先輩が何とかしてくれるんですか!?」

「オフコォォォス！　当然でございましてよ！　チアリーダーとして当然の嗜たしなみですわ！」

　最近のチアリーダーってすげぇ！　まさかの棚から牡ぼ丹た餅もちだ！

　つまり、俺の代わりにボンヤリ子先輩が、パンジー達たちに聞いてくれるってことだよな！

「ありがとうございます！　それじゃあ、早速──」

「ええ！　全力で応援して差し上げましてよ！　如月きさらぎさん、準備はよろしくて？」

「……は？」

「ファイトォ！　ファイトォ！　如月きさらぎ！　ガツンと聞いて一発解決！」

「えっと……、先輩？」

「ファイトゥ！　ファイトゥ！　震えるハートが燃え尽きるほどヒー……なんですのぉ～？」

「貴女あなたは、何をしてくれるのでしょう？」

「無論、応援に決まっているではないですかぁ～！　私わたくし、チアリーダーですので！」

　応援だけかよぉぉぉ！　ぜんっぜん役に立たねぇじゃねぇか！

「さぁ、如月きさらぎさん！　私わたくしの山吹き色のサンライトイエロ応援疾走ーチアードライブによって、貴方あなたにはもう十分なオネルギーが注入されましたわ！　これで、万事解決ですわね！」

　オネルギーってなんだろう？　応援エネルギーの略だろうか？

「おーい！　ジョーロ、待たせたな！　飲み物、バッチリ買ってきたぜ！」

「あ、サンちゃん。……って、ボンヤリ子先輩がいねぇ！」

　ちょっと目を離した隙に消えやがった！　周りを見渡しても、どこにもいねぇじゃねぇか！

「どうした、ジョーロ？　そんな驚いた顔をして？」

「い、いや……、ついさっきまでここに俺以外にもう一人、ボンヤリ子先輩が……」

「へ？　そうなのか？　俺は、ジョーロしか見てないんだけど……」

　どういうこっちゃねん？




　あまり役に立ちそうにないオネルギーを充塡された俺は、戻ってきたサンちゃんと合流し、パンジー達たちがビーチバレーをしているところまで向かっていった。

「おおっ！　みんな、盛り上がってるなぁ！」

「だな。聞くのは、試合が終わってからにするか」

　試合をしているのは、コスモス・あすなろチームとひまわり・パンジーチーム。

　たんぽぽとツバキがネットの付近に立ち審判を行い、白熱したバトルを繰り広げている。

「コスモス会長、お願いします！」

「ああ、任せてくれ！　あすなろさん！　……えい！」

「……っ！」

「やった！　決まったぞ！」

　コスモス渾こん身しんのアタックを、パンジーがダイビングレシーブしようとしたが失敗。

　見事にポイントが、コスモス・あすなろチームへと入った。

「これで、コスモスさんとあすなろの勝ちかな」

「やったぁぁぁぁぁぁ！　あすなろさん、ナイストスだったよ！　ありがとう！」

「ふっふっふ！　文化部に所属している私ですが、取材のために身につけたこの俊敏な足腰が活いきましたね！　宣言どおり、大勝利です！」

「う～！　負けちゃったよぉ！　くやしいぃぃぃ！」

「ごめんなさい、ひまわり。足を引っ張ってしまって……」

「んーん、だいじょぶ。パンジーちゃん、頑張ってた。二人がすごかったの……」

　大喜びするコスモスとあすなろとは対照的に、怒ど涛とうの勢いで落ち込むパンジーとひまわり。

　そこまでへこまんでもいいだろうに……。そんなにビーチバレーで勝ちたかったのか？

　にしても、パンジーが全力で運動をするとは、かなり珍しい光景を見たな。

「それじゃ、試合も一区切りついたし、少し休憩をしよっか。……あ、ジョーロにサンちゃん」

　審判をしていたツバキが俺の存在に気づき、ニコリと優しい笑顔を向けてくれる。

「おつかれ！　これ、飲み物の差し入れだぜ！　みんなで飲んでくれよ！」

「ん。ありがと、サンちゃん。じゃ、いただくかな」

　さて、休憩というのは話を聞くのに絶好のチャンスだが、その前に一つ解決しなくてはいけないことがあるぞ。

　どうにかして……

「おや？　如月きさらぎ先輩、そんな興奮した視線を私に向けてどうしました？　……あ！　さては、麗うるわしすぎる私の水着姿に、もう辛抱ならないんですね！　むふ！　むふふふ！」

　このアホを、どこかへと遠ざけなくては……。

「なぁ、たんぽぽ。俺さ、ちょっとワタワタダンスに興味があるんだけど、少し向こうのほうで教えてくれないか？　ほら、バシッと練習もしたいんだ！」

「おお！　まさか大おお賀が先輩がそんな素敵なことを言ってくれるとは！　これが水着効果というやつですか！　仕方ないですねぇ～！　特別に教えてあげちゃいますよぉ～！　むふふふ！」

　サンちゃん、ナイス！　見事に、たんぽぽをみんなから引き離してくれたじゃねぇか！

　それじゃあ、俺のほうも……正直、非常に聞きづらいがやるとするか……。

「なぁ、みんなにちょっと聞きたいことがあるんだが、平気か？」

「わたし達たちに？　なぁに？」

「えーっとだな……」

　ええい！　やると決めたらやるのが俺のモットーだ！　一気に聞いちまえ！

「こう、男の子にときめく瞬間ってのを、教えてもらえねぇか？」

「ふぇ!?　え、えと……、どうしてそんなことを？」

「わ！　わわわわわ！　すごいこと、聞かれちゃったよ！」

「ほうほう。それはまた、随分と面白いことを聞いてきましたねぇ～！」

「ふーん……。そういうことか……」

「悟ったわ」

　コスモスとひまわりは顔を真っ赤にして慌て、あすなろはニヤケ面で俺を見つめ、ツバキとパンジーは何やら勘付いている模様だ。

「ちょっと参考にしたくてな。その、教えてもらえねぇか？」

　慌てるな。ここで俺まで照れたら、より一層誤解を加速させる。

　ここは、『別に大したことじゃない感』を演出して、情報を得てみせる！

「そ、そうなんだね……。私は、一緒に遊んでくれたらそれだけで嬉うれしいよ。その……、ほしいものは何かと聞かれたら、その人の時間がほしい……」

「わたしもコスモスさんと同じ！　一緒にいてくれればいい！　それだけでいいの！」

　うっ！　二人とも、嬉うれしいことを言ってくれるじゃねぇか……。

「そっか。えと……、教えてくれてありがとうございます」

　ひまわりとコスモスからもらえた案は、『一緒に同じ体験をしてくれること』か。

　これは、どこかで試せそうだな。機会を狙ってやってみるか……。

「ボクは、知らないところで、こっそり優しくしてくれてたのを知った時かな」

「私の場合ですが、ピンチの時に助けてくれると、ときめいてしまいます！　ちょっと恥ずかしいですけど、なんだかお姫様になった気持ちがして幸せなんです！」

「なるほど……。サンキューな。ツバキ、あすなろ」

　うーん……。ツバキの『知らないところでこっそり優しくしてくれたことを知る』はさておき、あすなろの『ピンチな時に助けてくれる』は、ちょっと難しそうだな……。

　トラブルで体が構成されていると言っても過言ではないたんぽぽだが、そう簡単にピンチになるなんてことはねぇし。まぁ、そんなチャンスが都合よく起きたらって感じだ。

「今回のケースの場合、素直に好意を伝えるのがいいのではないかしら？　彼女の性格だったら、きっとそれだけでとても仲良くなれると思うわ」

「お、おお……。助かるぜ、パンジー」

　パンジーの作戦は、『好意を直接伝える』ってことか。

　確かにたんぽぽだったら、ワタゲスト増加を目もく論ろんでいるし、それだけで喜びそうだ。

　しかも、壮絶にチョロいから、『特とく正しよう先輩は隠れワタゲストでしたかぁ～！　それで、つい私にいじわるになっちゃったんですねぇ～！　むふふふ！』とか調子に乗りつつ、フーちゃんと仲良くしてくれる可能性はある。

「みんな、色々と教えてくれてサンキューな。……じゃあ、俺はちょっとサンちゃんのところに行ってくるから、また後で」

「分かった！　よーし！　それじゃあ、次は皆でスイカ割りをしようか！」

「コスモス先輩、私は海の家に行ってきます。だから、気にせずスイカ割りを楽しんで下さい」

「そうかい？　それじゃあ、お言葉に甘えさせてもらうよ！」

　完全に海を満喫する気のコスモス達たちなんだが……、一人ちょいと問題があるな。




「おい、パンジー」

「何かしら？」

　テクテクと一人で海の家へと向かうパンジーに背後から声をかけると、ゆらりと髪をなびかせてこちらを振り向いた。それだけで、やけに絵になる動きだ。

「俺も海の家に行くの、付き合うよ」

「あら？　貴方あなたは、サンちゃんのところに行くのではないかしら？」

　珍しくキョトンとした表情をして、パンジーが俺を見つめる。

　ったく、普段は異常に察しがいいくせに……、なんでこんな簡単なことが分かんねぇんだよ。

「一人で行動すんな。常に誰かと一緒にいとけ。……だから、てめぇが一人で海の家に行くなら、俺が付き合う」

「……っ！　ふふっ。それなら、常に貴方あなたと一緒にいるようにしようかしら？」

「それでもいいよ。とにかく、一人で行動すんなよ？」

「分かったわ。じゃあ、一緒に来てもらってもいいかしら？」

「ああ。それと……、ほっぺに砂がついてんぞ」

　恐らく、先程のビーチバレーでダイビングレシーブをした時についたのだろう。

　右側のほっぺに、ピッタリと砂がこびりついている。

「そうなのね。それは困ったわ」

　そう言いつつも、パンジーは自分の頰についた砂を払おうとしない。

　ただ、綺き麗れいな瞳で淡々と俺を見つめるだけだ。

「……ダメ？」

「別に。……ほらよ。取れたぞ」

　ソッと右手で頰についた砂を払うと、嬉うれしそうにパンジーが微ほほ笑えんだ。

「ありがとう、ジョーロ君。とても嬉うれしいわ」

「そうですかい」

　ちっ。普段から厄介だが、この姿のこいつはもっと厄介だ……。

「それで、貴方あなたはどの案から実行するつもりなの？　特とく正しよう君にお願いされたのでしょう？」

　さすが、事情を全て網羅しているエスパーなだけあるな……。

「あー。そうだな……。まずは手っ取り早くできそうな、てめぇの案でいってみようと思う」

「なら、私もついていくわ。自分の案だし、どうなるかを見届けたいもの」

　パンジーがニコリと笑って、俺に向けて手を差し伸べる。

「分かった。……が、手は繫つながねぇぞ」

「……いじわるね」




　というわけで、初めはパンジー発案の『好意を直接伝える』からスタートだ。

　なので、海の家へ向かった後フーちゃんを探索しているわけだが……、見つからねぇ……。

　海で頭を冷やしてくるって言ってたが、沢山の人が泳いでいてどこにいるかさっぱりだ。

「パンジー、フーちゃんがどこにいるか分かるか？」

「あそこではないかしら？」

「ん？　あぁ……、確かにアレっぽいな……」

　みんなが和わ気き藹あい々あいと海で遊んでいる中、すさまじい水しぶきが上がっている箇所が一点。

　多分、全力で泳いで煩ぼん悩のうを滅しているんだろう。あれ、どうやって呼び出そう？

　あ、ちょうどこっちに戻ってきたぞ。

「はぁ……。はぁ……。これで、余計な考えは取り除かれた、ぞ……」

　息切れがハンパねぇ……。もしかして、あれからずっと泳いでたのか？

「む？　ジョーロではないか。それに、その水着の形状は……、三さん色しよく院いんだな」

「ええ、その通りよ。よく分かったわね、特とく正しよう君」

「ふっ。他人の格好はできる限り記憶するようにしているからな。この程度、造作も無い」

　フーちゃんの記憶力と埴はに輪わ眼球、どっちがすごいのか判断に困る発言である。

「それで、どうしたのだ？　俺であれば、しばらく遊泳をしているから気にしないで問題ない」

　大有りだよ。それじゃ、当初の目的が達成できねぇだろうが。

「いやよ、実はパンジー達たちからたんぽぽと仲良くする方法を聞いてきたから、それをフーちゃんに伝えたいんだが……」

「なにぃんだと!?　そ、それを俺に教えてくれるのか!?」

　落ち着け、フーちゃん。『なにぃ』と『なんだと』が混ざってる。

「ああ。そのために、ここに来たんだよ」

「くっ！　俺は、ジョーロと友人になれたことを、天に感謝したい気持ちで溢あふれているぞ！」

「そんなもん溢あふれさせんでいいから、目的の達成を目指すぞ。んでよ、色々教えてもらったから一個ずつ試してみようぜ。つうわけで、まずはパンジーから教わったやつを伝えるな」

「分かった！　側頭葉に刻み込んでみせる！」

　側頭葉って記憶にも関わってるけど、メインは聴覚だったような気が……まぁ、いいか。

「素直に好意を伝えるんだとよ。そうすりゃ、仲良くなれるそうだ。……だろ、パンジー？」

「ええ。その通りよ。ただ、素直に好意を伝えればいいだけ。簡単だけど、意外とそれができる人って少ないのよ。だから、してもらえると女の子はとても嬉うれしいわ」

　なぜ、パンジーはソワソワしながら、フーちゃんに説明をしてんだ？

　こういう時のパンジーって、ロクでもねぇことを企たくらんでる時が多いんだよな……。

「……難しいな。好意を伝えると言われても、何をすれば良いのか……」

「ごめんなさい。言葉足らずだったわね。……でも、安心してちょうだい特とく正しよう君。今から、ジョーロ君が私に対して例を示してくれるから、それを参考にすれば平気よ」

　それ、見たことか！　やっぱり、ロクでもねぇことを企たくらんでやがった！

「さ、ジョーロ君。私に対して、あらん限りの好意を示してちょうだい」

「俺は、そんなことをするとは一言も言ってないはずだが？」

「言われなくてもちゃんとできる人が、社会的に評価されると私は思うの」

「その思いはしかと受け取った。……が、今は言われてしまったから叶かなえられそうにないな」

「安心してちょうだい。何もやらないより、やったほうが評価とは上がるものだから。つまり、絶ぜつ滅めつ推すい奨しよう種しゆの貴方あなたにとっては大チャンスよ」

「そんな種しゆ、聞いたことねぇよ！　なんで、絶滅を推奨されてんだよ！」

「人類に害を為なしてしまう存在である以上、仕方がないの……」

「てめぇは、俺の精神に害を為なしまくってる存在だけどな！　ぜってぇ、やらねぇからな！」

「そう。要するに、一人でやるのが恥ずかしいのね。……なら、スティンガー君とそのお友達にも手伝ってもらうことにしようかしら？」

「は？　……うぉぉ！」

　なんか気づいたら、俺の両肩にそれぞれ一匹ずつ昆虫がスタンバイしてるですけどぉ!?

　一匹は、パンジーの友人兼ペットであるギラファノコギリクワガタのスティンガー君だが、もう一匹はなんだ!?　すさまじい黒光りっぷり。天を衝つかんばかりの勢いの立派な角。

　こいつは……

「ヘラクレスオオカブトのコーウェン君よ。最近、早乙女さおとめさんというおじいさんのところでよく一緒に遊んでいて、仲良くなったみたいなの」

　世界最後の日は、近いかもしれんな……。

「さ、ジョーロ君。これで何も心配することはなくなったわよね？」

　そうだね。やらなければ、俺が絶滅させられるだけだもんね。

　どうしてこの子は、好きな男の子を容赦なく脅せてしまうのだろう？

「はぁ……。分かったよ……」

　うんざりと言葉を漏らしつつ、深呼吸を一つ。その後、覚悟をして目の前のパンジーを見ると、真珠みたいにキラキラした目が、俺の心臓を鷲わしづかみしているような錯覚に陥った。

「パンジー。その……、てめぇと一緒にいるとドキドキする」

「ふふふ。……それで？」

　うぐっ！　そんな嬉うれしそうに両手で俺の手を包み込むな！

　これで終わりに決まって──

「ここまでしてくれるとはっ！　ジョーロ、心から貴様に感謝するぞ！　それで、その後は!?」

　くっそぉぉぉ！　分かったよ！　続けりゃいいんだろ、続けりゃ！

「……ぐっ！　それで、ずっとそばにいさせてほしいというか……、笑っていてほしいというか、ほら、てめぇが喜ぶと俺も嬉うれしいんだ！　あ、あははは……。だから、その……もういいだろ！　はい！　ここまでな！」

　あー！　マジで恥ずかしかった！　すっげぇ、顔が熱い！

「仕方ないわね。今は、それで我慢してあげる。……とまぁ、こんな感じよ、特とく正しよう君。分かったかしら？」

「うむ！　非常に勉強になった！　感謝するぞ、三さん色しよく院いん、ジョーロ！　早速挑戦してみよう！」

「その意気よ。頑張ってちょうだい。諦めなければなんとかなる時は、往々にしてあるものよ」

　さっきしくじった『手を繫つなぐ』を、諦めず強制的に実現している奴やつの言葉は、重みが違うな。

　俺の手を握ったまま、ちゃっかり放さねぇんだわ、こいつ……。




　パンジーの説明と、俺の体を張った実例を理解したフーちゃんは、たんぽぽのもとへ。

　どうやら、たんぽぽがサンちゃんに連れられた先は、俺おれ達たちがビーチパラソルを設置した場所だったようだ。そして、そこでは……

「いいですか、大おお賀が先輩!?　まずは、ここでワタります！　さらに四回捻ひねりを加えた後、ワタります！　そして、最後に私を心で思い浮かべながら、ビシッとワタって下さい！　どうですか!?　ワタりましたか!?」

　とてもワタワタしているたんぽぽと、それを笑顔で眺めているサンちゃんがいる。

　多分だけど、あれがワタワタダンスなのだろう……。

「おう！　バッチリ分かったぜ！　じゃあ、早速練習してくるから、ちょっと待っててくれ！」

「むふふふ！　私に練習姿を見られるのが恥ずかしいなんて、大おお賀が先輩もシャイなところがあるんですねぇ～！」

　たんぽぽよ、残念ながら外れだぞ。サンちゃんは、てめぇの背後からフーちゃんが迫っているのを確認して、その場を後にしているだけだ。

　……よし、早速フーちゃんの勉強の成果を見せる時がきたな。

　俺は、パンジーと一緒にそれを確認する予定なのだが……

「おい。いい加減、手を放せよな。パンジー」

「何を言っているのかしら？　貴方あなたが一人で行動するなと言ったのでしょう？　だから、こうして止やむに止やまれず、手を繫つないでいるのよ」

「別に手を繫つながなくても、一緒にいりゃいいだろが！」

「あら。そんなに私と一緒にいたいなんて、相変わらず寂しがり屋さんなんだから」

「んなこと言ってねぇだろが！」

「そろそろ、始まるみたいだし、静かにしたほうがいいと思うわ」

　だったら、いい加減手を放せや！　フーちゃんのが終わったら、ぜってぇ振ふり解ほどいてやる！

「むふふふ。ビニールシートに寝そべる私……。これは、ときめかずにはいられないでしょう！　……あ、閃ひらめきました！　あとで如月きさらぎ先輩をカメラマンとして利用して、ブロマイドの種類を増やすといいかもしれません！　大おお賀が先輩にも私を愛めでてもらって……むふふふふ！」

　なぜ、奴やつの企ては十割方、俺を利用することが前提になっているのだろう？

「たんぽぽ、貴様に話がある」

「おや？　どうしました、特とく正しよう先輩？」

　ふむ。ファーストコンタクトは、中々いいではないか。

　いつもだったら、すぐさま喧けん嘩かになるのに、至って普通の会話からスタートしているぞ。

「貴様に、伝えたいことが少々あってな……」

「む？　その表情は……むふ！　むふふふ！　ま・さ・かぁ～、むふふふふ！」

「たんぽぽが、早速調子に乗り始めているんだが……」

「仕方ないわ。あれが彼女の通常運転だもの。それよりも大切なのは、この後の特とく正しよう君の言葉よ。まぁ、余程のことをしない限り、うまくいくと思うけど」

「むふふふふ！　特とく正しよう先輩は、私に何を伝えたいのでしょうか？」

　普段なら勘違いして調子に乗りやがってと言えるのだが、今回に関しては勘違いじゃないってのが逆に厄介だ。なぜか知らんが、無駄にむかつく。

「その……、俺は……、俺は……っ！」

「緊張してますねぇ～！　でも、いいですよ！　私はとても優しい天使のような──」

「貴様といると心臓を炸さく裂れつさせたくなる！」

「ひょ!?　な、なぜ、心臓を!?」

　あ、余程のことをやらかしたわ。これ、あかんやつだわ。

「そして、貴様を永遠に監禁していたい。表情を歪ゆがませるだけ歪ゆがませてやろう。貴様の表情が変われば変わるほど、俺は幸せを感じるからな。クックック……」

「……なぜあの人は、あそこまで上手に言葉を改かい竄ざんできてしまうのかしら？」

「奇遇だな。俺も同意見だ」

　ほんっと、さっきの俺の渾こん身しんの頑張りがあっという間に無に帰したよ。

　おまけで、メチャクチャ恐こわい笑顔までつけちゃってるし……。

「ド、ドＳです！　特とく正しよう先輩は、ドＳの化身に違いありません！　恐こわいです！　誰か助けて下さい！　ひぃぃぃぃぃ！」

「なっ！　なぜ、逃げるのだ!?　待て！　この後、貴様の手をあらん限りの力で握って……」

「なんで私の手を握りつぶすんですかぁ！　嫌です！　絶対に待ちません！」

　そりゃ、逃げるわ。俺も、あんなこと真正面から言われたら、全力で逃げ出すわ。

「……これは、かなり重症ね」

「これまた奇遇だな。俺も同意見だ」

　パンジー発案『好意を直接伝える』作戦。

　フーちゃんの発言改かい竄ざんが発生。

　よって、失敗。





※






　次の作戦は、コスモスひまわり発案の『一緒に同じ体験をしてくれること』。

　フーちゃんは、喋しやべらせると上う手まい具合に発言を改かい竄ざんして、状況を悪化させてしまう。

　ならば、言葉ではなく行動で、たんぽぽのポイントを稼いだほうがいいだろう。

　ちょうどよく、コスモス達たちのスイカ割りも終わり、今は全員でビーチパラソルの下に集合してスイカを食っている。だから、次に何をやるか次第では……、作戦の実行は容易なはずだ。

「なぜだ……？　なぜ、逃げられてしまうのだ？　確かな手ごたえを感じていたのだが……」

「どう考えても、あれじゃダメだ」

「ぐっ！　そうだったのか……。女心とは、難しいものだな……」

　てめぇの性格のほうが遥はるかに難しいわ。ほんと、どうしてああなってしまうのやら……。

「まぁ、とりあえずスイカを食って、元気出せよ」

「……すまん。はぁ……、自分が情けない」

　イケメンがションボリしながら、ちまちまとスイカを食っている姿は絵になると思いきや、哀愁が漂いすぎていてやばい。まぁ、コスモス達たちがスイカを持ってきてくれてよかったよ。

　たんぽぽの奴やつ、あんな全力で逃げたくせに、スイカの香りに釣られてあっという間に戻ってきたからな。

「むふふ！　スイカ、美お味いしいですね！　三さん色しよく院いん先輩！」

「そうね。海で食べるなんて滅多にできないし、とても貴重な経験だわ」

[image: ]

　ついでに、さっきまでのことは綺き麗れいさっぱり忘れているっぽいし。

　本当に、こいつがアホでよかったよ。

「それでコスモス会長、次は何をしますか？」

「そうだね、あすなろさん。皆で海に入らないかい？」

「ん。ナイスアイディアかな。ボク、賛成かな」

「そう言ってくれると、嬉うれしいよ！　実は、とある物を持ってきていてね！　海では是非、それを使って皆で遊ぼう！」

「サンちゃん、次は一緒にあそぼーね！　海で泳ぐの楽しいよぉ～！」

「いいぜ、ひまわり！　俺の熱き泳ぎっぷりを見せてやる！」

　ほうほう、みんなで海に泳ぎに行くか……。これは非常に都合がいい。

　なら、どうにかしてフーちゃんとたんぽぽを一緒にしてみせよう！




　スイカを食い終わった俺おれ達たちは、みんなで海へと向かった。

　さて、どうやってたんぽぽとフーちゃんに同じ体験をさせてやろうか……。

「如月きさらぎ先輩！」

「……ん？　どうした、たんぽぽ？」

　何やらたんぽぽが、満面の笑みで俺に近づいてきたぞ。

　しかも、両腕でやけにでかいイルカの浮き輪を抱きしめている。

「むふふふ！　ここにイルカの浮き輪があります！　そして、可愛かわいすぎる私がいます！　……あとは、分かりますね？」

「俺がイルカの浮き輪に乗ってれば、たんぽぽが馬車馬のように泳いでくれるんだな！」

「そうなんですよぉ～！　私が馬車馬のようにバシャバシャと……って違いますよ！　私が乗って、如月きさらぎ先輩が泳ぐんです！　従者としての自覚が足りませんよ！　むっふー！」

　従うつもりが毛頭ないからね。

「やなこった。浮き輪に乗りたいなら、自分で…………あ」

　いや、待てよ。このアホの提案を利用すれば……

「如月きさらぎ先輩。その顔は……、恥ずかしいから断ろうと思ったけど、やっぱりたんぽぽちゃんと一緒にいたいから引き受けようとしている顔ですね！　んもぉ～！　仕方ないですねぇ～！」

　まるでかすりもしていないアホ発言はさておき、いいアイディアではないか！

　これなら、たんぽぽの希望を叶かなえつつ、作戦を実行することができるぞ！

「いや、俺はやらねぇ。だから……、フーちゃん。悪いんだが、たんぽぽが乗ったイルカの浮き輪を後ろから押して、泳いでやってくんねぇか？」

「お、俺が!?　だが、それは……」

「特とく正しよう先輩が!?　い、嫌です！　特とく正しよう先輩、怖いです！」

　……ち。すっかり忘れてると思ったら、さっきのことを覚えていやがったか。

　参ったな。どうにか、この二人を一緒にさせたいのだが、たんぽぽがフーちゃんを恐れまくってやがる。ついでに、俺の正面に来てイルカの浮き輪を押し付けてきて、とてもうざい。

「さぁ、如月きさらぎ先輩！　捻ひねくれていないで私と泳ぎましょう！　ほら、早く素直になって！」

　俺は捻ひねくれていると自覚はあるが、今に関して言えば全力で素直だ。

「だから、俺はやらねぇって……」

「たんぽぽ、俺も特とく正しようのほうがいいと思うぜ！　なんてったって、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の四番だからな！　体力が段違いだぜ！」

　おお！　さすが、我が親友！　正論を交えた見事な援護射撃だ！

　フーちゃんと俺では、運動能力に圧倒的な差がある！　そこを利用した、見事な言論だ！

　しかし、たんぽぽとしては納得がいかないのか、キュッとイルカの浮き輪を強く抱きしめて、不満気な態度をしている。……なぜだ？

「……別に、私は体力が多い人とかそういうのは関係なく、如月きさらぎ先輩がいいんです……。その……、せっかく一緒に海に来れたんです。だから……」

　うっ！　ションボリしつつ、そこまで俺にこだわられると……

「如月きさらぎ先輩が、ひーこらひーこらばひんばひんと惨みじめに泳いでいる姿を眺めつつ、私はイルカにまたがって優雅に過ごしたいだけなんです……」

　そうだよな！　てめぇは、そういう奴やつだよな！　少しドキッとした俺がバカだったよ！

「それなら、やっぱり特とく正しようのほうがいいじゃないか！　ほら、さっき特とく正しようにやられた分をやり返すチャンスだぞ！」

「はっ！　言われてみれば！」

　チョロいなぁ～。また、しょうもない魂胆が漏ろう洩えいしまくってる顔をしちゃってるよ。

「特とく正しよう先輩、せっかくですし私が乗ったイルカを後ろから押して泳ぎませんか？　むふふ！」

「ほ、ほう……。そこまで言うのであれば仕方がない！　ちょうど海に来て、体を鍛えたかったからな！　特別に押して泳いでやろう！　たんぽぽ、勘違いするなよ？　あくまで、ついでなのだからな？」

　念のためフーちゃんに、たんぽぽと同じ体験をしてお互いに楽しむように、ちゃんとアドバイスをしたほうがよさそうだな。

「フーちゃん、海でたんぽぽと全力で仲良く遊べ。そうすりゃ、上う手まくいく可能性があるぜ」

「なんだと!?　海には、そんな魔性の力が秘められていたのか……っ！」

　海に、そんな力はないんだけどね。

　二人で泳いで盛り上がれば仲良くなれるんじゃねって話なだけだよ。

「ささ、特とく正しよう先輩！　早く行きましょう！　そして、私の仕返しを……むふふふふ！」

　なぜだろう？　作戦は上う手まくいっているはずなのに、あの女から漂う死亡フラグは？

　嫌な予感しかしないよね……。




「さぁ、特とく正しよう先輩！　準備はいいですか？」

「少し待て。今、精神を統一させている」

　海に入り、イルカの浮き輪にまたがり嬉うれしそうにするたんぽぽと、その後ろで海に浸つかり浮き輪に手を添えるフーちゃん。

　強いて問題を挙げるのであれば、至近距離からたんぽぽの水着姿を見ると心臓がもたないのか、フーちゃんの両目が閉じられていることだが、まぁ、些さ細さいなことだろう。

　それよりも、目下最大の問題は……

「ジョーロ君、もう少し頑張ってほしいわ」

「ん。ジョーロは、さっきからこっそりサボってるかな」

「はぁ～！　海でプカプカ……楽しいなぁ～！」

「ダメですよ、ジョーロ！　他の二人を見習ってください！」

「……ひーこらひーこらばひんばひん」

　ビニールボートを必死こいて押して泳いでいるが故に、体力の限界が近い俺自身だろう。

　先程、コスモスがチラッと漏らしていた『とある物』。それは巨大なビニールボートだった。
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　ただ、いかんせん大人数だ。巨大とはいえ、ビニールボートに乗れるのは四人まで。

　そして、ジャンケンバトルの結果、乗ることになったのはコスモス、ツバキ、パンジー、あすなろで、それを押すのがじゃんけんで敗れた俺の担当である。

　これなら、大人しくたんぽぽのイルカを押していたほうがましだったかもしれん……。

　無論、これだけ巨大なビニールボートだ。押しているのは俺だけでない。

　サンちゃんとひまわりも押して泳ぐ担当なのだが……

「ははっ！　ジョーロ、気合が足りないぞ！」

「ジョーロ、がんばだよ！　ほら、もっと足をバタバタさせて！」

　まるで疲労を感じさせず、喜々としてビニールボートを押してるんだわ。

　さすが、ジャンケンバトルに加わらず、自らこっちを選ぶだけあるよ。

　俺もそれなりに体力はあるはずなのだが、やはり本物には敵かなわないと思い知らされた。

　フーちゃんは……、まだ泳ぎ始めていないな。目をつぶって精神統一をしたままだ。

「むぅー！　特とく正しよう先輩、早くして下さい！　私も、秋あき野の先輩達たちみたいにプカプカしたいです！」

「ふん……。いいだろう」

　あ、ようやく始めるみたいだ。

　ガシッとイルカの尻尾あたりを摑つかんで、いよいよフーちゃんがスタンバイ。

　さて、今度こそ仲良くなってくれればいいんだが……

「……行くぞ。たんぽぽ」

「むふふふ！　これで、特とく正しよう先輩は体力を使い果たし、それはもう無様な……ひょ!?」

「はぁぁぁぁぁぁ!!」

　爆発音のような、ボンという音と共にフーちゃんが出撃。

　そのまま、とんでもないスピードでイルカが泳ぎ始めた。

「ひょぉぉぉぉ！　早い！　早いです！　怖いです！　特とく正しよう先輩、一度やめて下さい！　お願いです！　止まってぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「やめられん！　とめられん！」

　かっぱえ○せんか、おのれは。

　にしても、すげぇスピードだ。あっという間に、俺おれ達たちのビニールボートを追い抜きやがった。

「ぎぃやああああぁぁぁぁぁ!!」

　あれ、女の子が出していい悲鳴じゃないよね。

　まるで、モータースポーツの『ヒュウウゥゥン』みたいな聞こえ方をしたよ、君の悲鳴が。

　もしかしたら、インディ５００で優勝できるかもしれんな……。

　そんな様子を眺めながら、隣でビニールボートを押す親友に、

「……サンちゃん、どう思う？」

「あー……、俺だったら楽しいだろうけど、たんぽぽにはまずいだろうなぁ～」

　ですよね。俺もそう思ったよ。

「とりあえず、戻ってくるのを待つとするか。多分、その内戻ってくるだろうし」

「だな！　さすがに、あれに追いつくのは俺も厳しそうだ！」

「如月きさらぎ先輩、助けてぇぇぇぇぇぇ!!」

　ごめん。物理的に無理。あとで牛乳を飲ませてやるから、頑張ってくれ。




　その後、フーちゃんによってスピードという恐怖を体に刻まれた佐さ藤とうたんぽぽが帰還。

　イルカの浮き輪を強く抱きしめながら、半べそをかいている。

「ひっく！　ひっく！　どうして、こうなってしまうのですか？　私は、ただ特とく正しよう先輩に仕返しをしたかっただけなのに……」

　自じ業ごう自じ得とくなのかそうではないのか、非常に微妙なラインである。

　一応、声をかけておいて……って、なんかたんぽぽがこっちに来たぞ。

「えーっと……、たんぽぽ、どうした？」

「うえぇぇぇぇぇん！　如月きさらぎ先輩、怖かったですぅぅぅぅ～！」

　げっ！　イルカを放り出して、思い切り俺に抱きついてきやがった！

「わっ！　俺にしがみつくんじゃねぇよ！」

「慰めて下さい！　なでなでして下さいぃぃぃ～！」

　だから、なんでこいつはいちいち俺に絡からんでくるんだよ！

　ええい、鬱うつ陶とうしい！　とっとと離れろよな！

「ま、まさか、俺はまた何か失敗をしてしまったのか!?　自分なりに、全力で仲良く楽しんだつもりだったのだが……」

　そうだね。根本的に、海の楽しみ方が違ってたんだろうね。

　ひまわり・コスモス発案『一緒に同じ体験をしてくれる』作戦。

　フーちゃんが、やめられないとまらない。

　よって、失敗。





※






　今度の作戦は、あすなろ発案の『ピンチの時に助けてくれる』なのだが……、これは人為的に起こすのが非常に難しい作戦だ。しかも、女性陣は現在、砂のお城作りに夢中。

　どう考えても、ピンチなんて起きるはずがない。

　なので、作戦の実行よりも一度フーちゃんを励ます方向へシフトした。

　男三人で、砂浜に座るってのも中々の絵面な気もするが、まぁいいだろう。

「途中から、もしや……とは思っていたのだが、やはりアレではダメだったのか……」

「そうだな。ありゃ、仲良く遊んでるんじゃなくて、ただ脅おびえさせてるだけだったよ」

　ションボリからドンヨリへランクアップし、波を眺めながら体育座りをするフーちゃん。

　容姿が優れている分、なぜだか残念さが際きわ立だった。

「すまんな、ジョーロ。貴様の力を俺が活いかせないばかりに……」

「んな落ち込むなって。まだ、時間はあるじゃねぇか。ただ、ツーアウトなだけだ」

「お！　ジョーロ、いいこと言うな！　なら、俺からも言わせてもらうぜ！　……特とく正しよう、野球ってのはどんなに少なくても、打者には一試合に三回打席が回ってくるんだぜ？　だから、あと一回の打席でちゃんと打てれば、それで立派な三割打者だ！」

「ジョーロ、大おお賀が……。そうだな！　まだチャンスは残っている！　地区大会の決勝戦では、ホームランを打てなかった俺だが、今度こそ打ってみせようではないか！」

「おう！　その意気だ！」

　よしよし。どうにかフーちゃんの元気が回復してきたぞ。

　しかし、作戦の実行が難しいな。

　どうにか、たんぽぽがピンチになってくれるとありがたいのだが……

「ジョーロ！　今、砂のお城が完成したので、皆さんと一緒に写真を撮りませんか？　あと、できれば私と二人でも写真を撮ってくれると嬉うれしいです！」

「ん。ボクもみんなで写真を撮りたいかな」

　俺が悶もん々もんとしていると、やってきたのはあすなろとツバキだ。

　さっきまで砂のお城を作っていたからだろうが、体中のあちこちに砂がついている。

「いいぜ。それなら、誰か写真を撮ってくれる人を探してみるか……」

　まぁ、いいや。ピンチってのは偶発的に起きるものだし、いくらアホなたんぽぽだとはいえ、ピンチになってもしもの事態……なんてことはないほうがいい。

　この作戦のことは忘れて、カメラマンでも探すとしよう。

　そんで、また別の作戦を──

「ねぇねぇ、君さ、どこから来たの？」

「む？　私ですか？」

　わーい！　ご都合主義の発生だぁ！　ありがとう、ラブコメの神様！

　たんぽぽったら、なんて素敵なタイミングでナンパをされているのだろう！

　いい具合に、二人の大学生ぐらいの金髪のお兄さん達たちに絡からまれてるじゃないのぉ～！

　日焼けをした体と髪の色が見事にマッチした、完かん璧ぺきなナンパ師さんのご登場だ！

　いやー！　海でピンチと言ったらやっぱりこれだよね！　うん！　このピンチならセーフ！

「そうそう！　良かったら、俺おれ達たちと遊ばない？　ほら、そこの海の家で飯でもおごるからさ！」

「俺おれ達たち、この海のこと結構詳しいから、色々面白いところとか案内してあげちゃうよ！」

　すげぇ……。すげぇよ……。

　あそこまで完かん璧ぺきな決まり文句を言う人……、俺、初めて見たよ。

　ありがとう、ナンパ師Ａさん、Ｂさん。貴方あなた達たちのおかげで、ピンチの演出ができそうです。

　強いて言えば、たんぽぽが調子に乗りまくって、ナンパ師さん達たちのやる気を削そぎそうな予感がするぐらいだが……

「な、なんですか、貴方あなた達たちは!?　私が可愛かわいすぎるからって、軽々しく声をかけるなんて非常識です！　むしゅるるるる……」

　威い嚇かくしてらっしゃる……。そういや、前にフーちゃんが言ってたな。

　たんぽぽって、警戒してる相手だと、威い嚇かくして逃げ出すとかなんとか……。

　だが、いいぞ。良いい具合にナンパ師のお二人を刺激してくれている！

　ここでナンパ師が非常識に怒って、ピンチになったたんぽぽをフーちゃんが助ければ……

「あ、あれ？　そんな迷惑だった？　ただ、一緒に遊びたかっただけなんだけど……」

「やべ。声かけちゃ、まずい子だったか……。気を悪くさせちゃったよ……」

　え？　ちょっと待って！　ナンパ師さんが、比較的常識的な人っぽい！

　せっかく、ここまで良いい演出をしてくれたんだから、ここは非常識にたんぽぽを罵倒したりするところじゃないの？

「迷惑です！　大々々迷惑です！　私は、これから先輩方や奴隷と、先程完成した砂のお城と一緒に写真を撮るんです！　だから、気安く声をかけないで下さい！　むっふー！」

　おい、奴隷って誰のことだ？

「あちゃー……。そっか。……オッケー、じゃあ大人しく引き下がるよ。……ごめんね」

　サゲポヨォォォ！　もっと、子供らしく引き上がっていこうぜ！

「……あ、迷惑かけちゃったお詫わびにこれあげる。よかったら、みんなで飲んでよ！」

「なんですか、お詫わびって！　そんな簡単に私は……わぁぁぁぁ！　ジュースです！　ジュースをもらえました！　ありがとうございます！」

　チョれぇ～。すっげぇあっさり許しちゃってるよ……。

　いや、もしかしたらこれが熟練のナンパ師の手口かもしれん！　ここで気を許させて……

「このぐらい、気にしないで。迷惑かけちゃったお詫わびだしさ！」

　疑ってすみませんでしたぁ！　なんなんだよ、あの優しいお兄さん達たちは！

「あ、そういえば君、今から友達と写真を撮るんだよね？　よかったら、俺が撮ろうか？」

「いいんですか!?　それは、とっても助かります！」

　一人で全部解決しちゃった上に、カメラマンまで確保しちゃった！

　そうだよな……。ナンパを断られたら、大人しく引き下がるのが普通だよな……。

　そこからトラブルを起こしても、得られるものは何もないし……。

「むふふふ！　お話をしただけでジュースをもらって、写真まで撮ってくれるなんて、やっぱり私の日頃の行いがいいからですね！　……おや？　どうしました、如月きさらぎ先輩？」

「……なんでもねぇよ」

「そうですか。あ、これを見て下さい！　気の良いいお兄さん達たちがジュースをくれました！　あと、写真も撮ってくれるそうですよ！」

「……ジョーロ、少しここを離れるぞ。……あちらの方々に飲み物と写真の謝礼をしてくる」

　知らないところでナンパ師のお兄さん達たちに優しくしても、好感度は稼げないよ……。

　あすなろ発案、『ピンチな時に助けてくれる』作戦。

　ナンパ師のお二人が、気の良いい常識人だった。

　よって、失敗。




「それじゃあ、みんな笑ってぇ～！　はい、チーズ！」

　その後、メチャクチャ良いい人だったナンパ師のお兄さん達たちに、写真を撮ってもらう俺おれ達たち。

　砂のお城のクオリティがやけに高く、さすがとしか言えない気分だ。

「「「「「「「「「ありがとうございました!!」」」」」」」」」

「ははっ。どういたしまして。それじゃあ、俺おれ達たちは行くね」

　謝礼をすると、日焼けした小麦色の肌を煌きらめかせながら、颯さつ爽そうと去っていくお兄さん達たち。

　最初から最後まで、ひたすらに良いい人なんだから、世の中もまだ捨てたもんじゃない。

　あの人ひと達たちにナンパをされるなら、きっと女の子達たちも楽しい時間が過ごせるだろう……。

　ただなぁ……、いかんせんフーちゃんとたんぽぽをまるで仲良くさせられてねぇ……。

「ジョーロ、次は私と二人で写真を撮りましょう！　海をバックに！」

「おう、分かったよ、あすなろ」

「ありがとうございます！　……そういえば、ジョーロ。一つ教えてほしいことがあります！」

「ん？　なんだ？」

「そ、その……、私の水着はどうでしょうかね？　やっぱり、コスモス会長やパンジーのように、スタイルがいい方と比べると……」

「気にすることはねぇだろ。あすなろは、あすなろだ。可愛かわいいと思うぜ」

「本当ですか！　でしたら、この日のためにダイエットをした甲か斐いがありました！」

　夏になると、女の子はそういうところを気にするって聞いたけど、本当なんだな。

　こないだの流しそうめんでは、普通に食ってたからまるで気づかなかったよ。

「……私も頑張ったのに……」

　いや、パンジーも十分似合っているぞ。むしろ、似合いすぎて褒めにくいだけだ。





※






「くっそぉぉぉ！　負けたかぁ～！」

「ふっ。地区大会の決勝戦の借りは、返させてもらったぞ」

　写真を撮り終えた俺おれ達たちは、サンちゃん念願のビーチフラッグを。

　大人数だったのでトーナメント制で勝負をしたところ、決勝戦は予想通りの二人。

　サンちゃんＶＳフーちゃんだった。……そして、最終的な優勝者はフーちゃん。

　足の速さでサンちゃんを凌しのぐとは……、知ってはいたが、やはりこいつも化物だった。

　ちなみに、女子だけで順位を見ると一位は当然のひまわり。さすが、テニス部のエースだ。

　そういや、女の子達たちはツバキを除いてみんな、『絶対に負けるもんか！』って気迫に溢あふれていてすごかったな。ひまわりと勝負をしたあすなろと言い、パンジーと言い、正直勝てるわけないのに、最後まで諦めずに全力疾走してたし。

　……え？　俺？　一回戦で、ツバキに負けてちょっとへこんだよ……。

「ふぅ……。俺は疲れたから、少し休憩をしてくる。……フーちゃん、一緒に休まねぇか？」

「分かった。では、俺も少し休ませてもらう」

　ともあれ、体力を消耗した俺は、一度休憩。

　フーちゃんを誘った理由は、もちろん作戦のためだ。

「あー！　楽しかった！　ねね、みんなで海いこっ！　わたし、水鉄砲持ってきてるの！　沢山あるから、みんなで遊べるよぉ～！」

「海で水鉄砲！　前からやってみたかったんだ！　うん、行こう！　ひまわりさん！」

「パンジー、疲れてない？　平気かな？」

「大丈夫よ、ツバキ。私も行くわ」

「今日だけで、『海の満喫の仕方』という記事が書けそうですね！　とても楽しいです！」

　女の子達たちは、また海に行くのか。……すげぇ体力だな。

　俺なんて、もう結構ヘトヘトだってのに……。

「むふふふ！　では、私も水鉄砲に……」

「なぁ、たんぽぽ」

「む？　どうしました、大おお賀が先輩？」

「俺と一緒に、海の家に焼きそばを食いに行かないか？」

「焼きそば！　私も食べたいです！　是非、行きましょう！」

　……ふむ。サンちゃんがたんぽぽを焼きそばに誘ったか。

　なら、俺も行動を開始させてもらうとしよう。

　これまでの作戦は全て不発だったが、まだ終わりじゃねぇ。

　まだ最後の一手が残っているから、そいつをやってやる。




　サンちゃんとたんぽぽがジャケットを羽は織おり海の家へと向かう様子を眺めながら、俺とフーちゃんはビニールシートの上に着席。

　ついでに、俺も持参していたジャケットを羽は織おって、ポケットに手を入れた。

「ジョーロ、今日は誘ってくれて感謝する。非常に充実した一日だった」

　フーちゃんって欲はあるんだが、やけに少ねぇよな。

　まだ、全然たんぽぽと普通に話せるようになってねぇのに、満足気な声を出してるよ……。

「そう言ってもらえると嬉うれしいんだが、まだ頼まれたことができてねぇし……」

「それなら、もういいぞ」

「え？　いや！　まだ時間もあるし、そんな簡単に諦めなくてもいいんじゃねぇか？」

　っていうか、ここまでやって失敗で終わりなんて、なんか悔しいじゃねぇかよ。

「ほら、最後まで付き合うからよ、諦めずにやるだけやってみようぜ！　……な？」

　それに、ここでフーちゃんに諦められたら、最後に用意した一手が無駄になっちまう。

　なんとかやる気を再燃させなくては……。

「いや、俺は諦める。……違うな。もう、挑む必要がなくなったと言えばいいかもしれん」

「……なんでだよ？」

「どうも、俺の目的はすでに達成できているようなのでな」

　この男は、いったい何を言っているのだろう？

　相変わらず顔を合わせる度に喧けん嘩かをしていて、達成とはどういうことか？

　まずいな……。よく分からんが、フーちゃんが完全に諦めモードに突入しているぞ。

　ここからやる気を回復させるのは、かなり難しそうだ。

　……だけど、この状況だったら……

「なぁ。フーちゃんは、なんであいつと普通に話せるようになりたかったんだ？」

「む……。言っていなかったか？」

　実を言うと、俺は一つ疑問を持っていたのだ。

　フーちゃんは最初に俺へ相談をした時、『たんぽぽを好き』と言って、その後に『普通に話せるようになりたい』と言った。

　当時はあまりにも気が動転したので、そうかと納得していたが冷静に考えると妙だ。

　もし、恋人同士になりたいなら『普通に話せるようになりたい』なんて中ちゆう途と半はん端ぱな頼みはせずに、『恋人同士になりたい』と言えばいい。なのに、フーちゃんはそう言わなかったのだ。

「その……、恋人になりたいとか、そういうことだと勝手に思ってたんだが……」

「俺は、やはり言葉足らずだな。ジョーロに誤解を与えてしまっていたか。……すまん」

　やっぱりそうだ。フーちゃんは、たんぽぽと恋人同士になりたいわけじゃねぇ。

「いや、謝るほどのことじゃねぇよ。……けど、だったらなんでだ？」

「去年の地区大会の決勝戦以来、自分の感情が制御できず、奴やつに対して乱雑な口を利くようになってしまってな。それを解決して、俺の目的を達成したかったからだ」

「それって……、つまりフーちゃんがやりたいことって、地区大会の決勝戦より前からあったってことか？　例えばだが、中学時代の時からとか……」

「ジョーロの言う通りだ。貴様はやはり敏さといな」

　満足気なフーちゃんが、穏やかに微ほほ笑えみながら俺にそう言った。

「せっかくだし、聞かせてもらってもいいか？　その中学時代の話をよ」

「少し、長い話になってしまうが……構わんか？」

「ああ、頼むよ」

　フーちゃんが、小さく息を吐き、普段の仏ぶつ頂ちよう面づらからは想像がつかない優しい表情を浮かべる。

　きっと、自分にとって大切な何かを思い出しているのだろう。

「中学時代、たんぽぽは俺おれ達たちと一緒にいる時、常にどこか神経質なところがあったのだ」

「たんぽぽが、神経質だぁ？」

　あんな能天気な奴やつ、俺は他に知らねぇぞ。正直、ひまわりを凌りよう駕がするレベルだ。

「ああ。俺おれ達たちといる時のたんぽぽは、純粋にその空間を楽しみきれていない……と言えばいいか？　とにかく、どこかつまらなそうで、常にピリピリと張り詰めた雰囲気だったのだよ」

　……なるほどな。それだったら、思い当たる節が一つある。

　恐らくだが、ホースへの気持ちが原因だ。一生懸命アピールしても気づいてもらえず、常にライバルであるつきみやチェリーが一緒にいる。そりゃ、気も休まらねぇだろう。

「そして、その状態は俺おれ達たちが高校生になって久しぶりに会った時も変わらなかった。常に何かを警戒し、脅おびえている様子だったよ」

「……そっか」

「だから、せめて俺がいる時だけでも、たんぽぽが気兼ねなくいれる環境を作ってやりたかったのだ。奴やつが俺おれ達たちといる時の辛つらそうな様子が、どうにも気になってな……」

　そういうことか。中学時代にピリピリしていたたんぽぽに気づいていたフーちゃんは、自分なりにたんぽぽを楽しませてやろうと努力をしていたんだ。

「中学時代は、それなりに上う手まくできていたはずなのだが……、高校生になりたんぽぽへの気持ちを自覚してしまってからは、どうにも駄目でな。まったく……、普段から口くち下べ手たな俺がさらに口くち下べ手たになるなど……、情けない話だ」

　そういや、前にたんぽぽが言ってたな。『中学時代の特とく正しよう先輩は優しかった』って。

　だけど、たんぽぽへの恋心を自覚して以来、それができなくなっちまったんだ。

　そして、それをフーちゃんは解決したかった。たんぽぽを楽しませるためだけに……。

「だが、それはもう必要ないと理解できた」

「なんでだよ？」

「貴様……、いや、貴き様さま達たちのおかげだ」

「俺おれ達たち？」

「先日の串カツ屋、流しそうめん、それに今日の海。どれも、たんぽぽは心から純粋に楽しんでいる。あんな楽しそうなたんぽぽを見たのは、初めてだったよ」

「……そっか」

「天あつ晴ぱれだよ。俺が何年もかけて達成できなかったことを、たった半年でやり遂げるとはな。特にジョーロ、貴様だ。たんぽぽがあそこまで楽しめるのは、貴様の存在が最も大きいぞ」

　それは、果たして喜んでいいのか悪いのか、非常に判断に困る言葉だな。

「本当は、少し前から理解できていたのだがな……。つい、欲を出してしまい、ジョーロの好意に甘えてしまった。迷惑をかけてしまってすまなかった」

「別に、迷惑じゃねぇよ。俺も楽しかったし……。でもよ、本当にいいのか？」

「いいのだよ。俺にとっての幸せは、たんぽぽの幸せだ。別に、献身的にそう考えているわけではないぞ？　好意を持っている相手が笑っていると、それだけで自分も幸せになるものだ」

「大丈夫だ。……その気持ちは、よく分かる」

「ふっ。そう言ってもらえると、幸いだ」

　俺も、あいつが笑ってると、それだけで幸せな気分になるからな。

「とまぁ、そういうわけだ。俺がたんぽぽと普通に話せるようにならなくとも、十分に奴やつは楽しめている。むしろ、俺はいないほうがいい。すぐに口くち喧げん嘩かをしてしまう男など、不要だろう？」

　どこか寂しげにフーちゃんが笑って、そう言った。

　目的は達成できたが、それを自分の力で達成できなかったのが複雑だったのだろう。

「今日だけでもジョーロや大おお賀が……、それにたんぽぽに過大な迷惑をかけてしまったからな。これ以上、余計な負担をかけないためにも……、俺は……諦めるよ……。もう、十分だ……」

「ま、それでてめぇが満足なら、そうなのかもな」

「ああ。俺は、たんぽぽが楽しそうに笑えていればそれで満足だ。だから、俺は必要ない。今日が最後だ。金輪際、たんぽぽに近づくようなことはしない」

「……一応確認なんだが、たんぽぽが好きじゃなくなったわけじゃねぇんだよな？」

「当然だ。俺は──」

　フーちゃんが、そこで一度言葉を止めて拳をグッと握り締め、再び口を開いた。

「たんぽぽのことが大好きだよ」

「……そっか」

　そう答えつつ、俺は自分が着ているジャケットのポケットをモソモソとあさる。

　そして……




「──だってよ。ちゃんと聞こえてたか？　……たんぽぽ」




　取り出したスマートフォンに向けて、そう言った。

「ジョーロ、なぜスマートフォンを取り出している？」

　キョトンとした表情をするフーちゃんを見て、俺はニヤリと笑う。

「そろそろ戻ってくっから、ネタバラシだ。一番肝心な台詞せりふも、てめぇに言わせられたしな」

「戻ってくる？　ネタバラシ？　肝心な台詞せりふ？　いったい何を──」

「へへっ！　特とく正しよう、三回目の打席はちゃんとホームランを打てたみたいだな！」

「大おお賀が！　それに…………たんぽぽだと!?」

　フーちゃんが後ろを振り向くと、そこには熱血笑顔で立つサンちゃんがいる。

　……まぁ、つまりはこういうことだ。

　こいつらは、顔を合わせるとフーちゃんが意地を張って、絶対に喧けん嘩かをする。

　だったら、顔を合わせない状況を作り出して、教えてやればいいってわけだ。

　フーちゃんが、どんだけたんぽぽを大事に想おもってるかってことをな。

　そのために、俺がフーちゃんにつき、サンちゃんがたんぽぽにつき、二人を引き離した。

　お互いのジャケットに忍ばせたスマートフォンを、通話状態にしながらな。

　焼きそばを食いにいくなんて、最初から噓うそだ。

　たんぽぽは、サンちゃんに連れられて少し離れた場所に隠れてただけなんだよ。

「よう、司令。ちゃんと聞こえてたよな？　オーバー？」

「き、聞こえてました……。オーバー……」

　サンちゃんの背中で恥ずかしげに姿を隠しつつ、チラリとこちらを見るたんぽぽ。

　その手に握られているのは、真っ赤なカバーに入ったサンちゃんのスマートフォンだ。

「い、いや！　その、これはだな！」

　アタフタと手を振り、何かをごまかそうとするフーちゃん。

　だが、それはまったく上う手まくいっていない。

「特とく正しよう先輩……、私のこと、ずっと心配してくれていたんですか？」

　普段から感情の起伏が激しいたんぽぽだが、こんな風に顔を真っ赤にして恥ずかしがる様子を見るのは初めてだ。案外、可愛かわいい態度も取れるじゃねぇかよ。

「す、少しだけだ！　少しだけ気になっていたから、可能であれば解決しようとしていただけだ！　貴様だって問題があれば、解決したいと思うだろう！　そ、それだけの話だ！」

　フーちゃん、その言い訳は全部聞かれた後に言っても、通用しねぇよ。

「でも、さっきの話を聞いていたら……、少しじゃなかったです」

「ぐっ！　ジョーロ、大おお賀が……やってくれたな……」

「知らなかったのか？　俺おれ達たちって、人を騙だますあくどい奴やつらなんだぜ？」

「そういうことだ！　協力するのは本当。けど、全部を教えるわけじゃない。……ま、今日限定のフォークボールってやつかな？　ははっ！　ほら、たんぽぽ！　特とく正しようの隣に座れよ！」

「だな。んじゃ、代わりに俺が立つとするか」

　俺がフーちゃんの隣から立ち上がると、空いた場所にたんぽぽがチョコンと腰を下ろす。

　ただ、恥ずかしいのか、小さく体を丸めてフーちゃんのほうを見ようとしない。

「たんぽぽ、あまりそばに寄るな！　鬱うつ陶とうしい！」

「えと……、その……、ありがとうございます。ご心配をおかけして……」

「た、大したことではない！　偶然だ！　偶然！」

　頭を下げて、お礼を言うたんぽぽ。フーちゃんの顔は面白いぐらい真っ赤になっている。

「ジョーロ、うまくいったな！」

「当たり前だろ？　俺おれ達たちが組めば、どんなことだってできるんだからな」

「ははっ！　そうだな！　俺もそう思うぜ！」

　そんな二人の様子を見ながら、俺とサンちゃんはお互いの拳をコンとぶつけ合った。

　ツバキ発案『知らないところでこっそり優しくしてくれたことを知る』作戦。

　フーちゃんの真意をたんぽぽに伝えることができた。

　よって、成功……ってところかな？

「…………」

　自分の膝におでこをコツンと当て、表情を隠すたんぽぽがそのまま体を震わせる。

「たんぽぽ、どうしたのだ？」

　まったく、たんぽぽにも案外乙女っぽいところがあるんだな。

　こりゃ、もしかしたら、このまま両りよう想おもいなんて展開も──

「特とく正しよう先輩は隠れワタゲストでしたかぁ～！　それで、つい私にいじわるになっちゃったんですねぇ～！　むふふふ！」

　あると思った、俺がバカだった……。

　バッと立ち上がったそのアホの表情は相当ひどい。デヘヘと調子に乗りまくった表情をしていて、これからロクでもないこと以外、何一つしそうにない。

　まさか、俺がパンジーに相談した際に、フーちゃんの好意を知った時にこいつが言いそうだなと思っていた台詞せりふを、一言一句違たがわずに言い切るとは……。

「し・か・も！　私のために、如月きさらぎ先輩と大おお賀が先輩がここまでするということは、それつまり……、むふふふ！　はぁ～！　まさかの四角関係です！　やはり、愛いとしすぎる存在というのは罪なのですね……。たんぽぽちゃん、反省です……」

「いや、たんぽぽ。俺とジョーロは別に……」

「大おお賀が先輩、恥ずかしがらなくて大丈夫ですよぉ～！　私、ちゃんと分かってますから！」

　相変わらず、何一つ俺おれ達たちの気持ちを分かっていない模様だ。

「むひょ！　むひょひょひょ！　特別にお三方には、ワタワタダンスを踊って、私を崇あがめさせてあげましょう！　さぁ、好きなだけ踊って下さって構いませんよぉ！」

　踊らねぇよ。

「たんぽぽ……」

「おや？　どうしました、特とく正しよう先輩？　いいんですよ、そんなに我慢しなくても！　今こそ、素直に！　存分に！　これまで培つちかった全てを使い、私を愛めでましょう！」

　たんぽぽ、調子に乗りまくって表情を全く見てないけどさ、よくフーちゃんの顔を見てみ。

　なんていうか、一言で言うと…………仁王像かな。

「調子に乗るな、この屑くずが!!」

「ひょ!?」

「貴様のような、浅はかで脳細胞が死滅している女を愛めでるはずがないだろう！　なぜ何もかもを己に都合よく解釈し、改変することができるのだ!?」

「また、ひどいことを言われました！　ちょっといつもと違う態度になったと思ったら、すぐに元に戻って！　たまには、謙虚さを身につけるべきです！」

　その台詞せりふ、そっくりそのままてめぇに返してやりたい。

「その台詞せりふ、そっくりそのまま貴様に返してくれるわ！」

　あ、俺の代わりに言ってくれた。フーちゃん、ありがとう。

「大体、特とく正しよう先輩が心配なんてしなくても、私はみんなに愛されているのですから、楽しい毎日が過ごせるんです！　ちゃんと、如月きさらぎ先輩っていう、便利な人だっているんですから！」

　何かにつけて人の名前を出すの、本当にやめてくんない？

「ふん！　貴様のことなど、すでに微み塵じんも心配などしていないわ！　どうせ愚かな毎日を繰り広げて、下らん高校生活を送っていくのだろうな！　ふはははは！」

「なんですって！　だから、特とく正しよう先輩は嫌いなんです！　大嫌いです！　むっふー！」

「ひゅ、ひゅん！　……そ、それがどうしたと言うのだだだだだだだ！」

　大分、足にきているようだ。フーちゃんが、生まれたての小鹿のようなポーズになっている。

　しかしまぁ、よくもここまで延々と不毛な言い争いができるものだ。

「……なぁ、サンちゃん？」

「どうした、ジョーロ？」

「ここはこいつらに任せて、俺おれ達たちは遊びに行かねぇか？」

「ナイスアイディアだな！　なら、浜辺で鬼ごっこでもするか？」

「それは誤解を重ねるから、コスモス会長達たちと一緒に水鉄砲で遊ぼう」

　うん、まぁ……、多分これでオッケーだよな！

　口が悪いままでもちゃんと二人は、普通に話せてるしね！

　なら、依頼はここまでにして、後は夏休みを素直に満喫するぞぉ～！

　いやー、夏休みのベンチさんは、割と優しかったな！

　いつもと比べたら、全然オッケーだったよ！

　これにて、一件落着！　これ以上、余計なことなんて起きるはずがないな！














【俺はせっせと片づける】









　海で無事（？）にフーちゃんの依頼を達成した俺。

　翌日はひと休み……なんてことは当然ながらなし。

　今日は、以前にひまわりと約束していた、日向ひなた家の大掃除の手伝いにやってきていた。

「ふっきふきー！　ふっきふきー！　ピッカピカにしちゃうよぉ～！」

　楽しそうに窓を拭きながら、頭を揺らすひまわり。こいつは、ほんといつも楽しそうだな。

「ねね！　ジョーロ、明日の夏祭り楽しみだね！」

「ああ、そうだな」

　残すところ、夏休みに控えているイベントも僅か。明日の夏祭りが終われば、ほぼ全消化だ。

　色々と大変だったが、苦労よりも楽しさのほうが遥はるかに勝っていたからよしとしよう。

「そだ！　わたし達たちね、夏祭りで色々しょーぶをするんだぁ！」

「勝負？」

「そっ！　金魚すくいでしょー。射的でしょー。あと、輪投げ！　それで誰が一番か決めるの！」

　なんの勝負か知らんが、そんなことをこいつらはするつもりなのか。

「わたし、頑張るね！　みんなに負けないんだから！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔のひまわり。一緒にいるだけでなんだか気持ちを高揚させてくれるのは、誰よりも素直に感情を表現するこいつの特権だろう。

「ああ。よく分からんが、頑張ってくれ」

「うん！　それで、最後は花火ドッカーンだよ！」

　夏祭り最大の風物詩と言ったら、それだよなぁ。

「そういや、あの祭りに行くのも結構久しぶりだな」

　なんか中学生になってからは、子供っぽいとか変なプライドを俺が持ち始めて行かなくなったんだよな。ひまわりは、そんなん気にせず家族やら友達と一緒に行ってたけど。

　思うと、若かったな……。いや、今も十分に若いんだけどね。

「そだね！　ジョーロと最後に行ったのは、小学校六年生の時だったもん！　懐なつかしいなぁ～。しょーがくせーの時、よく三人で一緒に行ったよね！」

「そ、そうだな……。ところでよ、ひまわり。窓拭きは終わったし、次は何をやりゃいいんだ？」

「えっとねー、物のお整理！　わたしのお部屋でいらない物をまとめるの！　ジョーロは、そっちのタンスをお願い！」

「分かっ……いや、そのタンスはまずいだろ？」

「え？　どーしてぇー？」

　キョトンと首を傾かしげるひまわり。本人は気づいていないようだし、素直に言っておくか。

「だってよ、このタンスって服が入ってるよな？　つまり、そのだな……」

「わっ！　わわわわわわ！」

　ようやく理解してくれたようだ。さすがの天然系ビッチも、自分の下着を直接俺に見られるのは恥ずかしかったらしい。顔を真っ赤にして、羽ばたきかねん勢いで腕を振っている。

「ジョーロのエッチ！　そーいうのは、まだ早いんだよ！」

　まだって……。将来的にオッケーになるプランが組まれとるんかい。

「だから、やる前に言ったんじゃねぇか……」

「言わないで悟らせるの！　デリカシーがないよ！」

「無茶言うなよな。つか、てめぇが少しは考えて言ってりゃよかったんだろが……」

「あうっ！　うぅ～……。そう、だよね……」

　あれ？　いつもなら反抗しても問答無用でクレームを言ってくるくせに、今日はやけにしおらしい態度になってるじゃねぇか。

「わたしが、考えてなかったのがいけないんだよね……」

「ひまわり、どうした？」

　感情の起伏が激しい奴やつなのは知っているが、この落ち込みスイッチはよく分からん。

　ただ、理由が分からないからといって放置するわけにもいかねぇし……。

「……ジョーロも、やっぱり頭のいい子がいい？」

「どうしたんだよ、突然？」

「あのね、んとね……、わたし、分かってるの。パンジーちゃん、コスモスさん、あすなろちゃん、ツバキちゃんと比べると、わたしってすっごくおバカだなって。だから、ジョーロを困らせちゃってるんじゃないかなって……」

「はぁ？」

「ほんとはね、もっと考えなきゃって思うの。けどね、どーしてもじょーずにできないの。その時に思うんだ。……やっぱり、わたしってみんなと違っておバカだなって」

　しょんぼりとトレードマークのアホ毛を垂らして、言葉を漏らすひまわり。

　一見すると何も考えてなさそうに見えるが、案外色々考えてんだよな、こいつって。

「別に、ひまわりはそれでいいんじゃねぇのか？」

「よくないもん！　わたし、もっと賢くなりたいもん！」

「なんでだよ？」

「そしたら、ジョーロが困ってる時、助けてあげられるでしょ？」

　何気なく嬉うれしいことを言ってくれるなぁ。けど、この発言は間違いだ。

「いや、ひまわりはもう十分に俺を助けてくれてるぞ？」

「え？　そ、そうなの？」

「ああ。俺がみんなから浮いちまった時、花か舞ぶ展てんの時、本を買おうとしてた時、図書室が閉鎖しそうになった時、ホースとの勝負の時。いつでも、てめぇは俺を助けてくれたじゃねぇか。ありがたいし、てめぇと幼おさな馴な染じみでよかったって何度も思ったよ」

「えへへ……。そ、そう？」

「おう」

　直接褒められるのは苦手なのか、下を向いてキョロキョロとしている。

　ひまわりの恥ずかしがるポイントは、案外分かりやすい。

「だから、問題ねぇ。むしろ、助けられてばっかの俺のほうが問題だな。ひまわりが困ってる時に全然助けられ──」

「そんなことないもん！」

　俺の言葉をひまわりの叫びが遮った。

「ジョーロ、わたしのこといっぱい助けてくれたよ！　色々沢山たーっぷり助けてくれた！　だから、だいじょぶ！　ジョーロ、自信もっていいよ！」

　あっという間に復活して、なぜか俺を励まし始めるひまわり。

　ついさっきまで、落ち込んでいたとは微み塵じんも感じさせない表情だ。

「いや、根本的に俺の話じゃなくて、てめぇの話だったと……」

「ジョーロはすぐにシュンシュンするけど、頑張るもんね！　えらいえらいしてあげる！」

　おい、んな無理に背伸びして俺の頭を撫なでようとすな。

　身長が低いくせに無茶をしているせいで、大分顔が近いのだが気づいてないのか？

「ジョーロ、届かない！　早くしゃがんで！」

「分かったよ。……ほれ、これでいいか？」

「うん！　それでいいよ！」

　満足気に微ほほ笑えむひまわりが、俺の頭を撫なでる。

　俺が慰めていたはずが、いつの間にか立場が逆転してやがる。

　ほんと、ひまわり理論は理解に苦しむ場面が多いな。

　だが……、

「えへへ！　ジョーロ、嬉うれしい？」

「ああ。嬉うれしいよ」

　ま、それがこいつなんだから、よしとしよう。

　やっぱり、ひまわりと幼おさな馴な染じみで本当に良かったよな。







[image: 第五章　俺はちゃんと言ってなかった]
















　今日は、みんなで夏祭りに行く日。集合時間は、午後五時。場所は駅前。

　そこに俺は、少し早めの四時四十五分に来て、他のメンバーの到着を待っている。

　といっても、すでに合流してる奴やつらもいるんだけどな。

「みんな、まだかなぁ～。早くお祭り行きたい！」

「まだ集合時間じゃないし、慌てちゃダメかな。ひまわり」

　先に合流して、俺と一緒に駅前に来たのは、ひまわりとツバキ。

　なぜ、この二人だけが先に俺と合流かというのは簡単。最寄りの駅が、同じだからだ。

　最初にひまわりと家の前。その後にツバキと店の前。

　そんでもって他のメンバーと合流するのが、今日の流れだ。

　ただし、今日に関しては夏休み中チラリホラリと現れていた、姉ちゃん、フーちゃん、たんぽぽ……それに、サンちゃんはいない。

　姉ちゃんは、高校の友達と同窓会。

　たんぽぽ、サンちゃんは甲子園へのラストスパートだ。

「ひまわり、今日の浴衣ゆかたは黄色じゃないんだね。ちょっと意外だったかな」

「うん！　わたしも、もうすぐ大人のレディーだもん！」

　ひまわりは、普段は黄色を好んで着るが、浴衣ゆかたに関しては『大人っぽく見せたいの！』という謎のこだわりが発生しているため、オレンジ色の浴衣ゆかた。果たして、オレンジが大人びた印象を与えるかどうかは謎だが、似合っているのでよしとしよう。

「ツバキちゃんの浴衣ゆかた、すごいね！　なんだかお洒落しやれだよ！」

「ありがと、嬉うれしいかな。浴衣ゆかたがあるか父さんに聞いたら、出してくれたんだ。母さんが、昔着てたやつなんだって」

　ツバキは、赤地に白い花の模様がある、なんだかイメージどおりの浴衣ゆかた。

　バイト中以外、いつも付けている髪飾りともよくマッチしている。

　ちなみに俺の格好は、先日姉ちゃんに買ってもらったシャツにジーパンだ。

「皆さん、お待たせしました！　おや？　パンジーとコスモス会長はまだでしたか」

　駅前に到着してから十分、水色の浴衣ゆかたに赤い帯を巻いたあすなろがやってきた。

　ポニーテールはいつも通りなのだが、浴衣ゆかた効果かなぜだか妙に色っぽく見える。

「ああ。なんかさっき連絡が来たけど、あいつらは一緒に来るみてぇだぞ」

「そうなんですか。ですが、お二人の最寄り駅は別でしたよね？　なぜ一緒なのでしょう？」

「よく分かんねぇけど、コスモス会長が浴衣ゆかたの件でパンジーに頼みたいことがあったらしい。だから、二人で来るんだとよ。浴衣ゆかたのことだし、男の俺よりも女のあすなろ達たちのほうが思い当たることがあるんじゃねぇか？」

「女の私わたし達たちならですか。ま、まさか……っ！」

「うぅ～……。もしかして、もしかするよ！」

「何だか少し、分かったかもしれないかな……」

　あれ？　どうしたんだろう？　三人が、やけに警戒した表情をしているぞ。

「パンジーさん！　本当にありがとう！　君のお陰で大助かりだよ！」

「お役に立って何よりです、コスモス先輩」

　俺が首を傾かしげていると、ちょうど噂うわさのご両人。パンジーとコスモスがやってきた。

　パンジーは、淡い紫色を基調とした、白や黄色の花柄が描かれた上品な浴衣ゆかた。

　普段とは異なり、髪を後ろでまとめてかんざしを挿しているのが印象的だ。

　そして、コスモスは薄いピンク色の可愛かわいらしい浴衣ゆかた。

　ひまわりとは対称的に、大人びた印象から少しでも離れるために、少し幼いデザインを選んでいるっぽい。ゲコリーナちゃんは……いないな。セーフ！

　で、なんでコスモスはパンジーに対して、あんなお礼を言ってるんだ？

「はぁ～！　これで、私も浴衣ゆかたや着物の時に頭を抱えていた問題から解放されたよ！」

「大変ですよね。その気持ちは、とてもよく分かります」

　しみじみと頷うなずくパンジーだが、どういうことだ？

　浴衣ゆかたやら着物で、なぜコスモスが頭を抱えることになる？

「皆、お待たせ！　さぁ、それじゃあお祭りに向かおうか！」

「あ、すみませんコスモス会長。その前に一つ、聞いてもいいでしょうか？」

「どうしたんだい、ジョーロ君？」

「なんでコスモス会長は、パンジーにお礼を言ってるんです？」

「あっ！　そ、その件かい？　それはだね……、えーっと……」

　なんか歯切れの悪い言葉だな。俺、そんな困らせるようなことを聞いたか？

「ジョーロ君、セクハラよ」

「なんでだよ!?　別にやらしい意味で、何も聞いてねぇだろが！」

「はぁ……。無知は罪という言葉が、今ほど相応ふさわしい状況はないわね」

「パンジーさん、いいんだ！　その……、ジョーロ君になら教えてもいいと思っているし……」

　コスモスが、なんだか嬉うれしいことを俺に言ってくれた。

　こういう何気ない一言は、ちょっとじんわりと胸に染しみる。

「実はだね……。私は……、パンジーさんから、とある物を一つ頂いたんだ。その……、普段パンジーさんが胸に巻いているさらしを……」

「は？　さ、さらし？」

　それで、三人が警戒した表情をしてたんかい！

　そうか……、ひまわり達たち三人にはなくて、コスモスとパンジーにはあるものと言えばそれだ！

　ちょうど、海の日も似たような会話をしてたじゃねぇか！

「恥ずかしいのだが、私の体型はあまり浴衣ゆかたや着物を着るのに向いていないんだ。で、でもだよ！　パンジーさんのさらしのおかげで、その悩みが解決されたんだよ！」

「えっと、なんでパンジーのさらしが？　別に、その辺で売っているさらしでいいんじゃ──」

「ジョーロ君、君は何も分かっていない！　通常のさらしでは、圧迫するのにも限界があるんだ！　どうにかしめつけられるギリギリの範囲がＤまで！　それも、小さいＤだ！」

　つまり、コスモスは大きいＤ以上だったと。色々暴露しちゃってるけど、大丈夫なのかな？

「本当に今まで大変だった！　なだらかな体型にするために、胸をさらしで圧迫するが足りず、お腹なかに何枚も何枚もタオルを巻いてごまかす日々！　おかげで浴衣ゆかたや着物を着ていると、少しポッチャリとした印象を持たれてしまって……。でも、パンジーさんのさらしのおかげで、全部解決したんだ！　なんとお腹なかに巻くタオルが、たった二枚にまで減ったんだよ！」

　ごめん。たった二枚とか言われても、俺には基準が分からない。

　とりあえず分かったのは、パンジーが普段身につけているさらしは、大きいＤ以上であろうがなんであろうが、確実にペッタンコにするさらしだったということだけだ。

「あのよ、パンジー。そのさらしってのは、普通のさらしと何が違うんだ？」

「簡単よ。普通のさらしより、……すごいの」

「いや、だから、どうすごいかをだな……」

「とにかく……、すごいのよ」

　細かいことは気にしてはいけない模様です。

　パンジーのさらしって、すげぇなとだけ思っておこう。

「だ、だいじょぶ！　わたし、まだせーちょーき！　わたし、まだせーちょーき！」

「ふっ。そうですよね……。どうせ私わたし達たちは……」

「ボクには、来世でも縁のない話かな」

「ああっ！　三人ともそんな気にしないでくれ！　その……、あってもそれは困るんだよ？　Ｔシャツが伸びやすかったり、うつ伏せができなかったり、ベルトを締める時に見えなかったりとか……」

　コスモス、その巨乳うんちくやめてあげて。言えば言うほど、三人の心が抉えぐれるから。

「はぁ……。ひまわりとあすなろはいいかな。まだ、ボクよりはあるし……」

　いかん！　ツバキのへこみっぷりが半はん端ぱねぇ！

　そもそもの原因は俺だし、どうにか元気を回復させなければ！

「ま、まぁ……、いいじゃねぇか！　ほら、あろうがなかろうが、ツバキも十分可愛かわいいって！　その浴衣ゆかただって、すげぇ似合ってるし！」

「ん。ありがとかな」

　ちょっとぐらい元気は出たかな？

　それだと、嬉うれしいのだが……ん？　何やらパンジーが近づいてきたのだが、なんだ？

「ジョーロ君、私は今とても落ち込んでいるわ。……あとは、分かるわね？」

「すまんが、これっぽっちも分からん」

「はぁ……。ジョーロ君、貴方あなた最近、鈍感に磨きがかかっているわよ？」

　むしろ、君の敏感ハードルが高まっていると思います。





※






　その後、どうにか元気を取り戻した三人を連れて縁日へと向かうと、そこは既に大盛況。

　多くの屋台が並び、店主さん達たちがそれぞれ商売に励んでいる。

　なんか、祭りに来るのは久しぶりだから懐なつかしいなぁ～。

　たこ焼き、焼きそば、じゃがバター、りんご飴あめ、かき氷、わたあめ……、何を食べようかな？

　実は、俺ってわたあめが好きなんだが、高校生にもなって男が一人で買うのはちょっと恥ずかしい。誰かが買ったやつを分けてもらうとか……、それも恥ずかしいな……。

　にしても、すげぇ人の量だ。こりゃ、みんなで行動していないと、人ごみにもまれてあっという間に見失っちまいそうだぞ。

「なぁ、みんな。人も多いし、はぐれないようにまとまって──」

「すみませーん！　金魚すくい、四人でやらせて下さい！」

　コスモス、行動早すぎんだろっ！　さては、前のショッピングモール同様、こういう場所に来る機会が今までなくて、はしゃいじゃってるな！

「へいよ！　まいどありぃ！　お嬢ちゃん達たち、可愛かわいいね！」

「ありがとうございます！　それじゃあ、始めようか！」

「うん！　がんばるよぉ！」

「ふっふっふ！　ねぶたのヒナちゃんと言われた、私の実力をお見せしましょう！」

「……私、絶対に負けないわ」

　俺の話なんて、これっぽっちも聞かず、あっという間に始まった金魚すくい勝負。

　それぞれが、おじちゃんからお椀わんとポイを受け取って、さっきまでのウキウキした表情から一転、真剣な表情で狙いを定めている。

「あー！　破れちゃった……。一匹も取れなかったよぉ……」

　開始と同時に脱落したのは、ひまわり。あいつ、こういう細かい芸当が必要になることは苦手だからなぁ。……まぁ、そんなに落ち込むな。人には向き不向きがある。

「よし！　これで三び……ああ！　そんなっ！」

　続いて脱落したのは、コスモス。お椀わんに二匹の金魚を収めることには成功したが、そこまで。

　ポッカリと大きな穴があいたポイを見て、悲しそうな表情をしている。

「パンジー、中々やりますね……」

「ここで勝たないと、私は……」

　残ったあすなろとパンジーが、闘志を宿した目でお互いを一瞬見つめる。

　どちらも必死さが伝わってくるのだが、なんだかパンジーは追い詰められている感じだ。

　あいつが、ここまで切羽詰まった態度になるってのは珍しいな。

「とう！　とう！　まだまだいきますよぉ～！」

「…………っ！　…………っ！」

　その後も、次々と金魚をすくっていくあすなろとパンジー。

　両者共にポイは破れていないので、互角に見えるがそれは間違いだ。

　なぜなら……

「これで……、三十匹目です！」

「くっ！」

　そう。根本的にすくっている金魚の数が違うのだ。

　あすなろは俊敏な動きで次々と金魚をすくっているが、パンジーは慣れていないのか非常に慎重。故に、すくえた金魚の数はまだ十匹程度。

　それでも十分すごいとは思うが、圧倒的大差をつけられてしまっている。

「……あっ！」

　そして、ついに勝負に決着がついた。

　差を詰めようとパンジーが焦あせった瞬間、その手に握るポイが無残にも破れてしまったのだ。

　いや、相手が悪いよ……。あすなろ、上う手ますぎるもん。同時に三匹とかすくえるのな。

「どうですか！　これが、ねぶたのヒナちゃんの実力です！」

　未いまだ破けぬポイを高々と掲げ、勝利宣言をするあすなろ。

　その場でピョンピョンと飛び跳ねていて、かなり喜んでいる。

「あすなろちゃん、すごい……」

「まさか、ここまで金魚すくいが得意だったなんて、知らなかったよ……」

「……か、完敗だわ……」

　負けた三人の表情の暗さったらね。特に、さっきから鬼気迫った表情をしてるパンジーな。

　よっぽど負けたくなかったんだろう。たかがゲームなのに、すっげぇへこんでるよ……。

「あのよ……、盛り上がるのはいいんだが、はぐれないように……」

「ジョーロ君。私わたし達たちは、縁日の色々な屋台を巡って勝負をしようと思うの」

「あ、ああ……。まぁ、それはいいんだけどよ。とにかく──」

「パンジーさんの言う通りなんだ！　だから、後で合流しよう！」

「……へ？　いや、コスモス会長。それだったら俺もついて──」

「よーし！　次は射的だよぉ！　それじゃあみんなで、……レッツ・ダーッシュ！」

「おい！　俺もついてくっつってんだろ！　……って、見失ったじゃねぇか！」

　なんなのあいつら!?　あっという間に、人ごみの中に消えていったんですけど!?

　どんだけ祭りを楽しみにしてたんだよ！

「はぁ……。あいつら、勝手にどっか行きやがって……。俺はどうしてりゃ……ん？」

　何やら、クイクイとシャツの裾が引っ張られているぞ。

「ジョーロは、ボクと一緒に出店を回ろ。わたあめ食べたいかな」

「あれ？　ツバキは、みんなと行かねぇのか？」

　そういえば、さっきの金魚すくいもツバキだけはやってなかったな。

「ん。ボクは不参加かな。みんなすごく真剣で、ボクが入っちゃうと水を差すことになっちゃうから、みんなが気を遣ってくれたのかも。……だから、せっかくだしその厚意に甘えて、ジョーロとお祭りを回りたいな」

　水を差すって……、別にそこまで気にすることはねぇだろ。

　むしろ、それでツバキだけが、女の子達たちの輪から外れてしまうほうがダメだ。

「みんなで来たのに、俺おれ達たちだけ別行動ってのは……」

「大丈夫。花火の時間になったら集合する予定だから、ジョーロの心配は無用かな」

　あ、そうでございますか。また勝手に決まっていたわけですね……。

「俺に内緒で色々と予定が組まれるシステムに、そろそろ不平を漏らしたい気分だ」

「それは、ジョーロがみんなに内緒で色々やらなくなったら、漏らしてもいいかな」

　そう言われると、反論の余地がなさすぎて困る。

「わーったよ。んじゃ、みんなと合流するまで俺おれ達たちで祭りを見て回るか」

「ん。男の子と二人でお祭りを回るなんて、初体験その10かな。ジョーロ、楽しもうね」

「ああ。そうだな。結構人が多いから、俺おれ達たちがはぐれないように気をつけようぜ」

「なら、手を繫つないでおく？」

　ソッとツバキが、俺に向けて手を差し出すので、思わず目を丸くしてしまった。

「はぁ!?　いや、そ、それは……。あ……」

　俺がオロオロとしていると、ツバキがクスッと笑ってヒョイと手を引っ込める。

　つい、名残惜しそうな声を出してしまった自分が、とてつもなく情けなかった。

「ふふふ。冗談かな。ジョーロ、顔真っ赤だよ？」

「……人が多くて暑いからだよ」

「特別に、そういうことにしてあげるかな」

　なんか、手の平の上で踊らされてんなぁ。

　さてと、それじゃあツバキと二人で、適当に出店を──

「サザンカ、いたよ！　ジョーロ、いたよ！」

　はて？　何やら縁日にあまり似合わない、カリスマチックな声が聞こえたような……。

「ふ、ふーん……。あいつも来てたんだ……。べ、別にどうでもいいけど！　ま、まぁ、顔を合わせたら声ぐらいかけてあげないこともないけど！」

「やっぱり来てたね！　うん！　私の情報どおり！」

「よかったね、サザンカ！　この日のために買った浴衣ゆかた、ジョーロに見せられるよ！」

「サザンカの浴衣ゆかた姿可愛かわいいから、きっとジョーロ喜ぶよ！」

「そ、そう？　あたし、可愛かわいい？　じゃ、じゃあ頑張って……はっ！　なに言わせんのよ！」

　さてと、それじゃあツバキと二人で、適当に出店を回るとするかぁ！

　いやぁー！　うちの学校近くでやってる祭りだし、もしかしたら知り合いに会うかもしれないけど、そん時は適当に挨拶でもしておけばいいだろ！　うん！　それだけでいいな！

　……君きみ達たちも、来てたんだね。




　賑にぎやかな縁日をツバキと二人で歩く俺。

　ツバキの片手にはわたあめが握られており、それを美う味まそうに頰張っている。

　わたあめって不思議だよな。女の子が持ってるだけで、絵になるんだから。

　俺も、ちょっと食べたい……。

「……ジョーロも食べる？」

「え!?　い、いいのか？」

「ん。ボク、こんなに沢山食べれないから、手伝ってほしいかな」

　もしかして、いやしい目で見てしまっていただろうか？

　ツバキもかなり鋭いからなぁ。なんか気を遣わせてしまって、少し申し訳ない。

「じゃあ……」

　ツバキが差し出してくれたわたあめを食べると、口の中にフワッと甘味が広がった。

　はぁ～！　美う味まい！　そうそう！　これだよこれ！

「サンキューな、……ツバキ」

「どういたしましてかな」

「サザンカ、ピンチだよ！　早く声をかけないと！」

「べ、別に大したことないし！　あたしだってわたあめぐらい、あいつの口の中に簡単に捻ねじ込こめるわよ！　声なんてかける必要ないもん！」

　よく分からないが、声をかける必要がないなら、こっちからもかけなくていいだろう。

　声をかけたら、わたあめを口の中に捻ねじ込こまれそうだし……。

「そういえば、こうやってジョーロと二人で歩くのって、転校初日みたいかな」

「言われてみればそうだな」

　いつもパンジー達たちが色々と元気にはしゃぐから忘れがちだけど、実は俺って、ツバキと一緒にいることが一番多いんだよなぁ。

　学校では同じクラスだし、夏休み中なんて予定がある日はもちろんのこと、ない日はアルバイトに入っているから絶対に一緒だ。ぶっちゃけ、最近だけなら家族よりも一緒にいる。

　だけど、こうして二人きりになるタイミングってのは、あまりないんだよな。

　学校もバイトも、俺おれ達たち以外に誰かがいるし。

　今も背後に五名程、どこかで見たことのあるカリスマな人ひと達たちはいるんだけどね……。

「ジョーロは、この夏休みは楽しかったかな？」

「色々と予想外のことがありすぎて、濃密さが半はん端ぱなかったよ……」

　姉ちゃんが帰ってくるだけならまだしも、パンジー達たちに朝っぱらから襲撃されて買い物に行くことになって、姉ちゃんに俺の知られたくない黒歴史まで暴露されるは、平和にバイトをして過ごそうとしたら、フーちゃんからとんでもねぇ相談をもちかけられるは、流しそうめんではクリームパン殺人事件が発生して犯人になるは、海ではフーちゃんの希望を叶かなえるために、アレコレと挑んでは失敗しまくるは……。

　ほんと……、ロクな思い出がねぇな……。

「もしかして、つまらなかったのかな？」

「……いや、楽しかったよ。多分、一生忘れられねぇ夏休みだ」

「ん。なら、問題なしかな」

　祭りの雰囲気もあってか、優しく笑うツバキがやけに艶あでやかに見える。

　普段、制服とか仕事着ばかり見ているからというのも、理由に含まれるかもしれない。

「……ツバキはどうだった？」

「ボクも、こんなに楽しい夏休みは初めてだったかな。今まで転校が多くて、仲の良いいお友とも達だち、少なかったし」

「そうなのか？　でも、店が新しくできる以外に、転校なんてねぇと思ってたんだが？」

「父さんがお店を持ったのは、三年前からなんだ。それまでは、色んなお店で働いてたかな」

　へぇ～。串カツ屋にも色々あるんだなぁ。

　ようするに、父親の働く場所が変わる度に、転校を繰り返していたってことか。

「そりゃ、子供は苦労するな」

「色んなところに行けて楽しかったかな。ただ、変な腐れ縁だけは困ったけど……」

「変な腐れ縁？」

「なんでか知らないけど、ボクが転校する度に、同じ場所に転校してくる人がいたんだ」

「そんな奴やつがいたのか。そいつも親が飲食店で働いてたとか？」

「ん。ボクは串カツ屋だったけど、あっちは焼鳥屋だった。……ライバルみたいな人かな」

　なるほど、妙な串の繫つながりがツバキには存在していたのか。串カツのプロフェッショナルは串カッツァーって言うけど、焼き鳥のプロフェッショナルはなんていうんだろう？

「ボクはちゃんとした串カッツァーになったし、きっと向こうも今頃は、立派な鳥トリスタンになってるだろうね……」

　円卓の騎士みたいでかっけぇな！　焼き鳥のプロフェッショナル！

「ジョーロ。あそこのみたらし団子屋さんに行ってもいい？　みんなにお土産を買いたいかな」

「みんなって、パンジー達たちは勝手に食ってんじゃねぇか？」

「そっちじゃないかな。ボクが言ってる『みんな』は串カツ屋のみんな。ボクの代わりに一生懸命働いてくれてる人ひと達たち……金かね本もとさんとかに、お祭りが終わった後お土産を持ってきたいんだ」

「ああ、そういうことか。……分かった。それなら、俺も金を出すよ」

「いいの？」

「そりゃ、もちろん。俺も普段から世話になってるからな。特に、金かね本もとさんには」

「金かね本もとさん、ジョーロのことをとっても気に入ってるから、きっと喜ぶかな」

「そう言ってもらえると、働はたらき甲が斐いがあるってもんだよ。んじゃ、行くか」

「ん。そうだね」

　というわけで、俺はツバキと二人でみたらし団子屋へ向かっていった。

　それじゃあ、さっさと買っちまうと──

「あっれぇぇぇぇぇ？　こ、こんな所で偶然ねぇー、二人とも！　ねぇ、みん……あ、あれ!?」

「あ、サザンカ。君も来てたんだね」

　うん。実は、さっきからずっといたんだよね。声かけないって言ってたじゃん……。

　で、なんでサザンカは声をかけてきたと同時に、オロオロと周辺を見回しているんだ？

　さっきまで一緒にいたはずの、カリスマ群の皆様もいらっしゃらないし。

「みんなで一緒に声をかけるって言ってたのに！　あ、あたしだけ!?　……はっ！」

「「「「……あめいじんぐ!!」」」」

「騙だまされた！」

　少し離れたところで、とても楽しそうに親指をピッとあげるカリスマ群の皆様。

　どうやらサザンカをたばかって、一人で俺おれ達たちに声をかけさせた模様だ。

「よう、サザンカ」

「ふ、ふん！　こんなところで偶然ね！」

　そうだね。偶然だね。小指でほっぺをポリポリとかきながら、どうしていいか分からない子猫のような瞳で周囲を見回していて、落ち着きのなさが半はん端ぱないけどね。

「あ、あんた達たちはふ、二人きりで来てんの？　ま、まぁどうでもいいけど！　全然知りたくもなんともないけど！」

「二人きりじゃないかな。パンジー達たちも一緒かな。ただ、みんなは他のお店を回ってるから、今はボクとジョーロが二人でいるだけだよ」

「そ、そうなのね……。……ほっ。よかったぁ～……はっ！　どうでもいいし！」

　その、どうでもいい設定については、絶対、ツッコまないよ？

　しかし、サザンカの浴衣ゆかた姿は、さすが清せい楚そな外見なだけあってよく似合っているな。

　白地に淡いブルーの清せい楚そな浴衣ゆかたで、涼しそうなイメージもある。……うん、可愛かわいい。

　よし！　バッチリサザンカの浴衣ゆかた姿も堪たん能のうしたし、ここからはツバキと二人で行動しよう。

「そっか！　俺おれ達たちはみたらし団子を買うから、お互い祭りを楽しもうな！　そんじゃまた──」

「ちょっと待ちなさいよ！　なんで別々に行動するみたいな言い方してんのよ！」

　みたいな言い方をしてるんじゃない。その通りの言い方をしてるんだ。

「いや、だってよ……。サザンカ、他の奴やつらと一緒に来てんだろ？」

「女の子とだけよ！　女の子だけ！」

　すさまじい、女の子オンリーアピールである。

「やっほー！　ジョーロ、久しぶり！」

　と、そこでカリスマ群Ｅ子さんが俺おれ達たちの輪の中に参戦。

　その間に、さり気なくツバキがみたらし団子を購入している。

「そうだな、久しぶり。お、浴衣ゆかた似合ってるな」

「ありがとっ！　……ちなみに、サザンカの浴衣ゆかた姿はどうかな？」

「……よく似合ってると思うぜ」

　ここで、似合ってないとか言ったら、間違いなく殺されるよね。

　褒めたら褒めたで殺されそうだから怖いけど……表情が明るくなってるし、多分セーフ！

「ふふん！　でっしょ～？　この浴衣ゆかた、パパに帽子をプレゼントしたら、お返しにって買ってもらったんだ！　まぁ、本当はパパにあげる予定の帽子じゃなかったんだけど……」

　そういや、帽子をプレゼントしてもらったおっさんが、喜びまくって『何でも買ってあげる』って伝えたって言ってたな。その結果、浴衣ゆかたを買い与えたのか。

　帽子と浴衣ゆかた。どちらが高いかは言うに及ばずだが、気持ちはプライスレスなのだろう。

　サザンカが本来帽子を誰に渡す予定だったのかは、俺にはキングエンペラージェネラル皆目見当がつかない。

「すごい考えたんだからね！　沢山の浴衣ゆかたを試着して、どれが似合ってるって言ってもら……はっ！　べ、別にあんたに見せるために、買ってもらったんじゃないんだからね！　勘違いすんじゃないわよ！」

　君、さっきから『はっ！』しすぎじゃね？

　そんなサザンカにＥ子さんが近づいていき、ボソボソと、

「よかったね、サザンカ」

「うん……。ありがとっ」

　聞こえてまーす。俺、そういうの聞こえちゃうんですー。

「ふーん。……なるほどね」

　ついでに、みたらしを購入して戻ってきたツバキも、バッチリ聞こえちゃっている模様だ。

「ジョーロ。パンジー達たちが屋台に夢中になって花火を忘れるといけないから、ボクは探して合流してるね。だから、ここからは別行動にしよ。花火の時間……七時に河か川せん敷しきで集合かな」

「は!?　いや、だったら俺も……」

「ツバキ、それなら他の人ひと達たちを探すの、私わたし達たち四人も手伝うよ！」

　カリスマ群の皆様は四人じゃなくて、五人で来てるでしょ！

　なにちゃっかり、爆弾を俺のそばに置いておこうとしてやがる！

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　それなら、あたしも一緒に探……はっ！　いない！」

　また、『はっ！』しちゃうサザンカであったが、正直気持ちは分かる。

　俺も、あまりの速度で姿をくらまされて結構ビビッた。

　さて、見事に取り残されてしまった俺おれ達たちなわけだが……、どうしたものか？

「ま、まぁ、いいわ！　ほら、あんたも探してきたら？　鬱うつ陶とうしい顔なんて見たくもないし！」

　言葉はきついが、涙目である。とても寂しそうにこちらを見ている、である。

　はぁ……。このままお言葉に甘えてなんてことは、できねぇよなぁ～。

「なぁ、サザンカ。俺、このまま一人でいてもつまんねぇし、一緒に祭りを回らねぇか？」

「ほんと!?」

　やめて。そんな目をキラキラさせて顔を近づけないで。

　君、外見だけはほんとクリティカルで俺好みだから、ドキドキすんだって。

「ああ。……ほら、色々と世話にもなったし、その礼もしたかったからさ」

「お礼？　あたし、なんかしたっけ？」

　キョトンと首を傾かしげるサザンカが、困ったことにとても可愛かわいい。

「ホースとの勝負の件だよ。俺が誰にも見つからないように匿かくまってくれたり、髪かみ留どめをわざわざ持ってきてくれたりしたじゃねぇか。あれ、すげぇ助かったんだぜ？　他の奴やつ等らもだけど、サザンカがいなかったら、俺は勝てなかったからさ」

「あ、あたしがいなかったら！　そ、そうね！　言われてみれば、その通りね！」

　そこまでふんぞり返らなくてもいいとは思うけどね。

「仕方ないわねぇ～！　そこまで言うなら、お礼をさせてあげるわ！　特別にこのあたしが、付き合っ……はっ！　ご、ご相しよう伴ばんにあずかってあげるわよ！」

『付き合う』と直接言うのが恥ずかしかったようで、なんだか丁寧な言い回しになった。

　結果、同じ意味になっているが、サザンカ的に後半はセーフらしい。

「おう。じゃあ、悪いが付き合ってくれるか？」

「しっかたないわねぇ～！」

　実はサザンカって、結構面白い奴やつだよな。




「あのよ……、サザンカ」

「なによ!?」

「離れすぎじゃね？」

　三分後……、俺はサザンカと一緒に祭りを巡ることにしたのだが、問題が発生。

　どうもサザンカの中で昂たかぶっていたアドレナリンが鎮しずまり、別の何かが溢あふれ出だしたようで、異常なまでに恥ずかしがりだしたのだ。

　その結果、二人で一緒にいるのだが距離が中々遠い。目算三メートルを維持している。

　会話もギリできるかできないかの距離で、正直結構困る。

「だ、だって……、こんなところを誰かに見られたら……、恥ずかしいし……」

「まぁ、他にも学校の奴やつらは来てるかもしんねぇしなぁ～」

「でしょ？　だから、ここは離れて──」

「ダメだ。ただでさえ人が多いんだから、はぐれたら困るだろ？」

　あとでサザンカを放置するなって、カリスマ群の皆様に怒られそうだし……。

「つうわけで、もう少し近くにいようぜ」

「ち、近っ！　わ、分かったわよ。じゃあ……やっぱり無理！」

　俺が二歩近づいたら、三歩離れられた。困ったな……。

「……おい。マジで、はぐれたらどうすんだよ？」

「大丈夫よ！　あたし、人ごみの中でもあんたを見つけるの得意だし！」

　その発言のほうが、誰かに見られることよりも五百倍くらい恥ずかしくない？

　自信満々で胸に拳を当てて、何を言ってるんだか……。

「ほら！　あんたって、ゴミの中でも特にゴミゴミしいから、人ごみでも目立つのよ！」

　天然で俺を傷つけるの、やめてもらっていいかな？

「それでもだよ。俺と一緒のところなんて見られるの嫌かもしれねぇけどさ、我慢してくれよ」

「そ、そういうことじゃないわよ！」

「じゃあ、どういうことだよ？」

「そういうことよ！」

　だから、どういうこっちゃねん？　さっきから混乱しすぎだろ。

　うーん……。なんとか対策を講じたいのだが……お。ちょうどいい物を発見。

「……分かった。だったら、ちょっとここで待ってろ」

「は!?　なに勝手にあたしをおいて、歩きだしてんのよ！　一人にしたら殺すわよ！　聞いてんの!?　 …………やだ。ねぇ、待ってよ！　あ、あたしも行くから！」

　テクテクと俺が歩いていくと、慌ててついてくるサザンカ。

　あっという間に追いついてきて、俺のシャツの裾をキュッと握り締めてきた。

「ほ、ほら！　これで離れないでしょ？　だから……、一緒に……」

　いや、最初から一緒にいるつもりなんだけど……。

　ともあれ、サザンカの対応よりも先に、屋台のおっちゃんに声をかけよう。

「すみません。これ、下さい」

「あいよ！　毎度あり！」

　俺が屋台で購入したのは、なんらかの猫のマスコットを模したお面だ。そいつを手にして振り向くと、顔を真っ赤にしたサザンカが、俺のシャツからパッと手を放していた。

「……あ。……い、今のは言い間違え！　言い間違えだから！　幻覚よ、幻覚！」

　聴覚なのか、視覚なのか、いまいちハッキリしない言い訳である。

　とりあえず、このお面をさっさとサザンカに渡そう。

「ほれ、これやるよ」

「え？　あたしにくれるの？」

「ああ。んで、そいつをつけといてくれ。そしたら、俺と一緒でも恥ずかしくねぇだろ？」

　ま、誰かに見られるのが嫌なら、正体を隠しちまえって寸法だ。

　これなら、サザンカも多少は我慢して……

「……嬉うれしい」
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　ぐっ！　なんて可愛かわいい顔で笑いやがる！

　たかだか縁日で売ってる程度のお面を、そんな幸せそうに抱きしめないでくれよ！

「と、とにかく早くつけてくれ！　そうすりゃ──」

「嫌よ！　つけて壊れちゃったらどうすんのよ！　これは、大事にしまっておくの！」

　おい、せっかく買ったお面を使わねぇとは、どういう了見だ？

　言っておくが、俺は世紀末慣れしてきてるから、割と文句が言えるようになってるんだぞ。

「だったら、どうすんだよ？　そのまま、俺と一緒にいんのか？」

「ふふん！　あたしにいい考えがあるから大丈夫よ！　ちょっとそこで待ってなさい！」

　上機嫌になったサザンカが、足を弾ませてとある場所へ向かう。

　それは、ついさっき俺が寄ったお面を売っている屋台だ。

　そこで一つ、なんらかのロボットを模したお面を買うと、こちらへ戻ってきて、

「はい！　あんたにあげる！」

　嬉うれしそうな笑顔で、それを俺に差し出してきた。

「あたしはつけないけど、あんたがつければいいでしょ？　大体、こんな子供っぽくてダッサいお面をつけるなんて、あたし嫌だし！　だから、あんたがつけなさい！」

　だったら、最初から俺が自分のお面を買っときゃよかった……。

　サザンカに無駄遣いをさせちまったら、礼になんねぇじゃねぇかよ。

「……分かったよ。ほれ、これでいいか？」

　とりあえず、お面をパイルダーオン。マジンガーＪの誕生だ。

「いいわ！　……うん！　よく似合ってるわよ、ふふっ！」

　口のわきに拳を当てて笑うなんて、いちいち可愛かわいい仕草をしないでほしい。

　お面をつけててよかった……。今の表情は、見られたら絶対やばいやつだ。

「そ、そりゃ、どーも」

「えーっと、それじゃあ……あ！　射的のお店に行こっ！　あたし、射的がやりたいから付き合……はっ！　ご相しよう伴ばんにあずかりなさい！」

　そこは、やっぱり恥ずかしいんだね。あんまり意味ないと思うけど……。

「分かったよ。そんじゃ、ご相しよう伴ばんにあずからせてもらうわ」

「言っとくけど、景品を落とせなかったらグーだからね、グー！」

　それはグッドって意味じゃなくて、グーパンって意味ですよね……。

「やるのは、サザンカじゃねぇのか？」

「もちろん、あたしもやるわよ？　けど、あんたもやるの！　一緒に楽しまないと損でしょ？」

　景品を落とせなかったらぶん殴られる射的なんて、楽しむ要素があるのだろうか？




　お面屋から移動し、俺はサザンカと共に射的の店へ。

　すると、そこには先客……パンジー達たちがいて、しっかりとツバキも合流していた。

　しかし、さっき射的に行くって言ってから、結構な時間が経たってると思うんだが……ああ、なるほど。あいつらは射的じゃなくて、その隣にある輪投げの店で遊んでるのか。

「ひっ！　なんでこんなところに、あの子達たちがいるの!?」

「色んな屋台を巡るって言ってたからなぁ。ま、こういうこともあるだろ。……つか、コスモス会長達たちなら、見つかってもいいだろ？　からかってくるような人ひと達たちじゃねぇし」

「ダメよ！　むしろ、一番ダメ！　やっと、あたしの時間になったんだから！」

　ひまわり理論も理解に苦しむが、サザンカ理論も中々難しい。

　にしても、あいつらマジで真剣だな。

　あまりにも集中しすぎてて、こっちにまるで気がついてねぇよ。

「やったわ！」

　どうやら、輪投げで勝利をおさめたのはパンジーのようだ。見事、景品を獲得している。

　手に入れたのは、手の平サイズの目つきの悪い犬のストラップ。正直、微妙なデザインだ。

　あんなん取って、どうするつもりだろう？

「よかった……。本当によかった……」

　ただ、パンジーは大分喜んでいるようで、嬉うれしそうにそれをスマホにつけている。

「うぅー！　とれなかったよぉ！　パンジーちゃん、すごい……」

「私も必死だもの。そう簡単に負けるわけにはいかないわ」

「先程の射的といい、本当に見事だね……。これはまずいな……」

「お、追いつかれてしまいました……。パンジー怒ど涛とうのラストスパートです……」

「ん。これで、みんな並んだかな」

「よ、よし！　それなら、最後の勝負について話し合おう！」

　相変わらず、移動がお早いことで。まばたき一つで見失っちまったよ。

　ツバキ、そいつらが河か川せん敷しきに来るよう、監視は任せたぞ。

「だ、大丈夫よね？　気づかれてないわよね？」

「ああ。根本的に俺おれ達たちが近くにいたこと自体、気づいてなかったっぽいぞ」

「よかったぁ～！　よし！　じゃあ、あたし達たちもやるわよ！」

「ほいよ。ちなみに、景品が落とせなくても、刑の執行はやめてくれよ？」

「ふん！　それは、あんたの頑張り次第ね！」

　俺の頑張り次第らしいが、サザンカの機嫌はとってもいいみたいだし、多分大丈夫だろう。

「あ、金は俺が払うよ」

「は？　なんでよ？　余計なことはしなくていいわよ」

「前の礼だよ。俺のこと、助けてくれた礼をするって言っただろ？」

「そ、そう？　じゃあ、お願い……」

「おう。任せとけ。……すみません、これで二人分お願いします」

「毎度ありぃ！」

　千円札を一枚取り出し屋台のおっちゃんに渡すと、かわりに三つのコルクがのった皿を渡された。それじゃ、お面をずらしてっと……

「ちょっと！　あんた、なんでお面を外すのよ！　せっかく買ってあげたのに！」

　しおらしくなったと思ったら、あっという間に怒った。感情の起伏が激しすぎる。

「いや、つけてると見にくいし」

「つけてなくても、醜みにくいわよ！」

「そういう意味で言ってんじゃねぇよ！　天然で俺を傷つけるな！　結構心が抉えぐれたぞ、今！　視界だ、視界！　ちゃんと見てぇんだよ！」

「ちゃ、ちゃんと見たいって！　それって、もしかしてあたしのことを……」

「もしかしなくても、的だよ的！　射的だから、的をちゃんと見てぇんだよ！」

「そ、そういうことね！　ややこしいこと言わないでよね！」

　ややこしくしてるのは、君でしょうに。

　サザンカってテンションが上がると、色々発言がおかしくなるんだな。

　新たな一面を学ばせてもらったよ……。

　ほんじゃま、今度こそお面を外して……狙い撃つぜ。

「よし！　これで、グーパンは免まぬがれたな！」

　さくっと一発で、小さなキーホルダーに命中させ落下。景品獲得。

　ふっ。西にし木き蔦づた高校のロックオン（兄）とは俺のことよ。または、のび太でも可だ。

「へぇ、あんた上う手まいのね……」

「だろ？　……あれ？　サザンカは、まだ撃ってなかったのか」

「仕方ないでしょ。あんたの横顔が……はっ！　集中してんだから、話しかけないでよね！」

　話しかけてきたのは、貴女あなただと思います。

「……えい！　……えい！　……えい！　なんで当たんないのよ!?」

　すっげぇ～。俺、ここまで上手に射的を外す人初めて見たわ。

　せめて、的には当てようよ……。

「もう！　あんたが余計なこと言うから失敗しちゃったじゃない！」

「へいへい。そりゃどうもすみませんね」

「なによ、その態度！　本当に反省してるんでしょうね？」

　しているはずがない。君が勝手に自爆しただけではないか。

「もう最悪！　全然面白くなかった！」

　とか言っている割には、君すごく機嫌よさそうだよね？　絶対、満喫してるよね？

　ん？　スマホが振動してるぞ。もしかして、少し早めに集合って話にでもなったのかな？

　それで、ツバキが俺に連絡をしてきた、と、か……

『サザンカが、キーホルダー欲しがってるよ！　ジョーロ、お願い！』

　なんでちゃっかり、俺おれ達たちの尾行をしてんだよ!?

　カリスマ群の皆様はツバキと一緒に、パンジー達たちを探しに行ったんじゃなかったのか！

　……いや、もうツバキは合流してたし、その後こっちに来たのか？

　まぁ、落とせそうだから落としただけで、欲しくはなかったからいいけどよ……。

「えーっと……、サザンカ。よかったらこれ、もらってくれねぇか？」

「え！　くれるの!?」

「ああ。俺が持っててもしゃあないし。礼ってことで……おわっ！」

　はやっ！　気がついたら手の上からなくなって、サザンカの手に収まってた！

　どんだけ欲しかったんだよ!?

「やった……。やったぁ……っ！」

　ただ、ここまで喜ばれると、渡わたし甲が斐いもあったというものだな。

「ちゃんと大事に使うからね！　……ジョーロ！」

　おや、珍しいこともあるもんだ。サザンカにアダ名で呼ばれたぞ。

　いつもは、『あんた』とか『ゴミ』とか『カス』とか代名詞でばっか呼ばれるから新鮮だな。

　いやー、普段からこんな感じなら、可愛かわいげがあっていいんだけどなぁ。

　もしかしたら、世紀末慣れしたことでズバズバはっきり言ったのがよかったのかもな！

　多少の傍若無人は目立つし、『はっ！』しているが、身体的ダメージのない素晴らしさよ！

『間もなく、花火の時間となります。間もなく、花火の時間となります』

　……ん？　もうそんな時間か。危なかったな、縁日にあるスピーカーからのアナウンスがなかったら、危うく俺も花火の時間を忘れてしまっていたかもしれない。

「サザンカ、そろそろ花火が始まるみてぇだし、俺は河か川せん敷しきに行くがてめぇはどうすんだ？」

「あたしも、みんなと合流するわ！　連絡すれば、合流できるだろうし！」

　いや、連絡しなくても尾行してるから、呼べばすぐに出てくると思うよ……。

「そっか。じゃあ、そろそろ──」

「あ、あのさ、ジョーロ！　……あ、ありがと……ね」

「へ？」

　唐突にサザンカから礼を言われたのだが、さっきのキーホルダーの件だろうか？

　いや、それにしては、やけに恥ずかしそうに体を縮こまらせているな。

「えっとね……、あたし、ジョーロに感謝してるから！　その……、前にあたしがみんなと喧けん嘩かしちゃった時に助けてくれたり、パパと仲が悪かった時にアドバイスしてくれて……」

「その件なら、大したことじゃねぇから、平気だよ」

「あたしにとっては、大したこと！　それに、この格好も！　ほら、前と違うでしょ？　変わった理由は内緒だけど、パパもすごく喜んでくれてね！　これもジョーロのおかげだから！」

　前のギャルファッションは、ある意味中々奇抜だったからなぁ。

　それが原因で、真ま山やまのおっさんと仲が悪かったみたいだし。

「まぁ……、そう言ってくれると幸いだよ……」

　なんだろう。祭りの雰囲気もあってか、やけにドキドキしてしまう。

「……そ、それでね！」

　サザンカが何か覚悟を決めたようで、俺の顔を力強い瞳で見つめる。

「あんたとした約束なんだけど、今日とは別で……いい？」

「は？」

　サザンカは期待した目で俺を見つつ、何を言っているのだろう？

「約束？　俺とサザンカの？」

「そ、そうよ！　あたしとあんたの約束よ！　ほら、したじゃない？」

　そんな両手をゴニョゴニョされましても……、してなくない？

「俺、サザンカと何か約束してたっけ？　ぶっちゃけ、思い当たることが……はっ！」

　いかん！　なんか知らんが、サザンカの全身から闘気が出てる気がする！

　つい、俺が『はっ！』してしまった！　間違いない。この流れは……

「なんで忘れてんのよ！」

「おごわっ!!」

　これは、宙へと舞い上がり、両肩に手刀を打ち下ろす南なん斗と水すい鳥ちよう拳けん奥おう義ぎ……飛ひ翔しよう白はく麗れい！

　まさか、北だけでなく南も制しているとは……。

「あとのたわごとは、地獄の鬼にでも言いなさい！　バカ！　クズ！　カス！」

　油断すると、本当にすぐこれだよ……。プンスカと怒ってどこか行っちゃうし。

　でも、俺がサザンカとした約束を忘れてるのが悪かったっぽいしなぁ。

　ここまですることは、ないような気もするけど……。

「あちゃー……。最後の最後で失敗しちゃったかぁ。惜しかったなぁ～！」

「サザンカ、待ってよぉ～！　ほら、私わたし達たちと花火見に行こっ！」

「キーホルダー、ありがとね！　ジョーロもお疲れ様！」

「うん！　ちゃんとジョーロの名前も呼べたし、大躍進だ！」

　カリスマ群の皆様。もう少し早く登場して、あの世紀末覇者を止めてほしかったよ……。

　とりあえず、俺も河か川せん敷しきに向かうとするか。悶もん絶ぜつし終おわったらだけど。





※






「……誰も来ねぇ……」

　午後七時……言われた通り、花火が始まる少し前の時間に約束の河か川せん敷しきへ来た俺だが、スマホを片手に、ボッチでポツン。

　周囲には、俺と同じように花火を見るために多くの人が訪れている。カップルカップル＆カップル。時折、家族連れや友達同士で来ている人もいるが、気分的にカップルに目がいく。

「あいつら何やってんだよ！　片っ端から電話したってのに、誰も出ねぇじゃねぇか！」

　はぁ……。このまま誰も来なかったらどうしよう？　正直、こんな場所に一人でいるのはしんどいし、帰ろうかなぁ。けど、その後にみんなが来たら、それはそれで申し訳ないし。

　どうしたものか……。

「お待たせ、ジョーロ君」

　俺が悶もん々もんとしていると、背後から響く一つの声。この声は……、パンジーだな！

　ええい！　たとえとんでもない美人だろうが、遅刻とは言語道断！　ここは厳しく……

「ごめんなさい。遅れてしまったわ」

　むぅ……。本当は文句を言ってやりたいが、先に謝られてしまった。

　仕方がない。反省しているのであれば、今回は俺の寛容な心で特別に許して……

「でも、忠犬の貴方あなたなら、待つことはご褒ほう美びだったかしら？」

「俺の寛容な心が一気に狭まったぞ！　ちゃんと時間通りに来いよな、ボケ！」

「あら、おかしいわね？　てっきり、待たされていることに快感を得ていると思ったのに」

「むしろ遅刻しといて、そこまで、ふてぶてしいてめぇがおかしいよ！」

　あれ？　つい、いつものノリで文句を言ってしまったが、おかしいぞ。

　パンジー以外、誰もいねぇじゃねぇか。

「なぁ、他のみんなはどうしたんだ？」

「いないわ。みんなは別の場所で、花火を見ることになっているもの」

　自信たっぷりというか、やけにやり遂げた態度だな。より一層意味不明だ。

「だったら、俺おれ達たちもそっちに行こうぜ。みんなで───」

「ねぇ、ジョーロ君」

「なんだよ？　さっさと行くぞ」

「私と二人で、花火を見ない？」

　口調は淡々としつつも、キュッと自分の浴衣ゆかたを握り締めて、パンジーがそう言った。

「……ダメね。言い方を変えるわ。……私、貴方あなたと二人で花火を見たいの」

「俺は、みんなと一緒に花火を見てぇんだが？」

「知っているわ。それが、あの時に出した貴方あなたの答えだものね」

「…………分かってんじゃねぇか」

　地区大会の決勝戦で、俺は四人の気持ちに対して最低最悪の返事をした。

　俺の本当の気持ちを言っちまったら、ようやく築かれた関係が壊れちまうと思ったからだ。

「夏休みの間、貴方あなたはずっとみんなを平等にと意識して行動していたわよね？　誰か一人と一緒に行動する時はあったけど、それもちゃんとそれぞれに対してやった。私の図書室業務、あすなろの新聞部の取材助手、コスモス先輩の生徒会、ひまわりの大掃除。どれも断らなかったのは、そういうことよね？」

「……そうだよ。なんか文句でもあんのか？」

「ないわ。私も、みんなと一緒にいられて嬉うれしかったし、誰かを邪魔に思うことも一度もなかったわ。とても楽しい……、私の人生で一番素敵な夏休みだったもの」

　そう言ってもらえると、俺も嬉うれしいのだが……、だからこそダメだ。

　最後の花火でだけ、パンジーと二人でなんてことは有り得ない。

　ちゃんとみんなで見て、みんなで楽しみたいんだ。

「そんなジョーロ君の気持ちが分かっていたから、私わたし達たちは勝負をしていたの」

「勝負だぁ？」

「ええ。この夏休みの間ずっと、私わたし達たち四人は勝負をしていたのよ。……気がつかなかった？」

「夏休みの間ずっとだと？　いや、今日はなんかしてると思ったが……」

「他の日もしていたわ。みんな一生懸命だったんだから」

「なんで、んなことをしてたんだよ？」

「分からない？」

　ノーヒント状態で、どう答えを出せと？　せめて、もう少しぐらい……いや、待てよ。

　パンジーが、このタイミングでこの話をしたってことは、もしかして……

「ここに来る権利を賭けて……、勝負してたのか？」

「ちゃんと分かっているじゃない」

　小さな笑みを浮かべて、パンジーが肯定した。

「夏休みの間に色々な勝負をして、一番沢山勝った人だけがここに来れる。……ジョーロ君と二人で花火を見ることができる。そういう勝負だったの」

　パンジーがスマートフォンを取り出し、画面を俺に見せる。

　すると、そこには……





『秋あき野の桜さくら　　：【私服】、【ビーチバレー】

　日向ひなた葵あおい　　：【ババ抜き】、【ビーチフラッグ】

　羽はね立たち桧ひ菜な　：【ビーチバレー】、【金魚すくい】

　三さん色しよく院いん菫すみれ子こ：【射的】、【輪投げ】』






　と、それぞれがなんの勝負で勝ったかのリストが表示されていた。

「……それで夏休みの間、てめぇらはやけに感情が表に出てたのか」

「そうだったの？　それは気づかなかったわ」

「言っておくが、相当だったぞ」

　俺が最初に妙だと思ったのは、流しそうめんの日にやったババ抜きだ。

　たかがババ抜きなのに、まるで命がけの勝負をするかのような、みんなの鬼気迫った様子。

　特にパンジーだ。こいつは普段、あまり感情を表に出すようなことをしない。

　なのに、ババ抜きの時……、それ以外もだが、夏休み中のパンジーはやけに感情的だった。

　その理由は、友とも達だちと一緒にいて気を遣う必要がなかったというのもあるだろうが、それ以外にもう一つ……今日、ここに来るため……、俺と二人で花火を見るためだったんだ……。

　そのために、みんなは必死に……、死に物狂いで勝負に挑んでいた。

　だからこそ、勝った時はとびっきりに喜び、負けた時は心底悔しがっていたのだろう。

「なぁ。この、コスモス会長の【私服】ってのはなんだ？」

「ジャスミンさんに選んでもらった服のことよ。誰が一番似合っているかを、貴方あなたに決めてもらったわ」

「あれも勝負に含まれてたのかよ!?」

「ええ。あの日にみんなでカラオケに行って、話し合って決めたのよ。勝負の時だけは、友とも達だちじゃなくてライバルとして行動しようってね」

　ってことは、姉ちゃんも全部知ってて、協力してたってわけか……。

　バイト終わりに随分と素敵な写真をくれたと思っていたが、まさかこんな裏があったとは。

　それに、ツバキが今日の祭りで言っていたことの意味もようやく分かったぞ。

『ん。ボクは不参加かな。みんなすごく真剣で、ボクが入っちゃうと水を差すことになっちゃうから、みんなが気を遣ってくれたのかも。……だから、せっかくだしその厚意に甘えて、ジョーロとお祭りを回りたいな』

　だからツバキは、『一緒に行かない』じゃなくて、『不参加』と言ってたわけか……。

　水を差すってのも……、つまりはそういうことなのだろう。

「今日まで、私だけ一度も勝てなくて……。金魚すくいもあすなろに負けてしまって、後がなくなってしまった時は、もうダメかと思ったわ」

　確かに、さっきのリストではパンジーが勝てた勝負は、今日の夏祭りのみ。

　他の勝負では、全て敗北している。

　だから、金魚すくいの時にあんな追い詰められた表情をしていたのか。

　そもそも、海の勝負はパンジーには、分が悪すぎるだろ。

　ひまわりを筆頭に、コスモスもあすなろも運動神経は抜群。

　運動であいつらにパンジーが勝負を挑むこと自体、間違ってる。

　それが分からない奴やつじゃない。分かっていても、こいつは必死にもがいてたんだ……。

「ところで、一つ聞いてもいいか？」

「何かしら？」

　色々と疑問は解決したのだが、まだ一つ大きな疑問が残っている。

　もちろん、それはさっき見せてもらったリストの結果だ。あれを見る限り……

「てめぇらは、全員同じ回数勝ってるよな？」

「ええ、そうよ。どうにか喰くらいついて、同点にまでこぎつけたんだから」

「なら、どうやって決着をつけたんだよ？」

「サドンデスになってしまったから、ジョーロ君に決めてもらうことにしたわ。……それが、最後の勝負だったの」

「は？　俺は、何もしてねぇんだが？」

「ついさっき、していたじゃない」

　パンジーの指が、スッととある物……、俺が片手に握っていたスマートフォンを示す。

「俺のスマホ？　これがどうしたんだよ？」

「誰もここに来なかった時、貴方あなたは何をしたかしら？」

「んなもん、誰もこねぇから電話を……って、まさか……」

　そこまで言って、大慌てで俺は自分のスマホの発信履歴を確認した。

　さっき俺は、誰も来なかったから、とにかく片っ端から電話をみんなにかけた。

　そして、発信履歴の一番下に……、俺が誰よりも最初に電話をした相手の名前が、表示されている。

　それは……

「ありがとう、ジョーロ君。誰よりも先に私に電話をかけてくれて」

　三さん色しよく院いん菫すみれ子こだ。

「……また、下らねぇことをやりやがって……」

「下らなくないわ。私わたし達たちにとっては、本当に大切な……絶対に譲れないことだもの」

　ったく……、俺が誰にも電話をかけなかったら、どうするつもりだったんだよ？

「だから、今だけ。今だけでいいの……。私と一緒に花火を見てほしいわ」

　結局、色々と勝負をしてきたくせに、最終決定権は俺にあるってわけか。

　さて、どうす……ん？　誰かから連絡が来たな。

　このタイミングってことは……

『これは、私わたし達たちの総意だよ。だから、ジョーロ君はパンジーさんと花火を見てほしい。その……、本当は私が一緒に見たかったのだけど負けてしまったから。……でも、次は負けないよ！』

『ジョーロは、花火が終わるまでパンジーちゃんといっしょ！　でも、変なことしちゃやだ！』

『今回はパンジーに譲りましたが、今回だけですからね！　ほんっと、今回だけですから！』

『内緒にしててごめんね。でも、みんなの気持ちを汲くみ取とってあげてほしいかな』

　やっぱり、てめぇらか……。

　パンジーは、まるで自分だけの我わが侭ままのように語って他の奴やつらをかばっているが、結局これはコスモスのメッセージにもある通り、こいつら全員の総意なのだろう。

　夏祭り、みんなで一緒に遊べる最後の日だけは、こうしてほしいっていう。

「……ダメ？」

　毎度、俺に内緒で物事を進めやがって……と文句を言う権利は俺にはないか……。

　こいつらは、夏休みの間ずっと、俺の我わが侭ままに付き合ってくれていたのだから。

「わーったよ。んじゃ、俺はてめぇと二人で花火を見る。……これで満足か？」

「ええ。大満足よ」

　ほんと、口調は冷静なくせに表情が全然それと合ってないんだから、おかしな話だ。

　嬉うれしそうに笑いやがって……。

「なら、もう一つ我わが侭ままをさせてもらうわね」

「どうぞご自由に」

　パンジーがキュッと俺の手を握り締めるので、今回に限り俺もその手を握り返した。

　それが意外だったのか、驚きで緩んだパンジーの手を離さないよう、より強く握り締める。

「そんなに強く握られると、恥ずかしいわ」

「てめぇが、俺のことを大好きすぎるのが原因だ」

「今の貴方あなたの行動からすると、その台詞せりふは私から言ったほうがいいのではないかしら？」

「俺は、自分が言いたいことを言っただけだ。間違ってたら、否定しろ」

「……遠慮させてもらうわ」

　ったく、色々と苦労した夏休みだったから、今日ぐらいは平和に過ごそうと思っていたのに、まさかの大イベントの発生だよ。

　けど、俺なんかよりもみんなのほうが、よっぽど苦労してたんだろうな……。

「……おつかれ、パンジー。まぁ……、色々大変だったな」

「大変じゃないわ。勝負の件は一生懸命だったけど、それとは別にとても楽しい毎日だったもの。もし、私がここに来られなかったとしても、今年の夏休みは一生忘れることのできない、素敵で大切な宝物になったわ」

「そりゃ、何よりだ」

「みんな、本当にすごい人ひと達たちだわ。こんな素敵なお友とも達だちが、また私にできるなんて夢みたい」

「またってことは、前にも……ああ、そういや中学時代、他校に仲の良いい友とも達だちがいたんだよな」

「……知っていたのね」

　どこか寂しげで、それでも大切なものを思い出すような複雑な表情でパンジーがそう言った。

　恐らくだが、その友人のことを思い出しているのだろう。

「まぁな。……ホースから聞いたんだよ」

「そういえば、葉は月づき君に一度だけ伝えてしまっていたわね」

「そいつは、どんな奴やつだったんだ？」

「とても芯が強くて、自分の決めたことを必ずやり遂げようと努力する女の子よ。本当にすごい人で、とても憧れたわ」

「てめぇも似たようなもんじゃねぇか」

「そう言ってもらえると嬉うれしいわ。私は『彼女』に憧れて、そうなれるように努力しているから。今の私は、『彼女』がいたからこそ存在していると言っても、過言ではないわね」

　パンジーに、そこまで影響を与えるとは……。とんでもねぇ女だな……。

「とても仲が良かったのよ。特に印象的なのは、『彼女』がお菓子を作れるようになりたいと言った時ね。最初は本当にひどくて、私は何度も諦めたらと言ったのだけど、諦めないの」

　パンジーが諦めろと言うなんて、相当だったんだろう。

「慣れない作業で手を火傷やけどしたり、とても美お味いしくないお菓子を作ったりしてしまっても、絶対に挫くじけないの。……そして、最後はちゃんとした美お味いしいお菓子が作れるようになったわ」

「そりゃ、すげぇな。……あ、もしかして、『パンジー』ってアダ名もそいつがつけたのか？」

　アダ名ってのは、自分で名乗ることもあるが、基本は誰かにつけてもらうもんだからな。

　俺の場合は、昔一緒に過ごしていた奴やつにつけられたし、ひまわりも同じだ。

　他の連中は知らんが、多分似たような感じだろう。

　ただ、パンジーは友とも達だちが少なそうだからな。その仲が良かったっていう友とも達だちに……

「違うわ。つけてもらったのは、中学生の時だけどね」

「へぇ。じゃあ、中学より前からのダチにつけてもらったとか？」

「それも違うわ。私に『パンジー』というアダ名をつけたのは、…………貴方あなたよ。ジョーロ君」

「はぁ？　なに言ってんだよ。俺は一年の時、てめぇが『パンジー』って呼ばれてるって、他の奴やつから聞いたぞ？」

「ええ。その頃には、もう『パンジー』というアダ名で呼ばれていたから、自分から名乗っていたもの」

　ってことは、高校入学前に俺がこいつに『パンジー』ってアダ名をつけてたわけ？

　いやいやいや、ないないない！　実は過去に俺とパンジーが出会っていたなんてのは、それこそ去年の地区大会の決勝戦の話だろうが。

「一応聞くが……、俺とてめぇが初めて会ったのは？」

「高校一年生の時ね。ちなみに、話したのは去年のあそこが初めてよ」

　やっぱり、そうだよな……。って、やっぱおかしいじゃねぇかよ！

　俺とパンジーが初めて会ったのは、高校一年生の時。

　俺とパンジーが初めて話したのは、去年の地区大会の決勝戦の後。

　なのに、俺が『パンジー』というアダ名を、こいつにつけたのは中学生時代。

　どんなとんちだよ？

「ねぇ、ジョーロ君。貴方あなたの質問に答えたご褒ほう美びに……一つ、お願いがあるのだけど……」

「なんだよ？」

「あのね、実は夏休みの間、私以外のみんなが貴方あなたに言われていたことがあるの。だけど、私だけは、ちゃんと言ってもらえてないわ。それが、とても寂しかったの」

「んなことあったか？」

「本当に、貴方あなたは理解力がまるでないのね……。少しは私を見習ったらどうかしら？」

「生あい憎にくと俺は人類なんでな。エスパー妖怪と比べられても困る」

「……いじわるね」

　ムスッとした表情で、ふてくされるパンジー。

　だが、俺は別に冗談で言っているわけではない。本当に分からないのだ。

　パンジーにだけ言ってないことってなんだよ？

「なら、ヒントをあげるわ。ひまわりは、ジャスミンさんと服を買いに行った日。コスモス先輩は、流しそうめんをした日。あすなろは、海に行った日。ツバキは、お祭りに行く直前にソレを言われているわ」

　全員違うタイミングかい。より一層、分からなくなったわ。

　大体、姉ちゃんの買い物だったら、ひまわりよりコスモスのほうが印象的だった。

　死んだ目のネズミがイラストとして描かれてる、ゲコリーナちゃんＴシャツを持ってきて……、俺がどれだけ心を鬼にして、あいつに真実を突きつけたと思っている？

　まぁ、コスモスも一生懸命だったから、嬉うれしかったけどさ。

　特に、自分の服を姉ちゃんに選んでもらう時に、ボソッと言ってたことは……

「……あ」

「あら、ちゃんと気がついたみたいね」

　もしかして、アレか？　けど、そういうことなら……

「いや、てめぇにも言っただろ？　ほら、姉ちゃんに服を選んでもらってた時に……」

「『まぁ……、いいんじゃねぇの？』なんて、中ちゆう途と半はん端ぱな言葉は嫌よ」

　……そういうことかよ。分かったぞ。夏休みの間、パンジーが何に不満を持っていたかを。

　そういや、最初のひまわりの時から、その度にパンジーはふてくされていた。

　コスモスの時なんて、思い切り俺の足を踏んできやがった。

　あの時はなんのことかサッパリだったが、これが理由でパンジーは拗すねていたのか……。

「言いたくなかったら、言わなくてもいいわ」

「言葉と顔がまるで合ってねぇんだが？」

　なんだよ、そのすがるような顔は。もっと、いつも通りの淡々とした表情でいろよな。

「気のせいじゃないかしら？」

　また、中ちゆう途と半はん端ぱに噓うそとは言い切れねぇ発言をしやがって。

　はいはい。ここで俺が言わねぇと、どうせまたふてくされるんだろ？

「……分かったよ。言ってやる」

　俺の手を握るパンジーの右手が僅かに強こわ張ばる。恐らくだが、緊張しているのだろう。

「……え、ええ」

　パンジーが空いている左手で髪を耳にかけた。もちろんかけたのは、俺に近い右耳だ。

　左手で右耳に髪をかけるなんて非効率なその動きが、何を意味するかはよく分かる。

　そんじゃ、先延ばしにしてもいいことなんて何もねぇし、さっさと言っちまうか。

「その浴衣ゆかた、似合ってるな。……ほれ、これでいいだろ？」

「いまいちね。もっと具体的な言葉を私は所望するわ」

　なんか、すっげぇ白けた顔をされたんですけど！

　ワクワクを返せと、言わんばかりの表情だよ！

「……ぐっ！　パンジーは可愛かわいいな！　はいはい、すっげぇ可愛かわいいよ！」

「気持ちがこもってないわ。そんな投げやりに言わないで」

　注文が多すぎるわ！　ほんっと、パンジーの我わが侭ままは厄介だ！

「また、俺を振り回しやがって……」

「女の特権でしょ？　貴方あなたがそう言ったのじゃない？」

　先程までの緊張が噓うそのように、余裕を取り戻したパンジーがクスクスと笑う。

　対して、今度は俺の余裕が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

「はぁ……、最悪だ」

　思わず顔を下に向けて、うんざりと声を漏らしてしまう。

　大体、俺のレパートリーだってそんなに多くねぇんだから、もう残されているのなんて……

「…………綺き麗れいだよ。とびっきりにな」

　ど、どうだ？　これでもダメだったら、もう無理だぞ！　ほんと、限界だからな！

「…………」

「……パ、パンジー？」

　ビクビクと顔を上げてその表情を確認すると、そこにあったのは満面のパンジーの笑み。

　それは今までに見た誰よりも、綺き麗れいな笑顔だった。

「ふふっ。それじゃあ、花火を楽しみましょうか」

　あぁ～、よかったぁ！　どうにかご納得いただけたようだ。

　まぁ、相当恥ずかしい思いはしたけど、その報酬がこの笑顔なら……悪くない。

「「…………」」

　そこから、お互いに緊張してか、話すことが特になかったからか、俺おれ達たちを沈黙が包む。

　だが、不思議とそれが心地良く、苦になんてまるで思わなかった。

「……お。ようやく始まったな」

　ヒュ～という気の抜けた音の後、ドンと響く大きな音。

　真っ暗な夜に、明るく輝く色とりどりの花火。

　ただ、楽しみにしていたはずのそれに、俺はどうにも集中できない。

　なんせ、花火の度に周りが照らされるせいで、よく見えちまうんだわ。

　……夢中で花火を見る、パンジーの顔がさ。

「素敵ね、ジョーロ君」

「そうだな」

「花火と私、どっちが好き？」

　また鬱うつ陶とうしいことを聞いてきやがって……。

「そりゃ、もちろん……




【ドーン！】
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……に決まってるだろ」

　うん。完かん璧ぺきなタイミングだった。ま、こういうことも、たまにはあるよな。

「おっと、こりゃ残念。花火の音で、かき消されちまったな」

「ジョーロ君。そういうのは、意図的にやるものではないと思うわ」

「決め付けはよくねぇぞ。たまたま偶然運の悪いことに、重なっちまっただけだ」

「なら、もう一度言ってくれると嬉うれしいわ」

「こういうのは、一度言ったら恥ずかしくてもう言えないのが、定番だと思うぞ？」

「決め付けはよくないわ。たまたま偶然運の良いいことに、私はもう一度聞きたいもの」

　へいへい。どうせんなこったろうと思ったよ。

　ほんと、こいつの諦めの悪さは筋金入りだ。言えばいいんだろ、言えば。

　……ただ、正直に言い直すのもこいつの手の平で踊らされてる感があって、なんか悔しいな。

　だったら……、

「やかましくねぇほう」

「……そう」

　次の花火は、俺の発言の直後。同時に歓声が沸きあがり、パンジーが俺へと寄り添う。

　きっと今頃、コスモス達たちもどこかでこの花火を見ているのだろう。

「ねぇ、ジョーロ君。この花火が終わったら、コスモス先輩達たちと合流してツバキの串カツ屋にいかない？　この時間だったら練習も終わってるし、サンちゃんも来るかもしれないわ」

　なんだよ……。せっかく死に物狂いで得た権利を、あっさりと自分で捨てやがって。

　けど、てめぇにとってあいつらは、そんだけ大事な友とも達だちってことか……。

「てめぇにしちゃ、珍しくいい案を出すじゃねぇか。……乗るぜ」

「なら、決まりね。実は、勝負に夢中でお祭りでは何も食べてなくて、お腹なかペコペコなの」

　ほんと、最高にナイスアイディアだよ。実は、かなりやばかったんだ。

　さっきから、花火以上にやかましい奴やつがいてな。そいつの処理に困ってたんだ。

　ほんと、うるせぇんだわ。『このまま、ずっとパンジーを独占し続けろ！』って俺の心から湧く声がさ。このエスパーなら気づいて……ないかもな。

　さっきから花火に夢中で、全然俺のほうを見ようとしてねぇし。

　ほんと、よく分からねぇ女だよ。こいつは……。
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　夏休み終盤。とある事情により、天を滅する必要が出てきた俺だが、それはそれ。

　全ての予定を無事に消化し、宿題も当然ながら完遂！

　後は、二学期が始まるのを待つばかりだ！

「ただいまー！」

　今日は少し早めの午後五時あがりでバイトを終えた俺は、家へと意気揚々と帰っていく。

　すると、出迎えてくれたのは俺の母ちゃんである如月きさらぎ桂けい樹きと、姉ちゃんである如月きさらぎ茉ま莉り花かだ。

「お……、おかえり～だ、にゃ。……雨あま露つゆ」

　第一声に、どこか困惑した表情で俺に声をかける母ちゃん。

　いやー、今日もいいパーマに、濃い化粧だ！　これぞ、俺の母ちゃんだ！

　そして、もう一人。なぜか知らんが、母ちゃんと同じく困惑した表情をした姉ちゃんが、

「雨あま露つゆ……。今日も来てるわよ……」

　遠慮がちな声で、そんなことを俺に言っている。

「お、そっか！　んじゃ、俺は部屋に行くな！　あと、晩飯はいらねぇ！」

「そ、そう？　でも、せっかくだしお家うちで……」

「いいんだって、母ちゃん！　外で食うのが重要なんだからさ！」

　さて、母からの愛情をお断りして、明るい声で階段を上っていく俺。

　そんな俺を心配した表情で見つめる、母と姉。

　だが、何も不思議がることなんてない。俺が外で飯を食う理由なんて一つさ！

　二学期が始まる直前……、俺の人間関係に大いなる変化が起きたのだ！

　とても重要なことだからまだ発表していなかったが、そろそろ言わせてもらおう。

　なんと、この俺……如月きさらぎ雨あま露つゆにぃ～……




　彼女が出来ました!!




　おっと、勘違いしないでくれよ？　『彼氏』じゃなくて『彼女』だからな！

　もう！　正真正銘、女の子！　しかも、とびっきりに可愛かわいい女の子ね！

　そんで、その子が俺の家に来ていて、部屋にいるから母ちゃんと姉ちゃんは困惑してたってわけよ！

　まぁ、息子や弟の情事に深くつっこむのは、気が引けるからな。気持ちはよく分かる！

　すっげぇ、健けな気げな子なのよ！　恋人になって以来、毎日欠かさず俺に会いに来てさ！

　少しでも俺と一緒にいようとしちゃうわけさ！

　しかもだぜ？　すでに十分驚きだろうが、もっと驚くことがあるんだ！

　それが何かってぇ？　慌てるでない、慌てるでない！

　ほら、もう俺の部屋のドアの前までやってきたんだ。

　この先に、俺の恋人が待っている。そして、その状況を見ればすぐに納得するだろう。

　俺にどのような驚きがやってきたかがな！

　……では、いよいよ発表させていただきましょう！

　俺、如月きさらぎ雨あま露つゆの恋人！　そして、その超驚きの事実とは！




「おかえりっしょ！　雨あま露つゆっち！」

「お、お、おかえり！　別に、さっさと帰ってこなくてもよかったんだからね！」




　なぜか同時に、二人の彼女が出来ちまったんだ……。

　満面の笑みで俺を出迎えているのは、イカリングの髪型が目立つ唐とう菖しよう蒲ぶ高校三年、生徒会長の桜さくら原ばら桃もも。通称『チェリー』。

　もう一人のなんだかツンツンした発言をするのは、清せい楚その皮をかぶった野獣、西にし木き蔦づた高校二年、俺のクラスメートの真ま山やま亜あ茶さ花か。通称『サザンカ』。

　この二人が、現在互いの了承を得た上で、俺とお付き合いをしている二人だ。

　……なぜ、俺がこんなことになってしまったのか。

　それは、また次の機会に語らせてもらうが、ほんの少しだけ伝えさせてもらう。




　俺は、ヤツはもう進化しないと思っていた。

　さすがに、アレ以上はないだろうと思っていた。

　だが、それは大いなる間違いだったのだ……。

　俺の運命を常に狂わせる……魔のベンチ。

　ヤツが新たなる力を引っ下げて俺の目の前に現れた結果……

「それじゃ、うちら三人でご飯を食べにいくっしょ！　今日もイチャイチャするっしょ！」

「か、勘違いすんじゃないわよ！　た、たまたま、あんたと一緒にご飯が食べたくなっただけなんだからね！」

　このような惨劇が俺に襲い掛かってしまった……。

　有り得ない組み合わせ。まるで共通点のない二人。

　だが、それもまた大いなる間違い。この二人には、とある共通点が存在している。

　そして、それが作用した結果、俺はこいつらと同時に恋人関係を結ぶことになった……。

　過去と未来。二つの事件に二人の恋人。

　悪夢なら、早く覚めてくれ……。







あとがき




　先日、渋しぶ谷やにて信号待ちをしていたら、肩に鳥の糞ふんが直撃しました。渋しぶ谷や区くの総人口は約22万人。だけど、肩に鳥の糞ふんを携たずさえているのは自分だけかもしれないと思うと、孤独感がハンパなくて、つい担当編集の一人である近こん藤どうさんに「渋しぶ谷やで信号待ちしていたら鳥の糞ふんが直撃しました」と画像付メッセージを送付したら、「うんこマンだー！　キッタネー。バリアバリア！」と返事が来ました。あいつは、いつかしばく。そんな経験から、二章にて約６Ｐにも渡るうんこネタを繰り広げたわけではないですが、偶然とは恐ろしいものですね。

　どうも。五巻から三ヶ月後の駱らく駝だです。発売時期的には四ヶ月経たっていますが、このあとがきを書いているのは三ヶ月後くらいなので、多分セーフ。セーフってことでお願いします。

　今回のお話は、今までとは異なり短編形式です。夏休みですし、ジョーロ君にとってご褒ほう美びとなるような物語にしたつもりですが、どうなんでしょうね？　キャラクターが勝手に行動してしまうので、中々思った通りの物語になりません……とか、それっぽいこと言っておきます。

　さて、無事六巻も発売し、うんこマンにもなった私ですが、嬉うれしいことがありました。

　あれは、まだ六巻の打ち合わせの最中、三み木きさんから「『俺を好きなのはお前だけかよ』が、電撃文庫フェア２０１７のキャンペーン用ポスターのラインナップに入りそうです！」と、お言葉をいただけたのです。とても嬉うれしかったです。そんな幸せ一杯な私に、「なので、メインヒロインに、ちょっと色っぽい格好をしてもらうことになります」と続いてお言葉を。

　……メインヒロイン。『俺を好きなのはお前だけかよ』のメインヒロイン……おｋ。把握。

　そりゃもう『あの人』しかいないでしょう！　チャンスきたで、これ！

　と、覚醒した私は、その場でいかにサ……げふん。『あの人』がメインヒロインに相応ふさわしいかを五分ぐらい語りました。冷めた笑顔で「そういう話ではありません」と言われました。

　作者と編集者の意見のぶつかり合いです。出会ってから一年半、ここまで意見が異なったのは初めての経験でした。お互いに、より良いものを生み出そうとするが故の葛藤です。

　そんな熱い言論を私が繰り広げる中、私の隣にいる近こん藤どうさんは、ひたすら苦笑いでした。

　意見を言おうとしない日和ひより見み野郎です。あいつは、いつかしばく。

　結果、ここでの話し合いでは、なぜか敗北してしまった私ですが、鳥の糞ふんすら携たずさえる不死鳥の私です。まだまだ、諦めていません。もしもラインナップが本決定したら、粘りに粘って、原作者の権力を振りかざしまくって、押し通す！　と意気込んでいました。

　そして、それから一週間ぐらいして、三み木きさんからメールが届きました。電撃文庫の夏のフェア用ポスターに『俺好き』もラインナップする旨むねが決定されたメールです。

　大喜びの私。権限を顕けん現げんさせたる！　とかしょうもないことを考えつつ、スタンバイ。

　……が、届いたメールの内容を見て、フリーズ。

　そんな、私をフリーズさせたメールの一部を抜粋したのが、これ。




『こちら当然、真パンジーでいくのですが──（以下略）』




【当然】

《ダナノ・副》述べる事柄が、だれが考えてもそうであるはずだという意を表す時に使う語。あたりまえ。※グーグル先生より。

　この『当然』という単語のプレッシャーったらね。

　ハンマーで、押しつぶされたというか、ゴルディオンハンマーで、光になった気分です。

　現在は、二〇一七年。勇者王的に考えると、ソール11遊星主との戦いから十年の歳月が経たっています。マモル君も二十歳です。

　戦いの後に、『うわっはぁ！』とビールを飲めちゃう年齢になったわけですね。

　今回は、残念ながら失敗してしまったわけですが、まだ諦めずに頑張ります。成功率が限りなくゼロに近かろうと、成功率なんてのは単なる目安です。あとは、勇気で補えばいい。

　これが、勝利の鍵だ!!

　では、謝辞を。

　六巻をご購入していただいた読者の皆様、この度も誠にありがとうございます。今回、書くのに一番時間がかかったのは、プロローグです。『これ、やってみよー』で気軽にやろうとしたら、どえらい目にあった……。次回から始まる二学期編。ベンチに座ると異世界へ転生し、チート能力を携たずさえたジョーロ君の冒険は始まりませんが、物語は新たな展開へと進んでいくでしょう。七巻では以前からやってみたかったけどできなかった、新しい挑戦をしてみますので、是非よろしくお願いします。

　ブリキ様。『今回はお色気シーン多めでいきましょう！』と打ち合わせで決まり、主人公を除いた全ての主要キャラクターのお色気シーンを導入した結果、あんなことになっちゃいました。てへ。

　いつも、本当にありがとうございます。今後とも、よろしくお願いします！

　担当編集の皆様。いつも、的確なアドバイスをありがとうございます。これからも、意見が異なり、ぶつかり合うことはあると思いますが、何なに卒とぞよろしくお願いします。『駱らく駝ださんは、油断をするとすぐに新しい男キャラばかり出す！』という言葉を胸に、ラブコメ作家として、日々邁まい進しんしていきます。

　佐さ藤とう琢たく磨ま選手、インディ５００優勝おめでとうございます！　超感動しました。

　銀の翼に希望のぞみを乗せて、灯ともせ平和の青信号！　締め切り通りにただいま提出！


作者特急　駱らく駝だ
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駱らく駝だ

今年は色々と私が好きなアニメ映画やらハリウッド映画があって、嬉しいです。オーディナル・スケール起動したり、星を呼んだり、卒業証書ポォンしたり、ホームカミングしたり、ラグナロクしたり、最後のジェダイしたり、とても充実した一年になりそうな予感です。

[image: ]




イラスト／ブリキ

２０１７年もがんばります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「駱駝先生」係

「ブリキ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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俺おれを好すきなのはお前まえだけかよ⑥








駱らく駝だ
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※2017年9月15日発行の電撃文庫『俺を好きなのはお前だけかよ⑥』2版に基づき制作
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